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序 章 研究の意義と方法 
 
 
第１節 研究主題 
 
本研究は，小学校社会科産業学習の全体構成に関わるカリキュラム編成論を
検討するとともに，今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習
の授業構成論を提案しようとするものである。  
わが国の社会科において産業を事例とした学習（以下，産業学習）は，社会
科発足以来重視されてきた内容の一つである (1)。それは必ずしも初めから，農
業，工業，商業の学習という形をとっていたわけではない。しかし，人間の生
産・流通・消費の活動についての学習という形では社会科発足当初から取り上
げられている学習領域である (2 )。現在でも基本的にはこの流れを受け継ぐ形で
小学校・中学校において展開されている。産業学習は，一般的に産業活動を取
り扱う教育全般を意味し (3)，社会生活についての理解をめざし各種産業を対象
とする社会科学習を指している (4）。その意味に関しては，広義に解釈するもの
(5)と，狭義に解釈するもの (6)の二つが存在するが，一般的には狭義に解釈した
小学校第五学年のそれを産業学習と呼んでいる。  
今日，わが国の一般的な小学校社会科授業は，学習指導要領に準拠した教科
書記述を参考に構成され，行われている (7)。現行の学習指導要領では，第五学
年の目標として「我が国の産業の様子，産業と国民生活との関連について理解
できるようにし，我が国の産業の発展や社会の情報化の進展に関心をもつよう
にする」 (8)ことや，「我が国の産業がそれに従事している人々の様々な工夫や
努力によって発展していることや，そのことによって国民生活の維持と向上が
図られていること」 (9)等について理解を深めることが求められている。また，
これらの目標を達成するために，産業学習では，わが国の産業分類に基づき第
一次産業（「農業と水産業」），第二次産業（「工業」），第三次産業（「情報通信
産業」）を体系的に学習する構成となっている。  
このような学習指導要領に示された目標・内容を踏まえ，教科書では，ある
産業に従事する人物を取り上げ，産業に関わる仕事の事実と人々の行為（「工
夫や努力」）を，体験や調べ活動などを通して，共感的に理解するものとなっ
ている (10)。実際に，水産業単元 (11)を例に見てみると，「水産業で働く人たち
は，どのような工夫をして，わたしたちの食生活を支えているのでしょうか」
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という学習問題のもと，漁師，養殖業者，仲買人，加工業者，販売者等，わが
国の水産業に従事する人々の仕事内容やその他わが国の水産業の実態や現状に
ついて調べることを通して，そこで働く人々の工夫・努力に共感的に理解した
り，自分たちの生活の向上に役立っていることに感謝したり，直面している課
題について一緒に悩んだりする学習となっている。このような学習展開は，基
本的に他の産業学習単元でも同様に見られる。その特質は，産業を人々の仕事
として捉え，人々の「工夫や努力」に秘められた「思いや願い」を共感的に理
解させる構成になっている点に見出されよう (12)。このような特質に関して
は，子供の学びを主体的なものにすること (13 )や，自分の感情を入れて考える
ことができるため子供にとって理解しやすいこと (14 )について一定の評価がな
されてきた。しかし一方で，その結果として形成される認識が個人の行為レベ
ルに留まり，社会全体レベルの認識に至らないことや，事実認識と態度形成
（価値認識）が一元的に結び付き郷土愛や愛国心等，特定の価値観を無批判に
受容させる価値注入教育となること等が課題として指摘されてきた (15)。  
 先行研究では，これらの課題を乗り越えるため，様々な産業学習が提案され
てきた。草原は，教師のめざす目標観の相違によって生じる産業学習の型を
「①国民道徳教育としての産業学習」，「②日本地誌教育としての産業学習」，
「③資本主義的エートスとしての産業学習」，「④社会科学科としての産業学
習」の四つに分類している (16 )。この分類に従えば，先行研究の多くは，①や
②の型に分類される産業学習（学習指導要領の論理に基づく学習）の課題克服
をめざし，③や④の型に該当する授業開発を進めてきた。具体的に③は，働き
手の工夫や努力を行為の目的・手段の関係として因果関係的に置き換え，連続
的に問い，合理的根拠をデータに基づき吟味させ，目的合理的にふるまう経済
人の行為とその「意味」をつかませることに学習の目的をおくものである
(17)。一方，④は，社会科学的な見方を養うことに，なかでも生産・流通・消
費のメカニズムを解明してきた経済学の「理論」や，立地や地域経済を扱う地
理学の「理論」の獲得に学習の目的をおくものである (18)。とりわけ④に該当
する産業学習は，従前の常識的な見方・考え方に留まる産業学習の課題を乗り
越えるとともに，科学的な探求の論理 (19)に基づき社会科学的な見方・考え方
を保証する授業として高く評価されてきた。しかし一方で，これらの授業が，
産業を窓にして私たちの生きる現代社会の特質や本質を認識させるものとなっ
ているかという点に関してはやや疑問が残る。子供が社会科授業で産業を学ぶ
意義は，単に転移性や汎用性の高い知識を獲得するということにあるのではな
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く，それら概念や理論の獲得を通して，現代社会の「いま」に迫り，その特質
や本質を科学的に認識するというにあるのではないか (20)。換言すれば，社会
諸科学の研究成果である概念や理論の獲得・活用を通して，情報化社会やグロ
ーバル化した社会の特質や本質に関する認識形成を保証することにある。さら
に，先行研究の多くが学習指導要領の枠組みを所与として個別単元開発に留ま
っている点も課題として指摘できる。農業・工業・情報通信産業の三領域を柱
とする単元構成は妥当か，またそれらに代わるテーマはないか，さらには産業
学習全体を通して子供にどのような資質や能力を育成すべきかというカリキュ
ラムレベルでの検討はほとんどなされておらず，不問に付してきたきらいがあ
る (21)。岩田は，産業学習は，生産・流通・消費という社会生活の基本構造を
認識させるものであり，政治，経済，社会，地理，歴史といった主要な社会諸
科学の研究成果を反映しやすく，社会事象間の関係の認識を可能にするがゆえ
に社会科学習の中核に位置付く価値を持っている (22 )と論じたが，国際化やグ
ローバル化が急速に進展しつつある今日，教科教育学研究の本質に基づき社会
の変化や現代の産業構造の変化に対応した産業学習の全体構成をカリキュラム
レベルで検討する必要性に迫られている (23)。   
本研究では，上記のような問題意識に基づき，小学校社会科産業学習の全体
構成に関わるカリキュラム編成論を検討するとともに，その成果を踏まえ，今
日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習の授業構成論を提起す
ることを目的とする。  
 
 
第２節 本研究の目的と特質 
  
本研究の目的と特質は，次の三点にまとめることができる。  
第一に，社会科教育系の学会において定評があるイングランド地理教育にお
ける産業を事例とした学習（以下，「産業学習」）の内容構成を分析・検討する
ことを通して，社会認識形成と世界像形成の統合による「産業学習」カリキュ
ラム編成論を解明することである。  
第二に，近年の地理学や社会学をはじめとする空間論研究の成果を理論的根
拠として，今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習の授業構
成論を提起することである。  
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第三に，グローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習の授業構成論に
基づき具体的な授業モデルを開発するとともに，その有効性を実験授業により
明らかにすることである。  
 
 
第３節 本論文の構成 
 
 本研究では，上記の目的を達成するために，以下のような構成で論を進め
る。  
 第１章では，まず，わが国の産業学習カリキュラムに関する先行研究の特質
と課題を明らかにする。次に，比較対象事例としてイングランド地理教育にお
ける「産業学習」を取り上げ，社会認識形成と世界像形成の統合による「産業
学習」カリキュラム編成論の特質とその意義を整理する。  
第２章では，まず，わが国の産業学習に関する先行研究の特質と課題を明ら
かにする。次に，近年の地理学や社会学をはじめとする空間論研究の成果をも
とに先行研究の課題改善の方向性について検討する。最後に，これらの検討内
容をもとに，今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習の授業
構成論を提起する。  
第３章～第５章では，第２章で提起した授業構成論に基づき授業開発を行
い，内二つ（第３章及び第４章）については，実践分析を踏まえて効果を検証
する。具体的な内容については，以下の通りである。  
 
 第３章 グローバル化した社会の認識形成をめざす水産業学習  
第４章 グローバル化した社会の認識形成をめざす観光産業学習  
 第５章 グローバル化した社会の認識形成をめざす身近な地域の農業学習  
 
そして最後に，終章では，本研究の成果と課題を論じる。  
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理解する社会科』の場合―」日本教科教育学会『日本教科教育学会誌』第 8
巻第 1 号 , 1983 年 , p.31. 
(14) 岩田一彦「産業学習の内容」岩田一彦編著『小学校産業学習の理論と実
践』東京書籍 , 1991 年 , pp.67-68. 
(15) 池野範男「理解」森分孝治・片上宗二編『社会科重要用語 300 の基礎知
識』明治図書 , 2000 年 , p.98. 
(16) 草原和博「産業学習」日本社会科教育学会編『新編  社会科教育事典』ぎ
ょうせい , 2012 年 , pp.108-109. 
(17) ③の型に該当する授業として，例えば以下のものが挙げられる。  
 ・山根栄次・後藤浩二「経済的意思決定力を育てる産業学習」三重大学『三
重大学教育学部研究紀要』No.58, 2007 年 , pp.233-245. 
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・中本和彦「『調べ学習』の特性を活かした社会科授業構成の論理―小学校
地域学習を事例として―」鳴門社会科教育学会『社会認識教育学研究』第
20 号 , 2005 年 , pp.11-20. 
 ・米田豊「産業学習：人々の工夫や努力の科学化」全国社会科教育学会編
『社会科教育実践ハンドブック』明治図書 ,  2011 年 , pp.57-64. 
(18) ④の型に該当する授業として，例えば以下のものが挙げられる。  
・小山直樹「流通情報下における産業の変化と小学校社会科授業」全国社会
科教育学会『社会科教育論叢』第 37 号 , 1990 年 , pp.17-26. 
・小山直樹「小学校社会科概念探求学習の創造―『トヨタ生産方式の秘密』
学習と『クロネコヤマト宅急便快進撃の秘密』学習を中心に―」全国社会
科教育学会『社会科研究』第 38 号 , 1991 年 ,  pp.39-55. 
・福田裕治「科学的な見方・考え方を育てる小学校社会科産業学習の教育内
容開発―『野菜工場』を事例とした単元『日本の農業』―」全国社会科教
育学会『社会科教育論叢』第 46 集 , 2007 年 ,  pp.10-15. 
・前掲 (7), pp.163-251. 
・前掲 (10), pp.175-202. 
(19) 科学的探求の論理に基づき科学的知識の獲得をめざす社会科授業論につ
いては，森分孝治『社会科授業構成の理論と方法』明治図書 , 1978 年 , 
pp.79-120.に詳しい。  
(20) 草原和博「小学校産業学習の授業づくり」星村平和監・原田智仁編著
『社会科教育へのアプローチ―社会科教育法―』現代教育社 , 2002 年 , 
pp.107-113. 
(21) 前掲 (16). 
(22) 前掲 (14), pp.8-9. 
(23) 例えば，前掲 (14), p.11.や前掲 (7),p.215 に詳しい。  
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第１章 社会認識形成と世界像形成の統合による「産業学習」 
カリキュラム編成論 
 
本章では，小学校社会科産業学習の全体構成に関わるカリキュラム編成論に
ついて，イングランド地理教育の事例をもとに検討する。また，その分析結果
をもとに，イングランド地理教育における「産業学習」の内容構成及び単元全
体を貫くカリキュラム編成論の特質とその意義を明らかにする。  
 
第１節 先行研究の特質と課題 
  
本節では，わが国の産業学習カリキュラムに関わる先行研究を検討すること
を通して，その特質と課題を明らかにする。  
これまで産業学習のカリキュラムに関しては，社会の変化や産業構造の実態
に対応させて学習内容を策定しなければならないと主張する岡﨑 (1)や佐長 (2 )ら
によって内容編成の方向性が提案されてきた。具体的に，岡﨑や佐長らはわが
国の産業構造や就業者人口割合が変化しているにもかかわらず，従来の産業分
類に沿った産業学習の内容編成は我が国の産業の実態を反映していないと指摘
し，現在の産業の実態を反映した経済企画庁総合統計局による新産業分類 (3 )に
基づく産業学習のカリキュラム改革の必要性を指摘している。一方，産業学習
を地理教育の一領域と捉える井川 (4)や日本地理教育学会小・中・高一貫カリキ
ュラム研究グループ（代表：西木敏夫） (5)らは，地理教育としての産業学習カ
リキュラムの試案やそれに基づく単元プランを提案している。これらの研究
は，従前の学習指導要領の論理に基づくカリキュラム編成とは異なる構想を改
革の方向性として提起してきた。しかし，これらいずれの研究も改革の視点で
あるカリキュラム編成論とその具体である単元プランの結び付きについては曖
昧な点が多く，提案の妥当性や有効性を検討することができないという問題を
孕んでいる。そのため，従前の産業学習カリキュラムの改善を困難なものとし
ている。例えば，岡﨑の研究では，改革の視点とそれに基づく単元プランは示
されているが，その提案は一事例（一単元）に留まっており，他の単元を含む
改革の全体像を示していないがゆえに，提案の妥当性をカリキュラムレベルで
検討することができないものとなっている。一方，井川や日本地理教育学会
小・中・高一貫カリキュラム研究グループ（代表：西木敏夫）らの研究では，
改革の視点とそれに基づく全体像は提案されているが，その具体として，教師
- 8 - 
の働きかけ（指示・発問）や教材等，実際の授業で提示される教授・学習過程
の計画（単元レベル）に関しては検証可能な形で明示されておらず，提案の有
効性を検証できないものとなっている。  
一方，諸外国の内容分析を通して，わが国のそれに示唆を与えようとした研
究に高野や中村によるものがある。高野 (6)はアメリカ合衆国の「社会科学－価
値と概念（The Social Sciences-Concepts & Values）」やイングランドの「地
理研究 (Study Geography)」，またドイツ連邦共和国の「われわれの新しい世
界 (Unsere Neue Welt)」を，中村 (7)はアメリカ合衆国の「ホルト社会科
（HOLT SOCIAL STUDIES）」のテキストブックをそれぞれ事例に，各国で
「産業学習」がどのように行われているのかを分析している。しかし，各々の
成果に関しては，テキストブックの記述内容や概要等，事実の紹介に留まって
おり，事実の背後にある理論の抽出や検討は行われていない。  
これらの研究に対して本研究は，イングランド地理教育における「産業学
習」を事例に，各単元の内容構成を分析するとともに，単元全体を貫くカリキ
ュラム編成論の解明をめざす。具体的には，いわゆる産業分類に基づき第一次
産業から第三次産業までの学習を通じてどのような認識形成・資質（態度）育
成がめざされているのかを，学習内容及び学習方法の視点から分析する。その
際，テキストブックに記載されている学習活動 (Activity)とその結果として獲
得される知識との関係に着目して，単元ごとの特質を明らかにするとともに，
「産業学習」の単元全体を貫く理論の抽出につとめていく。分析対象としてイ
ングランド地理教育を取り上げる理由は，詳しくは後述するが，第一に社会科
教育系の学会において，社会認識形成に有効性の高いカリキュラムとして定評
があること (8)，そして第二に，「産業学習」が地理教育の一領域として位置づ
けられており，わが国と同様，産業分類に基づき産業を体系的に学習する構成
となっている点など，世界的に見ても特異なわが国の小学校第五学年産業学習
の構成 (9 )と類似点が多く，わが国のそれとの比較・検討を通して現実的な改善
を示唆する成果を得られることが期待されるからである。このような理由を踏
まえ，本研究では，イングランド地理教育の事例をもとに社会認識形成と世界
像形成の統合による「産業学習」のカリキュラム編成論について，社会科教育
学研究の視点から検討する。  
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第２節 分析対象としてのイングランド地理教育とその特質 
 
本節では，わが国のイングランド地理教育に関する先行研究をもとに，その
特質を概観するとともに，分析対象として取り上げる理由及び分析方法につい
て論じていく。  
わが国のイングランド地理教育に関する研究は，中井・岩田を嚆矢として数
多くの成果が蓄積されてきた (10)。特に，1988 年に成立した教育改革法に基づ
き導入された『ナショナル・カリキュラム地理』の分析は，わが国の社会科地
理教育を検討する上で大変示唆的である。例えば，イングランドのそれは，社
会諸科学の研究成果を反映し，社会認識形成に有効性の高い内容構造を有して
いる典型例として高く評価されている (11 )。具体的に『ナショナル・カリキュ
ラム地理 (KS3)』では，教育段階を四つに区切った各 Key stage (以下，KS)に
おいて子供に教えられるべき内容を示した学習プログラム (Programme of 
Study)と，各 KS の終わりに学習成果として大多数の子供に期待されている行
為能力を示した到達目標が体系的に配列されている (12)。2007 年版の KS3（日
本の中学校に相当）には，生徒が理解・習得しなければならない鍵概念とし
て，「場所」，「空間」，「スケール」，「相互関係」，「自然的プロセスと人文的プ
ロセス」，「環境の相互作用と持続可能な開発」，「文化の認識と多様性」の七項
目が位置づけられており (13)，これら地理学の成果を中心とする鍵概念を獲得
したり，活用したりすることを通して，科学的な社会認識形成が図られる構成
となっている（表１－１）。  
また，わが国のカリキュラム編成論とは異なる多核的同心円拡大法 (14)とい
う論理でカリキュラムが構成されている点も大変興味深い。多核的同心円拡大
法の特質について志村は，「小学校低学年段階（KS1 段階）から自分が居住す
る場所周辺の地域社会（身近な地域社会）だけでなく，同じスケールの国内外
の地域社会をも学習する構成となっている点にある」 (15)と述べ，この論理に
基づいてカリキュラムを編成すれば，初等教育の早い段階から狭い空間的範囲
にせよ，居住している場所だけでなく，世界各地を学習し，世界像を構築する
ことになると指摘している (16 )。このような考え方は，身近な地域を中心とす
る中心部と世界に関する外縁部を整合的に位置づけることによって一つのまと
まりある豊かな世界像が形成されると主張した斎藤の「発生的地理教育論」
(17)や，小学校第四学年後半～第六学年の時期に知識の伸長，思考力の発達，
空間的視野の拡大など，地理意識が急速に拡大，伸長する「地理意識の爆発  
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表１－１ 2007 年版『ナショナル・カリキュラム地理 (KS3)』の鍵概念  
鍵概念  内容  
場所  
a 実際の場所の自然的・人文的特色の理解  
b 場所の「地理的想像力」の開発  
空間  
a 様々な場所と，情報・人・物の流れにより生み出されたネットワ
ークの間の相互作用の理解  
b 場所と景観がどこに立地し，なぜそこに位置しているのか，その
パターンや分布がなぜ生まれたのかについての理解。さらに，な
ぜ場所や景観が変化し，その変化が人々にとってどのような意味
をもっているのかについての認識  
スケール  
a 個人からローカル，国家，国際，全地球スケールにわたる様々な
スケールの認識  
b 地理的思想の認識を発展させるための諸スケール間のつながり  
相互関係  
a 場所間における，社会的・経済的・環境的・政治的関係の探究  
b あらゆるスケールでの変化の相互関係の理解  
自然的プロセ
スと人文的プロ
セス  
a 自然界や人間界での一連のできごとや諸活動がいかに場所・景観
や社会における変化に影響を及ぼすのかについての理解  
環境の相互作
用と持続可能な
開発  
a 環境の自然的／人間的次元が相互に関連し合い，どのように環境
の変化に影響をあたえるのかについての理解  
b 持続可能な開発が，環境の相互作用や気候変化に与える影響をと
らえる生徒の能力開発  
文化の認識と
多様性  
a 彼らの社会と経済を理解させるための人，場所，環境，文化の間
の違いと類似性についての正しい理解  
b 人々の価値や態度がいかに異なり，社会問題，環境問題，経済
的・政治的諸問題にどのような影響を及ぼすかについて正しい理
解と，それらの問題に対して，自分たちの価値や態度を発展させ
ること  
(18 をもとに筆者作成）  
 
期」であると主張した山口の「地理意識発達の実証的研究」の成果 (19)とも符
合する。  
本節では，『ナショナル・カリキュラム地理 (KS3)』の特質が社会認識形成
と世界像形成の二つの論理を基盤とする内容編成にあるという前提のもと，そ
の論理が子供用テキストブックにどのように反映されているのかを明らかにす
る。子供用テキストブックを分析対象とする理由は，『ナショナル・カリキュ
ラム地理 (KS3)』や単元計画例（A Scheme of work）の構造を分析した先行研
究 (20)はあるものの，それらとテキストブックとの結び付き（反映）について
明らかにした研究成果が少ないことが挙げられる。荒井の研究 (21)が示唆する
ように，外国研究の成果を実践レベルで生かそうという発想に立つならば，授
業開発に資する具体的な内容を明らかにする必要がある。例えば，どのような
内容を，どのような方法（指示・発問を含む）で指導展開していけばよいの
か，単元及びカリキュラムレベルにおける内容構成を解明した研究成果が求め
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られよう。また，このような成果は，わが国のそれとの比較材料や改善の方向
性を示すことができる点で，教科書研究にも寄与することが期待できる。  
本研究では分析対象として，『ナショナル・カリキュラム地理 (KS3)』の内
容を忠実に反映しているという評価を受け，検定制度の無い英国においてベス
トセラーとなった中等地理テキストブック ”NEW KEY GEOGRAPHY”シリー
ズ (Nelson Thornes 社 )  (22)を手がかりとする。本シリーズは，11-14 歳を対象
としたテキストブックであり，単純にわが国の小学校第五学年 (10-11 歳 )の学
習内容と比較することはできない。しかしこれは，イングランド初等地理教育
において「産業学習」が展開されていないことに依るものである。このような
事情を踏まえ，本研究では上述したテキストブックにおいて，社会認識形成と
世界像形成の両方の論理が「産業学習」にどのように組み込まれているのかを
単元及びカリキュラムレベルで分析する。これらの成果は，共感的理解と同心
円拡大の論理に基づいて編成されているわが国の産業学習カリキュラムに具体
的で現実的な改善の方向性を示唆するとともに，産業学習研究に新たな視点を
提供することが期待される。  
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第３節 イングランド中等地理テキストブック“NEW KEY 
GEOGRAPHY”シリーズにおける「産業学習」の内容構成 
 
本節では，いわゆる産業分類ごとに第一次～第三次産業の各産業を個別に学
習する構成となっている 2006 年度版 ”NEW KEY GEOGRAPHY”シリーズ
（以下，本シリーズ）を分析対象 (23)として各単元の内容構成を明らかにす
る。本シリーズは，第一巻『基礎』Y7(11-12 歳 )，第二巻『関連』Y8(12-13
歳 )，第三巻『相互作用』Y9(13-14 歳 )の全三冊（各巻 7 単元，全 21 単元）で
構成されている。その中で「産業学習」に該当する単元は，「農業」，「工業」，
「観光」，「ファッション&スポーツ」の四つである。  
 
第１項 第一次産業 単元「農業」の内容構成  
第一次産業の単元「農業」における指導展開をまとめたのが表１－２であ
る。表１－２は，左から小単元名，主要な学習内容，事例（地）・位置及び地
理的スケール  (24 )，主な学習活動 (Activity)，学習の結果として獲得する鍵概
念（以下，鍵概念），そして単元の内容構成を小単元ごとに整理している。学
習活動に関しては，岩田の知識論 (25)を参考に学習活動を通して獲得する知識
の質を「記述（記述的知識及び分析的知識を求める問い・または課題）」，「説
明（説明的知識及び概念的知識を求める問い・または課題）」，「判断（規範的
知識を求める問い・または課題）」の三つに分類した。  
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表１－２ 第一次産業  単元「農業」の内容構成  
小単
元名  
主要な  
学習内容  
世界像形成  社会認識形成  
単元構成  
事例（地）  
（位置／地理
的スケール）  
主な学習活動  
【記述○，説明◎，判断●】  
鍵概念  
英
国
の
農
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？ 
○本単元にお
ける主な学
習内容，農
業を学ぶ意
義  
 ○どのような農業が，写真
A のような田園地方の農
業の姿を変化させたのか。 
○写真 B の農民は，どのよ
うな問題に直面している
のか。  
○写真 C では何が起こって
いるのか。あなたはこれ
について良い面と悪い面
は何だと思うか。  
○農民と買い物客の両方に
とって，写真 D の市場の
良さは何か。  
場所  
単
元
の
主
な
学
習
内
容
及
び
意
義
の
把
握 
農
業
を
視
点
と
し
た
英
国
地
誌
学
習 
空
間
（
農
業
立
地
）
を
中
核
と
し
た
地
理
的
見
方
・
考
え
方
の
育
成
を
め
ざ
す
「
産
業
学
習
」 
英
国
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
農
業
が
あ
る
か
？ 
○英国におけ
る主な農業
の種類（穀
作農業・牧
羊・畜産農
業・混合農
業）  
○それぞれの
農業の種類
が依存して
いる物理的
要因と人的
要因  
○農業に影響
を与える物
理的問題と
人的問題  
穀作農業，
牧羊農業，
畜産農業，
混合農業  
【典型事
例】  
（国内／ロ
ーカル）  
○以下の用語（穀作農業，
畜産農業，混合農業）と
それを説明した文を組み
合わせなさい。  
○図 E は，農業に影響を
与える問題（物理的要
因・人的要因）に関する
いくつかの新聞の見出し
を示している。下記の表
F をコピーし，正しい項
目に E の見出しを分類
しなさい。  
自然的プロ
セスと人文
的プロセス  
国
内
に
お
け
る
農
業
の
種
類
と
特
色 
英
国
の
農
業
に
お
け
る
最
適
地 
穀
作
農
場
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？ 
○穀作農家の
一年間の仕
事  
○穀作農場の
特色（場
所，土地の
起伏，土
壌，気候，
方法，機械
の使用，収
入源，困
難）  
東アングリ
アのホーソ
ン農場  
（国内／ロ
ーカル）  
○（穀作）農家の一年間が
示された図 D を見なさ
い。三つのうち，最も温
かい月はどれか。  
○土地が小麦を育てる準備
に使用されるのは，どの
期間か。  
○小麦が成長するのは，ど
の期間か。  
◎穀作農家の休暇に適した
時期は，いつか。その理
由も述べなさい。  
○穀作農業の主な特色を示
す要因リストを作りなさ
い。その際，ここに示さ
れた見出し（場所，土地
の起伏，土壌，気候，方
法，機械の使用，収入
源，困難）を参考にしな
さい。  
場所，空
間，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス  
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牧
羊
農
場
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？ 
○牧羊農家の
一年間の仕
事  
○牧羊農場の
特色（場
所，土地の
起伏，土
壌，気候，
方法，機械
の使用，収
入源，困
難）  
湖水地方の
ベックサイ
ド農場  
（国内／ロ
ーカル）  
○（牧羊）農家の一年間が
示された図 D を見なさ
い。四つのうち，最も温
かい月はどれか。  
○四つのうち，最も湿った
月はどれか。  
○一月にはどれくらいの雨
量があるか。  
◎羊が特別な食物を必要と
するのはいつか。その理
由も述べなさい。  
○牧羊の主な特色を示す要
因リストを作りなさい。
その際，ここに示された
見出し（場所，土地の起
伏，土壌，気候，方法，
機械の使用，収入源，困
難）を参考にしなさい。  
場所，空
間，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス  
英
国
の
農
業
様
式
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？ 
○英国におけ
る農業の分
布パターン
（北西部と
南東部の違
い）  
英国の農業
分布のパタ
ーン  
（国内／ナ
ショナル）  
○農業の五つの種類は，地
図 A に示されている。
それぞれの種類と以下の
説明（牛乳と肉用の動物
を保持する，自給農業の
形，作物を栽培する，作
物を栽培し，動物を飼
う，牧羊）の一つを組み
合わせなさい。  
○地図 D の数字と下記の
農業の種類（羊，畜牛，
混合，穀作，小作）を組
み合せなさい。一部は数
回使われるかもしれな
い。地図 A が参考にな
るだろう。  
●あなたは穀作農家で，も
はや助成金を受け取るこ
とができないと言われた
としたら，どうするか
（それでも作物を栽培し
続ける，芝生として一部
の土地を休耕地にする，
数ヘクタールの土地に木
を植える）。その理由も
挙げなさい。  
場所，空
間，スケー
ル，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス  
○農業様式を
変化させる
要因  
アブラナ農
場  
（国内／ロ
ーカル）  
農
業
が
与
え
る
影
響
と
変
化 
農
業
は
景
色
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
た
か
？ 
○農業の発展
が景観に与
えた影響  
○垣根の長所
と短所  
○土壌浸食に
よってもた
らされる影
響  
景観を変化
させた農業
地域  
【典型事
例】  
（国内／ロ
ーカル）  
○A の二つの絵における異
なる点を見つけなさい。
以下のそれぞれに一つの
違いを見つけようとしな
さい（農場の規模，農家
の建物，機械，垣根，湿
地）。  
●クラスメイトとペアにな
りなさい。そのうち，一
人は農家で，もう一人は
環境保護論者になりなさ
い。もし，あなたが農民
であるならば（そもそも
そこに垣根を植えた理
由，それを今，外した理
由）を聞きなさい。  
場所，空
間，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス  
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●もし，あなたが環境保護
論者であるならば，あな
たは垣根を保持すること
が非常に重要であると感
じる理由を説明しなさ
い。二人とも写真 C が
助けになるはずである。  
◎土壌とはどのような意味
なのか発見しなさい。東
イングランドの一部は，
強い風が吹いた時，土壌
によってなぜ影響を受け
たのか。風によって失う
ものとは別に，他に農家
はどのように土壌を失う
可能性があるか。  
農
業
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
？ 
○現代の農業
の特色  
○現代の農業
がもたらし
ている影響  
○一部の農民
が観光農場
を行う理由  
観光農場
【典型事
例】  
（国内／ロ
ーカル）  
◎グラフ C を見なさい。
それぞれのグラフによっ
て示される農業の変化を
説明しなさい。  
◎トラクターの数と農場で
働く人々の数の間の関係
性とは何か。あなたは，
この関係性の原因をどう
考えるか。   
◎あなたの地元新聞に二つ
の手紙を書きなさい。そ
れぞれの手紙は， 1 頁の
半分ぐらいの長さまで書
かなければならない。最
初の手紙では，食物を生
産したり，生計を立てた
りすることがますます難
しくなっていると心配す
る農民の見方を示しなさ
い。  
◎次の手紙では，環境に損
害を与えない方法を使用
する農家の人々を好む都
会の人々の見方を示しな
さい。  
◎なぜ，いくつかの農民達
は自らの農場で観光活動
を開発しているのか。  
○農場で可能な観光活動の
一部を示すために星形の
図を描きなさい。  
空間，自然
的プロセス
と人文的プ
ロセス，環
境の相互作
用と持続可
能な開発  
農
業
に
関
す
る
調
査 
○最近，農園
を購入した
四組の農民
へ適した農
業の種類を
気候，土
壌，輸送，
政府の方針
などの要因
を踏まえて
提案する。  
スコットラ
ンド北西部
の農場，ス
コットラン
ド北東部の
農場，イン
グランド南
西部の農
場，イング
ランド南東
部の農場  
（国内／ロ
ーカル）  
◎あなたは，ここで地図，
文章を使う必要がある。
星形の図またはリストも
参考にしなさい。初め
に，慎重に調査課題を確
認し，あなたが発見すべ
きことを詳しく説明しな
さい。  
○主な農業の種類と各農業
の異なる必要条件につい
て記述しなさい。  
◎いくつかの地域が，他の
地域より特定の農業の種
場所，空
間，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス  
獲
得
し
た
知
識
（
概
念
）
の
活
用 
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（26 をもとに筆者作成）  
 
 
 
 
 
 
 
類に適するように，農業
の影響は場所によってど
のように変化するのか，
その要因について説明し
なさい。  
○四つの異なる農場の主な
特色について簡単に記述
しなさい。また，それら
が位置している場所を地
図上に示しなさい。  
●気候という要因に基づい
て，それぞれの農場に最
も適している農業の種類
を決めなさい。  
●次に，気候の他に農業の
必要な要因を検討し，あ
なたが選択する農場がそ
れでも適当かを確認しな
さい。その際，表 A と
図 B を参考にしなさ
い。  
◎農場の事実表 D のコピ
ーを作ってそれを完成さ
せ，あなたが選択した農
業を説明しなさい。  
◎●次に，あなたはあなた
が取り組んだ課題と調査
課題への解答を慎重に見
なければならない。ここ
では二つの課題に取り組
む。第一に，あなたは，
農業のどのような種類が
その人の農業に最も適し
ているかを，一人一人の
農民に提案するために短
い手紙を書かなければな
らない。その際，あなた
が選んだ理由も述べなさ
い。  
◎第二に，あなたは英国に
おける農業の違いの理由
を説明し，その理由を提
案しよう。これは地図に
書いたり，印を付けたり
することを含んでいる。  
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１ 単元構成  
本単元は，「単元の主な学習内容及び意義の把握」，「国内における農業の種
類と特色」，「農業が与える影響と変化」，「獲得した知識（概念）の活用」とい
った四つの段階で構成されている。  
第一段階（小単元 1）では，本単元の主な学習内容（「英国における主な農
業の種類」，「穀作農場や牧羊農場」，「英国における農業の分布パターン」，「農
業が景観を変化させる過程」，「農業とそれらの影響の変化」）と農業を学習す
る重要性（農業についての知識は：「仕事を供給し，富の創出を手助けするこ
と」，「私たちが食べる物とその食べ物に私たちが費やす費用が影響を与えてい
ること」，「私たちの田園地方に対する見方を変えること」，「野生動物に影響を
与えていること」）について把握させることが企図されている。  
第二段階（小単元 2～5 の前半）では，まず英国における農業の主な種類が
穀作農業，畜産農業，混合農業であることを確認した後，それぞれの農業が物
理的要因と人的要因に依存しているため，農家はそれらの要因を踏まえて農業
の種類や最適地を選択しなければならないことを確認する。次に，穀作農場や
牧羊農場を事例に，それぞれの農業の特色を学習する。そして，英国における
農業のタイプが物理的要因と人的要因によって，大きく穀作，畜牛，羊，混
合，小作の五種類に分けられることを学習する構成となっている。  
第三段階（小単元 5 の後半～7）は，まず 1970 年代中頃から EU の決断に
よって英国内でアブラナを栽培する農家が増加した事例をもとに，英国で一般
的に見られる農業様式が様々な要因を背景に現在に至るまで変化し続けている
ことを確認する。次に，農業の発展によって，現在の景観が作られ，未だ変化
し続けているという事実をもとに，農業の発展によってもたらされる正負の影
響について認識する。そして，現代農業がもたらした正負の影響と，負の影響
を少なくするための政府の取り組みや，新たな農業の展開として一部の農家の
人々が「観光農場」を始めている理由について学習する構成となっている。  
第四段階（小単元 8）では，最近，農園を購入した四組の農民にとって最も
適している農業の種類を選択することを援助することが課題として提示される
（MQ：英国の異なる地域の農業はどのように変化するか？また，それはなぜ
か？）。子供はこの課題を解決するために，これまで獲得した知識や概念を用
いて探究する展開となっている。具体的には，最近，農園を購入した四組に最
も適している農業はどのようなものかを，一人一人の農民に提案する短い手紙
（選んだ理由を含む）を書いたり，英国の異なる地域の農業が変化する要因を
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地図などにまとめて説明させたりする作業を行う。これらの活動を通して子供
は，主として「場所」や「空間（農業立地）」等の鍵概念を活用して合理的に
判断することを迫る構成となっている。  
 
２ 世界像形成としての内容構成  
本単元を世界像形成の視点から整理すると，国内における主要な農業の特色
を場所，土地の起伏，土壌，気候，方法，機械の使用，収入源，困難等の視点
から分析的に検討したり，その結果として明らかになる農業分布のパターンを
概観したりする学習を通して，農業を視点（手段）として①産業としての農業
の特色，②農業が行われている地域の地理的特色，③農業を視点として概観し
た場合にみられる英国全体（国土）の地理的特色を認識させる構成となってい
る。具体的には，種類の異なる複数の農業をローカル・スケールで捉えさせた
後，さらにナショナル・スケールで概観させることを通して，農業が盛んな地
域の地理的特色と農業を視点として概観した場合にみられる国土の地理的特色
の二つを認識させる構成となっている。  
このような単元構成を世界像形成の視点からまとめると「農業を視点とした
英国地誌学習」と位置づけることができる。  
 
３ 社会認識形成としての内容構成  
本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活動を通して獲得する知
識の質については，国内における農業の種類や各農場の特色に関しては「記
述」を求める問いや課題が，農業が与える影響や変化に関しては「説明」を求
める問いや課題が設定されている。これらの知識は，最終小単元において，最
近，農園を購入した四組の農民にとって最も適している農業の種類を「判断
（意志決定）」させる場面で活用を迫る展開となっており，本単元では「英国
における農業の最適地（農業立地）」が学習の中心となっている。一方，学習
の結果として獲得する鍵概念に関しては，東アングリアのホーソン農場や湖水
地方のベックサイド農場の自然的・人文的認識に関する「場所」，それらの場
所に種類の異なる農業が立地している理由及び英国における農業分布のパター
ンに関する「空間」をはじめ，六つの鍵概念の獲得をめざす構成となってい
る。  
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このような単元構成を社会認識形成の視点からまとめると，「空間（農業立
地）を中核とした地理的見方・考え方の育成をめざす『産業学習』」と位置づ
けることができる。  
 
４ 本単元の全体構成  
単元「農業」では，英国の主要な農業を学習対象として取り上げ，学習させ
ることを通して，世界像形成の視点からは「農業を視点とした英国地誌学習」
として，社会認識形成の視点からは「空間（農業立地）を中核とした地理的見
方・考え方の育成をめざす『産業学習』」という二重構造の構成になってい
た。本単元ではこれら二つの視点に基づき内容を構成することで，全体を通し
て英国の農業を事例にして自国の主要な農業の種類と国土の地理的特色，及び
「空間（農業立地）」をはじめとする諸概念の獲得とその活用能力を育成する
学習となっているのである。  
このような内容構成は，わが国の農業学習と比較すれば，①国内の種類の異
なる複数の農業を取り上げ，それら様々な農業の特色を学習することを通して
農業を視点とした英国全体（国土）の傾向を認識させようとしている点，②農
業従事者の行為そのものを認識の対象とするのではなく，各農業（立地や生産
物）を規定している要因を探究させることを通して鍵概念「空間（農業立
地）」の獲得及び活用が企図されている点，③農業の営みを自然的要因からの
み認識させるのではなく，それらの要因に加え，物理的要因や人的要因（鍵概
念「自然的プロセスと人文的プロセス」）等の視点からも多面的・多角的に認
識させようとしている点に違いを見出すことができる。  
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第２項 第二次産業 単元「工業」の内容構成  
第二次産業における単元「工業」の指導展開を表１－２と同様にまとめたの
が表１－３である。  
 
表１－３ 第二次産業  単元「工業」の内容構成  
小単
元名  
主要な  
学習内容  
世界像形成  社会認識形成  
単元構成  
事例（地）  
（位置／地理
的スケール）  
主な学習活動  
【記述○，説明◎，判断●】  
鍵概念  
産
業
と
は
何
か
？ 
○本単元にお
ける主な学
習内容，農
業を学ぶ意
義  
 ○写真 A の中で産業を場所に
引き付けたものは何か。  
○もし，あなたが働くとした
ら A,B,C に示された職場の
中でどれを選ぶだ ろうか
（最も働きたいのは… ,最
も働きたくないのは…）。  
○どのような産業が写真 B
で示されているか。これ
は他の産業とどのように
異なるか。  
場所  
単
元
の
主
な
学
習
内
容
及
び
意
義
の
把
握 
工
業
を
視
点
と
し
た
英
国
地
誌
学
習 
空
間
（
工
業
立
地
）
を
中
核
と
し
た
地
理
的
見
方
・
考
え
方
の
育
成
を
め
ざ
す
「
産
業
学
習
」 
産
業
の
種
類
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
？ 
○産業の種類
と特色（第
一次産業，
第二次産
業，第三次
産業）  
○英国の就業
構造の変化  
第一次産
業，第二次
産業，第三
次産業  
【典型事
例】  
○以下の用語（第一次産業の
活動，第二次産業の活動，
第三次産業の活動，天然資
源）とそれを説明した文を
組み合わせなさい。  
○四角 E の仕事リストを見
なさい。それらを第一次
産業の活動，第二次産業
の活動，第三次産業の活
動分類しなさい。  
○あなたの学級のそれぞれ
の生徒の家族の仕事を見
つけ，調査を完成させな
さい。  
○それらを第一次，第二
次，第三次産業を分類し
なさい。  
○あなたの調査結果を示す
ために棒グラフか円グラ
フのどちらかを描きなさ
い。  
◎あなたの示すグラフの内容
を説明しなさい。  
相互関係  
国
内
に
お
け
る
工
業
の
種
類
と
特
色 
英
国
の
工
業
に
お
け
る
最
適
地
と
変
化
の
要
因 
工
場
の
最
適
地
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？ 
○工場の最適
地とその要
因（原材
料，輸送，
労働力，エ
ネルギー
源，市場，
地価など）  
○繊維工場の
最適地とそ
の要因  
ヨークシャ
ー地域とラ
ンカシャー
の毛織物工
場  
（国内／ロ
ーカル）  
○下記のはじめと終わりを
合わせなさい（原材料，
動力，労働力，市場，輸
送）。  
◎あなたが住んでいる場所
に近い工場か，この頁で
説明されていた毛織物工
場のどちらかを選択しな
さい。参考として図 C を
使用し，その工場がそこ
で，なぜ成長したのかを
説明しなさい。  
場所，空
間，相互
関係，自
然的プロ
セスと人
文的プロ
セス，環
境の相互
作用と持
続可能な
開発  
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最
適
地
を
選
択
す
る
こ
と
―
鉄
鋼
業
― 
○ 19 世紀の
製鉄所の最
適地とその
要因  
○ 20 世紀以
降の製鉄所
の最適地と
その要因  
○英国の最も
大きな製鉄
所がトール
ボット港に
立地してい
る理由  
英国の鉄と
炭田の位置  
トールボッ
ト港  
（国内／ナ
ショナル ,ロ
ーカル）  
○図 E のコピーを作り，下
記の語（橋，石炭，鉄鉱
石，石灰岩，鉄鋼，製鉄
所，船，列車）を正しい
ボックスに入れなさい。 2
つはあなたを助けるため
に既に入れてある。  
○図 F の中に書かれた文章
のうち，どの四つが正し
いか選択しなさい。  
◎トールボット港が鉄鋼所
にとって良い場所である
理由を示すために星形の
図を描きなさい。図 G の
見出しを使いなさい。  
場所，空
間，相互
関係，自
然的プロ
セスと人
文的プロ
セス，環
境の相互
作用と持
続可能な
開発  
産
業
が
変
化
す
る
た
め
の
理
想
的
な
用
地
は
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
？ 
○過去と現代
の鉄鋼業の
分布  
○産業にとっ
ての最適地
を変化させ
る要因  
鉄鋼業の変
化【典型事
例】  
（国内／リ
ージョナ
ル）  
◎ 1820 年に鉄メーカーは図
A に示す場所に建てるこ
とを決めた。メーカー
は，W，X，Y， Z のいず
れかを選択しなければな
らなかった。選択する時
に考えなければならなか
った要因の一部は，用地
は表 C に列挙した。メー
カーは結局，鉄鋼所の用
地 W を選択した。なぜ，
その用地が選ばれたの
か，自分で表を完成させ
なさい。  
○注意深く図 A とボックス
B を見なさい。用地の第
一要因に関して，用地ご
とに得点を与えなさい。
他の用地の要因も同じよ
うにしなさい。進めやす
いように，一部は既に記
入している。  
◎得点を合計しなさい。合
計点の最も高いものが最
適地である。それは W で
なければならない。W が
1820 年の鉄鋼所にとって
最適地である理由を四つ
挙げなさい。  
○W の工場は 1990 年までに
もう利益を上げられなく
なっていた。それはあま
りに小さかったので，石
炭と鉄鉱石は無くなっ
た。それらの原材料は，
当時，船便で海外から運
ばれていた。工場は拡張
するか，新しい鉄鋼所は
用地 Z か S のどちらかに
建設するか，のどちらか
に決められた。ボックス
B の指標を用いた表を完
成させなさい。  
●あなたは W を拡大するこ
とに決めたか。それとも
場所，空
間，相互
関係，自
然的プロ
セスと人
文的プロ
セス，環
境の相互
作用と持
続可能な
開発  
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用地 Z または S の一つを
選択することに決めた
か。  
◎あなたが決めた理由を短
い文章で書きなさい。  
最
適
地
を
選
択
す
る
こ
と
―
自
動
車
産
業
― 
○自動車産業
の最適地と
要因  
○TOYOTA
がバーナス
トーンを選
んだ理由  
自動車組立
工場の位置  
バーナスト
ーン  
（国内／ナ
ショナル ,リ
ージョナ
ル）  
○D に書かれた六つの文の
うち，四つは正しい。正
しいものを全て書きなさ
い。  
◎自動車工場は，一般的に
大都市の近くに立地して
いる。これに対し，少な
くとも二つの理由を与え
てなさい。  
◎“ジャスト・イン・タイ
ム”システムの長所と短
所とは何か。  
◎バーナストーンが自動車
工場にとってより立地で
ある理由を説明しなさ
い。調査ファイル E の項
目を使いなさい。  
場所，空
間，相互
関係，自
然的プロ
セスと人
文的プロ
セス  
ハ
イ
テ
ク
産
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？ 
○ハイテク産
業の特色  
○ハイテク産
業がサイエ
ンスパーク
やビジネス
パークの都
市周辺に立
地している
理由  
サイエンス
パークやビ
ジネスパー
クの都市周
辺  
【典型事
例】  
（国内／ロ
ーカル）  
○ハイテク産業とは何か。  
○あなたが先週使用したハ
イテク製品を五つ挙げな
さい。  
○表 D を完成させ，サイエ
ンスパークとビジネスパ
ークの違いを明らかにし
なさい。下記の組からあ
なたの解答を選択しなさ
い（ a: 多い／とても少な
い， b: 大学に繋がってい
る／大学に繋がっていな
い， c: ハイテク会社／ハ
イテク会社，店，ホテ
ル，観光施設）。  
◎写真 B と図 C を使用し
て，なぜ，ハイテク会社
はサイエンスパークに立
地しなければならないの
か，その理由を六つ挙げ
なさい。その際，あなた
は以下の項目について言
及しなければならない。  
○会社同士が同じ場所にあ
ることから生じる二つの
欠点を挙げなさい。  
場所，空
間，相互
関係，自
然的プロ
セスと人
文的プロ
セス，環
境の相互
作用と持
続可能な
開発  
ハ
イ
テ
ク
産
業
は
ど
こ
に
位
置
す
る
か
？ 
○斜陽産業と
成長産業の
違い  
○ハイテク産
業の立地の
特色とその
要因  
ハイテク産
業の立地  
（国内／リ
ージョナ
ル）  
○斜陽産業と成長産業の違
いとは何か。  
○絵 E は写真 B のスケッチ
である。スケッチの大き
なコピーを作りなさい。
色鉛筆で薄く色分けしな
さい。住宅地域を赤色，
産業地域を茶色で，主要
道路を黄色，田園地域を
緑色で塗りなさい。  
○その地域をハイテク工場
の最適地にしている特色
場所，空
間，相互
関係，自
然的プロ
セスと人
文的プロ
セス  
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（27 をもとに筆者作成）  
 
 
 
を挙げなさい。そして，
それぞれを 10～ 20 語句で
説明しなさい  
◎M4 道路がハイテク産業に
とってよい場所である理
由を説明するために地図
D の情報を使いなさい。  
工
業
立
地
に
関
す
る
調
査 
○国内に新し
い自動車工
場を建設す
るという想
定を踏ま
え，候補地
として挙げ
られている
10 箇所の
情報を分析
的に検討
し，最適地
を提案す
る。  
新しい自動
車工場の候
補地  
（国内／ナ
ショナル）  
○最適地を選択する方法を
説明しなさい。  
○可能性がある用地を記述
しなさい。  
◎右図のような図を描き，
それぞれの要因におよそ
10 語の説明を加えなさ
い。その際， 60 頁の図が
参考になるだろう。  
○各欄の得点を合計しなさ
い。合計が最高点のもの
が最適地となる。  
○それらの合計点順に 10 カ
所の用地を並べなさい。
最高位をリストの一番上
に置きなさい。  
◎三つの最適地はどれか。
それぞれの主な長所を挙
げなさい。  
●あなたは三つのどれを選
択するか。この用地が他
の二つより良い理由を提
案しなさい。  
◎あなたの好ましいと思う
用地が利用できなかった
ら，その他の用地は満足
だったか。またその理由
も述べなさい。  
●下の写真の簡単なスケッ
チを描きなさい。あなた
の選択した方が，自動車
工場にとって良い用地で
ある理由を説明するため
に下の四角に情報を書き
加えなさい。 61 頁及び完
成したあなたのリストが
手助けとなるだろう。  
◎あなたの選んだ用地につ
いて本社に関するレポー
トを書きなさい。レポー
トにおいて，用地の主な
特色を記述し，それが自
動車工場にとって良い場
所である理由を説明しな
さい。  
場所，空
間，相互
関係，自
然的プロ
セスと人
文的プロ
セス  
獲
得
し
た
知
識
（
概
念
）
の
活
用 
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１ 単元構成  
本単元は，「単元の主な学習内容及び意義の把握」，「国内における工業の種
類と特色」及び「英国の工業における最適地と変化の要因」，「獲得した知識
（概念）の活用」といった三つの段階で構成されている。  
第一段階（小単元 1）では，本単元の主な学習内容（「第一次産業・第二次
産業・第三次産業の違い」，「産業にとっての最適地を選択する方法」，「産業に
とっての理想的な場所が変化する過程」，「鉄鋼業・自動車産業・ハイテク産
業」）と産業を学習する重要性（産業を学習すると役立つこと：「自身に最も適
している仕事の種類を選択する時」，「産業が特定の場所に位置する理由を認識
する時」，「一部の産業が閉鎖またはある地域から移転する理由を認識する
時」）について把握させることが企図されている。  
第二段階（小単元 2～8）では，まず人々が行う経済活動には第一次～三次
産業の三つのタイプがあり，それぞれ特色が異なることを確認した後，各産業
の就業者人口が時代と共に変化していることを学習する構成となっている。次
に，鉄鋼業や自動車工業，ハイテク産業を事例に，それぞれの工場の最適地が
原材料，輸送，労働力，エネルギー源，市場，地価等の要因に依存しているこ
とや，工業の種類によって特色が異なることを確認するとともに，時間の変化
とともに最適地も変化し続けていることを学習する構成となっている。  
第三段階（小単元 9）では，国内に新しい自動車工場を建設するという想定
を踏まえ，候補地として挙げられている 10 箇所の情報を分析的に検討し，最
適地を提案することが課題として提示される（MQ：新しい自動車工場にとっ
て最適地はどこか？）。子供はこの課題を解決するために，これまで獲得した
知識や概念を用いて探究することとなる。具体的には，沿岸部のニューポート
や内陸部のバーナストーン等候補地として挙げられている 10 箇所の用地を
「用地の規模」，「用地の質」，「高速道路へのアクセス」，「港へのアクセス」，
「空港へのアクセス」，「熟練労働者への確保」，「良い労働環境」，「利用可能な
政府援助」，「魅力的な田園地方へのアクセス」の八項目を 0（不十分）～4 点
（すばらしい）の五段階で評価することを通して，最適地を検討する作業を行
う。これらの活動を通して子供は，主として「場所」や「空間（工業立地）」
等の鍵概念を活用して合理的に判断することを迫る構成となっている。  
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２ 世界像形成としての内容構成  
本単元を世界像形成の視点から整理すると，国内における主要な工業の立地
を原材料，輸送，労働力，エネルギー源，市場，地価等の視点から分析的に検
討したり，その特色を複数の地理的スケールを用いて捉えさせたりする学習を
通して，工業を視点（手段）として①産業としての工業の特色，②各産業（鉄
鋼所・自動車工場等）が立地している地域の地理的特色や立地要因，③工業を
視点として概観した場合にみられる英国全体（国土）の地理的特色を認識させ
る構成となっている。例えば，小単元 6 では，英国の人口が集中している地
域と大きな自動車組立工場の立地との関係をナショナル・スケールで投影した
地図で確認した後，その典型としてリージョナル・スケールでバーナストーン
を事例に，労働力の確保の他に，原材料，電力，市場との距離や輸送，用地等
の要因を踏まえて立地が決定されていることを認識させる展開となっている。
このように，単元「工業」では，国内の主要な工業の特色を複数の地理的スケ
ールを用いて捉えさせることを通して，工業が盛んな地域の地理的特色と工業
を視点として概観した場合にみられる国土の地理的特色の二つを認識させる構
成となっている。  
このような単元構成を世界像形成の視点からまとめると「工業を視点とした
英国地誌学習」と位置づけることができる。  
 
３ 社会認識形成としての内容構成  
本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活動を通して獲得する知
識の質については，国内における工業の種類や各工業及び工場の特色に関して
は，「記述」を求める問いや課題が，各工業及び工場の最適地や最適地を変化
させる要因に関しては「説明」を求める問いや課題が設定されている。これら
の知識は，最終小単元において，国内に新しい自動車工場を建設する上で，候
補地として挙げられている場所の中から最も適している場所を「判断（意志決
定）」させる場面で活用を迫る展開となっており，本単元では「英国における
工業の最適地（工業立地）」が学習の中心となっている。一方，学習の結果と
して獲得する鍵概念に関しては，トールボット港やバーナストーン等の自然
的・人文的認識に関する「場所」，それらの場所に種類の異なる工業が立地し
ている理由及び英国における各工業の分布パターンに関する「空間」をはじ
め，単元「農業」と同様，六つの鍵概念の獲得をめざす構成となっている。  
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このような単元構成を社会認識形成の視点からまとめると「空間（工業立
地）を中核とした地理的見方・考え方の育成をめざす『産業学習』」と位置づ
けることができる。  
 
４ 本単元の全体構成  
単元「工業」では，英国の主要な工業を学習対象として取り上げ，学習させ
ることを通して，世界像形成の視点からは「工業を視点とした英国地誌学習」
として，社会認識形成の視点からは「空間（工業立地）を中核とした地理的見
方・考え方の育成をめざす『産業学習』」という二重構造の構成になってい
た。本単元ではこれら二つの視点に基づき内容を構成することで，全体を通し
て英国の工業を事例にして自国の主要な工業の種類と国土の地理的特色，及び
「空間（工業立地）」をはじめとする諸概念の獲得とその活用能力を育成する
学習となっているのである。  
このような内容構成は，わが国の工業学習と比較すれば，①国内の種類の異
なる複数の工業を取り上げ，それら様々な工業の特色を学習することを通して
工業を視点として英国全体（国土）の傾向を認識させようとしている点，②工
業従事者の行為そのものを認識の対象とするのではなく，各工業・工場の立地
を規定している要因を探究させることを通して鍵概念「空間（工業立地）」を
獲得及び活用させようとしている点，③工業・工場の立地要因を自然的要因か
らのみ認識させるのではなく，それらの要因に加え，物理的要因や人的要因
（鍵概念「自然的プロセスと人文的プロセス」）等の視点からも多面的・多角
的に認識させようとしている点に違いを見出すことができる。  
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第３項 第三次産業 単元「観光」の内容構成  
第三次産業は「観光」と「ファッション&スポーツ」の二つの単元で構成さ
れている。ここでは，単元ごとに分析していきたい。まず，単元「観光」の指
導展開を表１－２と同様にまとめたのが表１－４である。  
 
表１－４ 第三次産業  単元「観光」の内容構成  
小単
元名  
主要な  
学習内容  
世界像形成  社会認識形成  
単元構成  
事例（地）  
（位置／地理
的スケール）  
主な学習活動  
【記述○，説明◎，判断●】  
鍵概念  
観
光
と
は
何
か
？ 
○本単元にお
ける主な学
習内容，農
業を学ぶ意
義  
 ○写真 A,B,C を見て，自
然風景を描写しなさい。
また，観光によって，こ
の地域がどのように変化
したのか描写しなさい。  
○上記の四つの場所の内，
あなたが最も訪れてみた
い場所，最も訪れたくな
い場所，静かに過ごした
い場所，活動的に過ごし
たい場所を挙げなさい。
また，それぞれ選んだ理
由も述べなさい。  
場所  
単
元
の
主
な
学
習
内
容
及
び 
意
義
の
把
握 
観
光
を
視
点
と
し
た
世
界
地
誌
学
習 
環
境
の
相
互
作
用
と
持
続
可
能
な
開
発
を
中
核
と
し
た
地
理
的
見
方
・
考
え
方
の
育
成
を
め
ざ
す
「
産
業
学
習
」 
観
光
産
業
と
は
何
か
？ 
○第三次産業
における観
光産業の特
色  
○観光産業が
もたらす恩
恵  
第三次産業
部門に含ま
れる職種  
【典型事
例】  
○下記の事項を第一次産
業，第二次産業，第三次
産業に分類しなさい。そ
れぞれにつき， 2 項目ず
つある。  
○観光産業について事実を
四つ書きなさい。  
○図 B の中で，最もして
みたい仕事はどれか。そ
の理由も述べなさい。  
○今までに，あなたを助け
てくれた観光産業の人の
職務を列挙しなさい。そ
れぞれが，どこでいつ起
きたことかを述べなさ
い。  
スケール，相
互関係，自然
的 プ ロ セ ス
と 人 文 的 プ
ロセス  
成
長
産
業
と
し
て
の
観
光 
観
光
が
も
た
ら
す
影
響
と
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現 
観
光
が
引
き
起
こ
す
問
題
と
は
何
か
？ 
○観光事業が
拡大した理
由  
○観光事業に
よってもた
らされた悪
影響  
○悪影響を防
いだり，軽
減したりす
るための対
策  
観光事業に
よってもた
らされた悪
影響  
【典型事
例】  
◎観光事業が拡大した理由
を三つ挙げなさい。  
◎地域によっては，観光事
業が期待に反する結果を
もたらした。その六つの
理由が 50 頁に挙げられ
ている。表 D を写し
て，それぞれの理由を正
しい場所に記入しなさ
い。  
◎どの四つが，農家の人々
にとって最も問題となっ
ている原因か。それぞれ
にその理由を挙げなさ
い。  
空間，スケ
ール，相互
関係，自然
的プロセス
と人文的プ
ロセス，環
境の相互作
用と持続可
能な開発，
文化の認識
と多様性  
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◎どの四つが，観光客にと
って最も観光地を台無し
にしているか。それぞれ
にその理由を挙げなさ
い。  
●絵 C の中に示されてい
る問題のうち，二つを選
びなさい。そしてその問
題を防ぐためにどうすべ
きか，また少なくともそ
の悪影響を軽減するため
にどうすべきか，それぞ
れ答えなさい。  
国
立
公
園
と
は
何
か
？ 
○国立公園の
目的  
○国立公園管
理局が観光
客の公園利
用促進のた
めに行って
いる対策  
イングラン
ド及びウェ
ールズの国
立公園  
（国内／ロ
ーカル，ナ
ショナル）  
○最初に指定された国立公
園の名称を挙げなさい。  
○あなたが住んでいる場所
に一番近い国立公園はど
こか。また，どれぐらい
離れているか。  
◎高原地帯にある国立公園
の中で，一番多く観光客
が訪れると考えられる公
園はどこか。その理由も
挙げなさい。  
○国立公園とは何か。  
○国立公園管理局が行って
いる観光客の公園利用促
進のための対策を四つ挙
げなさい。  
○下記の特色を矢印で示
し，名称を書き入れなさ
い（山，丘，湖，森，農
地，住宅，公園案内
所）。  
○写真 B は典型的な国立
公園である。この公園に
ついて説明しながら，友
達に手紙を書きなさい。  
場所，空
間，スケー
ル  
国
立
公
園
の
運
営
と
対
立 
対
立
と
は
何
か
？ 
○英国の国立
公園におけ
る土地所有
権  
○国立公園で
生じている
対立  
国立公園
【典型事
例】  
（国内／ロ
ーカル）  
○対立とは何か，説明しな
さい。  
○対立は国立公園において
人々の間に様々な形で引
き起こされる。絵 B に
はこのような人々が数名
描かれている。これらの
絵と 1 から 6 の意見を正
しく組み合わせなさい。  
○国立公園局が所有してい
る土地はどれくらいか。  
◎観光客と対立を起こす可
能性が最も高い土地所有
者は誰か。また，その理
由も挙げなさい  
●この演習は，他の人とと
もに取り組む必要があ
る。以下の項目（モトク
ロス，モーターボートレ
ース，マウンテンバイ
ク，高速道路，レジャー
パーク）が国立公園で許
空間，スケ
ール，相互
関係，自然
的プロセス
と人文的プ
ロセス，環
境の相互作
用と持続可
能な開発，
文化の認識
と多様性  
- 29 - 
可されるべきかどうか話
し合いなさい。また，自
分の回答に対する理由も
書きなさい。  
観
光
客
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？ 
○人気観光地
の観光客数
と観光収入  
○旅行先を選
択する際の
留意点  
世界の観光
地と有名観
光地  
（国外／グ
ローバル ,リ
ージョナ
ル）  
○どの地域がこれまでで一
番，観光されているか。  
◎このように人気がある理
由について思い浮かぶ全
てのものを挙げなさい。  
○休日の行き先としてケニ
ヤの観光地を六つ以上挙
げなさい。  
◎絵 E の人々を見なさ
い。彼らにとって一番適
切だと思う休日を選びな
さい。また，その理由も
挙げなさい。  
◎もし選べるのなら，あな
たは世界のどこに行って
何がしたいか。また，そ
の理由も挙げなさい。  
場所，スケ
ール  
観
光
が
環
境
を
変
化
さ
せ
る
過
程 
マ
ヨ
ル
カ
島
―
休
日
の
楽
園
？ 
○マヨルカ島
の特色  
○観光産業が
マヨルカ島
にもたらし
た影響  
マヨルカ島  
（国外／ロ
ーカル）  
○下記 E の題名に従って
事実表を作りなさい（島
の名前，スペインからの
距離，人口，首都，天
気，大きさ，物理的な特
色，植物，一年間の観光
客数）。マヨルカ島につ
いて何か他に興味をそそ
られることがあればそれ
も加えなさい。  
○マヨルカ島への観光につ
いての良い影響を書き出
しなさい。   
○マヨルカ島の観光によっ
て生じた問題を六つ以上
挙げなさい。  
○マヨルカ島でどうやって
一週間を過ごすかを計画
しなさい。  
○マヨルカ島についての小
さなパンフレットを作り
なさい  
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，環境
の相互作用
と持続可能
な開発，文
化の認識と
多様性  
フ
ロ
リ
ダ 
デ
ィ
ズ
ニ
ー
―
休
日
の
夢
？ 
○ディズニ
ー・レジャ
ー・リゾー
トの特色  
○フロリダ・
ディズニー
リゾートが
オーランド
付近に建設
された理由  
○観光産業が
フロリダに
もたらした
影響  
フロリダ  
（国外／ロ
ーカル）  
○最初のディズニーランド
が開園したのはどこで，
それはいつのことか。  
○その他のディズニーリゾ
ートの場所の名前を三ヶ
所挙げなさい。  
○ウォルト・ディズニーの
アイデアとは何だった
か。  
○地図 A を見なさい。フ
ロリダにある二つの空港
の名前は何か。  
○  空港とディズニーリゾ
ートは，どの高速道路で
結ばれているか。  
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，環境
の相互作用
と持続可能
な開発  
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○フロリダ地域でのそれぞ
れの位置要因の例を図に
記入しなさい。  
○フロリダのディズニーリ
ゾートへ行く際のあなた
の家族旅行の計画を立て
なさい。  
ア
ル
プ
ス
山
脈
―
冬
の
不
思
議
な
国
？ 
○シャモニー
の特色  
○観光産業が
シャモニー
にもたらし
た影響  
○悪影響を防
いだり，軽
減したりす
るための対
策  
シャモニー  
（国外／ロ
ーカル）  
○アルプス山脈はどこの国
にあるか。  
○ロンドンからシャモニー
まではどれくらい離れて
いるか。  
○シャモニーの主な魅力に
ついて，該当するものを
写真 B と C の中から挙
げなさい。  
○シャモニーの観光産業に
関連する仕事を少なくと
も八つ挙げなさい。  
○表 E をコピーし，観光
によってもたらされる良
い影響と良くない影響を
選びなさい。  
●問題点の中から一つを選
び，それを改善するため
に何ができるのかを提案
しなさい。  
○シャモニーをスキーリゾ
ート地として広告する観
光パンフレットの 1 頁を
デザインしなさい。  
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，環境
の相互作用
と持続可能
な開発，文
化の認識と
多様性  
観
光
に
関
す
る
調
査 
○ある旅行会
社が湖水地
方の国立公
園の観光事
業開発に興
味を示した
という想定
を踏まえ
て，予測さ
れる渓谷の
変容，観光
によっても
たらされる
影響，持続
可能な観光
を実現する
ための方策
を提案す
る。  
湖水地方の
国立公園  
（国内／ロ
ーカル）  
○湖水地方国立公園の立地
場所を示し，現在のこの
渓谷の主な特色を説明し
なさい。その際，下の写
真と反対側の頁の絵の情
報も使いなさい。  
◎この渓谷が観光開発に適
した場所であると思われ
る理由を説明しなさい。  
◎自分の提案について良く
考えて，調査質問に答え
なさい。質問は，「どの
ように…」で始まってい
る。このため，自分の考
えを記入するとともに，
その説明をする必要があ
る。最初に，その渓谷が
観光開発された場合に，
その渓谷がどのように変
化するかについて，概略
を書きなさい。  
○次に，その開発につい
て，長所と短所のリスト
を書きなさい。その際，
地域住民，旅行者，およ
び環境について考慮をす
る必要がある。  
●その渓谷を現状のまま放
置するべきか，それとも
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，環境
の相互作用
と持続可能
な開発，文
化の認識と
多様性  
獲
得
し
た
知
識
（
概
念
）
の
活
用 
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（28 をもとに筆者作成）  
 
１ 単元構成  
本単元は，「単元の主な学習内容及び意義の把握」，「成長産業としての観
光」，「国立公園の運営と対立」，「観光が環境を変化させる過程」，「獲得した知
識（概念）の活用」といった五つの段階で構成されている。  
第一段階（小単元 1）で子供は，本単元の主な学習内容（「観光産業」，「観
光が引き起こす問題」，「国立公園の運営と対立」，「様々な種類の休暇」，「観光
が環境を変化させる過程」）と観光を学習する重要性（観光を学習すると役立
つこと：「休日にどこへ行くかを選択する時」，「もっと楽しい休日を過ごした
い時」，「観光に関わる仕事について知りたい時」，「観光を取り巻く環境を管理
する必要性について認識を深める時」）について把握させることが企図されて
いる。  
第二段階（小単元 2～3）では，まず第三次産業は，人々にサービスを提供
する部門であり，観光産業で働く人々はこの部門に含まれることや，観光は今
日，世界で最も成長が早い産業の一つであり，この産業によって，富がもたら
され雇用が生まれ，現地の人々には進歩した施設が提供されること等を確認す
る。しかし一方で，地域によっては観光事業が人々の間に問題を巻き起こした
り，環境破壊を起こしたりすることがあるため，観光地の環境について計画・
管理する場合には，それらの点に注意する必要があることも学習する構成とな
っている。  
第三段階（小単元 4～5）では，まず国立公園を事例に，国立公園の目的と
その目的を達成するために国立公園管理局が観光客のために行っている取り組
みについて確認する。一方，異なる人々の要求によって魅力的な地方で対立が
引き起こされることもあり，国立公園局の注意深い管理はその問題の軽減の手
助けとなるよう運営していることについても学習する構成となっている。  
第四段階（小単元 6～9）では，まず海外旅行が以前よりお手ごろで簡単に
世界中どこでも行けるようになったが，行き先は慎重に決める必要があること
提案どおりに開発するべ
きなのかについて，最後
に決定することも可能で
ある。開発することを選
んだ場合には，開発によ
る良い影響を伸ばし，悪
い影響を低減させるため
に，どのように計画し，
運用すれば良いだろう
か。  
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を確認した上で，世界的に有名な観光地についてそれぞれの場所の特色や観光
によってもたらされる影響，立地要因，持続可能な観光を実現するために留意
すべきこと等を学習する構成となっている。  
第五段階（小単元 10）では，ある旅行会社が英国北部地域にある湖水地方
の国立公園内（盆地）に観光事業の開発に興味を示したという想定を踏まえ，
この開発を計画すること，また開発によって現地がどのように変化し，どのよ
うな影響がもたらされるのかを予測し，提案することが課題として提示される
（MQ：観光事業の開発は，素晴らしい景観の名所をもつ地域にどのような影
響を与えるのか？）。子供はこの課題を解決するために，これまで獲得した知
識や概念を用いて探究することとなる。具体的には，パートナーや少人数のグ
ループで協力して，計画地の特色を調査したり，お互いの意見を交流して構想
した開発計画の利点と欠点を議論したりする。その上で，観光開発に対する地
元住民，公園保護局の職員，観光者らの主張の違いを分析的に検討することを
通して，立場の異なる人々が納得する（持続可能な観光を実現）計画を提案す
る。これらの活動を通して子供は，主として「環境の相互作用と持続可能な開
発」，「文化の認識と多様性」等の鍵概念を活用して合理的に判断することを迫
る構成となっている。  
 
２ 世界像形成としての内容構成  
本単元を世界像形成の視点から整理すると，世界各国の有名な観光地の特色
を自然環境，物理的環境，立地，距離，人口，観光客数等の視点から分析的に
検討したり，その結果として明らかになる各観光地の相違点を比較したりする
学習を通して，観光を視点（手段）として①世界の有名観光地の位置，②世界
の有名観光地の地理的特色，③観光を視点として概観した場合にみられる世界
の地理的特色について認識させる構成となっている。具体的には，世界の観光
地ベスト 10 や，地域ごとの外国人観光客数等，グローバル・スケールで世界
の人気観光地を捉えさせた後，種類の異なるいくつかの観光地をローカルまた
はリージョナル・スケールで具体的に学習することを通して，世界各地の観光
地の現状を複数の地理的スケールを用いて認識させる構成となっている。この
ように，単元「観光」では，世界の有名観光地の特色を複数の地理的スケール
を用いて捉えさせることを通して，観光が盛んな地域（観光地）観光を視点と
して概観した場合にみられる世界の地理的特色の二つを認識させる構成となっ
ている。  
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このような単元構成を世界像形成の視点からまとめると「観光を視点とした
世界地誌学習」と位置づけることができる。  
 
３ 社会認識形成としての内容構成  
本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活動を通して獲得する知
識の質については，世界の有名観光地の種類と特色に関しては「記述」を求め
る問いや課題が，観光事業が拡大した理由や観光がもたらす影響及び変化の要
因に関しては「説明」を求める問いや課題が設定されている。これらの知識
は，最終小単元において，英国北部地域にある湖水地方国立公園内（盆地）に
観光事業を展開した場合に想定される影響と予測される変化及び持続可能な観
光を実現するための方策について「判断（意志決定）」させる場面で活用を迫
る展開となっており，本単元では「観光がもたらす影響と持続可能な観光の実
現」が学習の中心となっている。一方，学習の結果として獲得する鍵概念に関
しては，英国の国立公園やマヨルカ島，フロリダ等の自然的・人文的認識に関
する「場所」，それらの場所にたくさんの観光客が訪れる理由やその結果とし
てもたらされる正負の影響及び持続可能な観光を実現するための取り組み等
「環境の相互作用と持続可能な開発」をはじめ，七つ全ての鍵概念の獲得をめ
ざす構成となっている。  
このような単元構成を社会認識形成の視点からまとめると，「環境の相互作
用と持続可能な開発を中核とした地理的見方・考え方の育成をめざす『産業学
習』」と位置づけることができる。  
 
４ 本単元の全体構成  
単元「観光」では，英国及び世界の様々な観光地を学習対象として取り上
げ，学習させることを通して，世界像形成の視点からは「観光を視点とした世
界地誌学習」として，社会認識形成の視点からは「環境の相互作用と持続可能
な開発を中核とした地理的見方・考え方の育成をめざす『産業学習』」という
二重構造の構成になっていた。本単元ではこれら二つの視点に基づき内容を構
成することで，全体を通して世界の有名観光地を事例にしてそれらの場所の地
理的特色と観光がもたらす影響，及び「環境の相互作用と持続可能な開発」を
はじめとする諸概念の獲得とその活用能力を育成する学習となっているのであ
る。  
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第４項 第三次産業 単元「ファッション&スポーツ」の内容構成  
単元「ファッショッン&スポーツ」の指導展開を表１－２と同様にまとめた
のが表１－５である。  
 
表１－５ 第三次産業  単元「ファッション＆スポーツ」の内容構成  
小単
元名  
主要な  
学習内容  
世界像形成  社会認識形成  
単元構成  
事例（地）  
（位置／地理
的スケール）  
主な学習活動  
【記述○，説明◎，判断●】  
鍵概念  
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ス
ポ
ー
ツ
は
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
？ 
○本単元にお
ける主な学
習内容，フ
ァッション
やスポーツ
を学ぶ意義  
 ◎写真 A と C に写ってい
るものは，ファッション
アイテムかスポーツアイ
テムかそれとも両方に当
てはまるのか。誰がこれ
らの商品を購入しそう
か。考えた理由も述べな
さい。  
◎写真 B で何が起こって
いるのか説明しなさい。  
◎どうして，写真 D の競
技場が近代的であると言
えるのか。  
場所  
単
元
の
主
な
学
習
内
容
及
び
意
義
の
把
握 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ッ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
を
視
点
と
し
た
世
界
地
誌
学
習 
文
化
の
認
識
と
多
様
性
を
中
核
と
し
た
地
理
的
見
方
・
考
え
方
の
育
成
を
め
ざ
す
「
産
業
学
習
」 
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
？ 
○グローバリ
ゼーション
の意味と影
響  
○多国籍企業
の意味と特
色  
○多国籍企業
が発展途上
国に工場を
保有する理  
由  
多国籍企業
10 社の売上
げ， 10 ヵ国
の生産高  
【典型事
例】  
○グローバリゼーションと
はどういう意味か。  
◎グローバリゼーションが
あなたに与える影響と
は，どのようなものか。
三つ挙げなさい。  
○図 F にある各アイテム
（飛行機， PC，テレ
ビ，携帯電話，大型貨物
船，宇宙衛星）は，グロ
ーバリゼーションの進展
を援助するものである。
それぞれの絵と合う文を
下のリスト（荷物や人を
短時間で運ぶ，人々との
連絡を容易にする，世界
の出来事を伝えてくれ
る，低価格で貨物を運搬
できる，世界の情報を提
供する，世界的通信網を
改善する，リンクを張り
情報を伝達する）から選
択しなさい。  
○洋服に付いているブラン
ド名が入ったラベルを見
なさい。それを製造した
国の名前を挙げなさい。  
○図 C 以外で世界中にテ
レビ放映されている主な
スポーツイベントを最低
四つ以上挙げなさい。  
○多国籍企業とは何か。  
空間，スケー
ル，相互関係  
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
が
も
た
ら
す
影
響 
グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
が
も
た
ら
す
影
響
と
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現 
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◎多国籍企業が発展途上国
に工場を保有する理由を
二つ挙げなさい。  
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
？ 
○ファッショ
ン産業が成
長した理由  
○多国籍企業
NIKE の特
色（販売戦
略）  
本社（オレ
ゴン州），
生産地（東
南アジ
ア），世界
の NIKE 
（国外／ロ
ーカル ,リー
ジョナル ,グ
ローバル）  
◎ファッション産業におけ
る変化を二つ挙げなさ
い。その変化の理由も示
しなさい。  
○図 C を拡大して写し，
五つの立地要因を入れて
完成させなさい。  
○図 D を拡大して写し，
下記を正しい場所に入れ
て完成させなさい（主と
して経済的に豊かな国，
世界規模で展開，発展途
上国，安い賃金，デザイ
ンとマーケティング，発
展した国（先進国））。  
○地図 B と裏表紙の世界
地図を使って，下記の問
いに答えなさい。NIKE
が店舗を持っている国を
六つ挙げなさい。  
○NIKE 商品を生産する国
を六つ挙げなさい。  
○発展途上国の中で NIKE
が支社と商品を生産して
いる国を四つ挙げなさ
い。  
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，文化
の認識と多
様性  
多
国
籍
企
業
は
貧
困
国
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
？ 
○労働搾取工
業で働く労
働者の実態  
○多国籍企業
が発展途上
国に与える
影響  
インドネシ
ア  ジャカ
ルタの生産
工場  
（国外／ロ
ーカル）  
○労働搾取工場とは何か。  
○労働搾取工場で働いてい
る労働者は搾取されてい
ると言われている。この
“搾取”とはどのような
意味か。  
○メルパチさんの生活がど
のようなものであるか，
「生活環境」，「労働時間
と賃金」，「労働環境」の
言葉を使って簡単に説明
しなさい。  
○彼女の生活の中で，一番
酷いと思ったのはどの点
か。  
◎どうして，NIKE やその
他の企業は労働搾取工場
の状況に対して対策を取
り始めたのと思うか。理
由を二つ以上挙げなさ
い。  
◎E の吹き出しに，発展途
上国における多国籍企業
に対する二つの異なる意
見（理由）を書き入れな
さい。  
場所，空
間，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，文化
の認識と多
様性  
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服
飾
産
業
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？ 
○英国におけ
る服飾産業
の変化  
○グローバル
化による服
飾産業の影
響  
○英国の服飾
産業を守る
ために行っ
た EU と中
国の合意  
英国最大手
の衣料品販
売店，英国  
の繊維メー
カー，中国
の労働者  
（国内・国
外／ローカ
ル）  
◎なぜ，M&S は海外での
買い付けをきめたのか。  
○この動きの利点を三つ挙
げなさい。  
◎なぜ，このニュースは服
飾産業に衝撃を与えたの
か。        
◎図 D にあるプラカード
を見なさい。下記のうち
（衣類を購入する顧客，
M&S の経営陣，デュー
ハーストで働く労働者，
中国の労働搾取工場で働
く労働者  ），どの人が
このような反対派の意見
を支持すると思うか。そ
の理由も挙げなさい。  
○輸出及び輸入における傾
向（ 1990 年， 2000 年，
2005 年 2010 年）を説
明しなさい。  
◎輸出及び輸入において，
最も大きく変化が起こっ
たのはいつか。それぞれ
の変化の理由も説明しな
さい。  
場所，空
間，スケー
ル，相互関  
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，文化
の認識と多
様性  
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
の
く
ら
い
世
界
規
模
か
？ 
○オリンピッ
クの歴史  
○オリンピッ
クの規模拡
大とグロー
バリゼーシ
ョン  
○サッカーに
おけるグロ
ーバリゼー
ションの影
響  
オリンピッ
クの歴史と
開催地  
（国外／グ
ローバル）  
○ 1948 年から 2012 年ま
でのオリンピック開催地
を並べ，それぞれに国名
と大陸名を加えなさい。
裏表紙の世界地図を参照
しなさい。   
◎オリンピックはしばしば
世界最大の国際行事と呼
ばれている。その理由を
図 D に空欄に書き入れ
なさい。  
○ヨーロッパ以外でそれぞ
れの大陸から二つの国を
選び，表を完成させなさ
い。  
◎シーズン前の遠征で代表
選手団は，米国や極東に
行くことが多い。その理
由を三つ以上挙げなさ
い。  
○もし，あなたが選手にな
ったばかりの若いサッカ
ー選手であったなら，自
分の所属クラブに外国人
選手がいることでどのよ
うなメリット・デメリッ
トがあるだろうか。  
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，環境
の相互作用
と持続可能
な開発  
ス
ポ
ー
ツ
産
業
が
も
た
ら
す
影
響 
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
の
最
適
地
は
ど
こ
か
？ 
○新ウェンブ
リー・スタ
ジアムの建
設計画  
○スタジアム
の最適地と
その要因  
バーミンガ
ム，ウェン
ブリー  
（国内／ロ
ーカル）  
○図 E の各立地要因（高
速道路のアクセス，旧ウ
ェンブリー・スタジアム
の用地，近隣に多数の人
口，近隣にバーミンガ
ム，道路と鉄道が国内の
他の場所に接続，地下鉄
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，環境
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によるアクセス，快適な
環境，道路の接続は改善
済み，鉄道によるアクセ
ス，土地が利用できる）
を地図 C と D の数字に
当てはめなさい。   
○図 F を大きく写して，
新ウェンブリー・スタジ
アムの用地の長所と短所
がわかるように書きなさ
い。  
○バーミンガムのような都
市の郊外にスタジアムを
置いた場合の長所と短所
は何か。  
の相互作用
と持続可能
な開発，文
化の認識と
多様性  
ス
タ
ジ
ア
ム
―
良
い
ニ
ュ
ー
ス
，
悪
い
ニ
ュ
ー
ス 
○スポーツ産
業が市民に
与える影響  
○スポーツス
タジアムの
建設が与え
る影響  
ロンドン  
（国内／ロ
ーカル）  
○図 D は，サッカーによ
って創り出される仕事の
いくつかを示している。
表 E を書き写し，それ
ぞれの仕事を正しい列に
分類しなさい（クラブチ
ームに関わる仕事，クラ
ブチームに関わらない仕
事）。  
◎選手になる以外に，あな
たはどの仕事をやってみ
たいか。その理由も挙げ
なさい。  
◎図 F に示されている
人々は，近所に大きなス
ポーツスタジアムが建つ
ことに，誰が賛成し，誰
が反対していると思う
か。その理由も挙げなさ
い。  
◎なぜ，写真 B に移って
いる人々はこんなに喜ん
でいるのかを考えなさ
い。  
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，環境
の相互作用
と持続可能
な開発，文
化の認識と
多様性  
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
調
査 
○ロンドンオ
リンピック
のほとんど
の競技施設
がイースト
エンドに建
設されると
いう想定を
踏まえて，
現時点にお
けるこの地
域の問題点
及び，施設
建設によっ
てこの地域
にもたらさ
れる正負の
影響を提案
する。  
イーストエ
ンド  
（国内／ロ
ーカル）  
○裏表紙の情報を見て，オ
リンピック会場の簡単な
地図を書きなさい。そし
て， 2006 年時点での特
色的な場所と， 2012 年
に向けて開発が予定され
ている場所に印を付け，
名前を書きなさい。  
◎ 2006 年時点のこの地域
の問題を説明しなさい。  
●図 C を見て，オリンピ
ックがこの地域の再生に
どのような手助けができ
るかを示す星形の図表を
書きなさい。  
○図 B を見て，図 A で示
されているコメントをダ
イヤモンドパターンの中
に並べなさい。  
◎それでは，自分の作業結
果をよく見て，調査のた
場所，空
間，スケー
ル，相互関
係，自然的
プロセスと
人文的プロ
セス，環境
の相互作用
と持続可能
な開発，文
化の認識と
多様性  
獲
得
し
た
知
識
（
概
念
）
の
活
用 
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（29 をもとに筆者作成）  
 
１ 単元構成  
本単元は，「単元の主な学習内容及び意義の把握」，「ファッション産業がも
たらす影響」，「スポーツ産業がもたらす影響」，「獲得した知識（概念）の活
用」といった四つの段階で構成されている。  
第一段階（小単元 1）で子供は，本単元の主な学習内容（「グローバリゼー
ションと多国籍企業」，「世界的産業としてのファッションとスポーツ」，「発達
段階が異なる国々の結び付き」，「スポーツ競技場にとっての最適地」，「新たな
競技場が及ぼす影響」）とファッションやスポーツを学習する重要性（ファッ
ションやスポーツは私たちに何らかの形で影響を及ぼしており，地理でこのこ
とを学習することによって世界中の人々と関わりがあることを認識することが
できる。また，それらの多くが異なる方向で人々にどのような影響を与えてい
るのか―あるものを購入するとどのような影響がでるのか，また一国の出来事
が他国の人々にどのような影響を与えるのか―を認識する）について把握させ
ることが企図されている。  
第二段階（小単元 2～5）では，まずグローバリゼーションの意味や影響，
グローバリゼーションの利点を生かす多国籍企業の特色について確認した後，
その典型として世界的に有名なスポーツ企業である NIKE を事例に販売戦略
や発展途上国に与える正負の影響について学習する構成となっている。さら
に，グローバル・スケールで展開する多国籍企業の販売戦略が他国のみならず
英国の服飾産業にも多大な損害を与えている事実や，このような問題を解決す
るために英国政府が EU や中国などの他国と協議する事態に発展したことにつ
いてもニュース報道の記事やグラフ等の資料の分析を通して学習する構成とな
っている。  
第三段階（小単元 6～8）では，まず 2012 年にロンドンオリンピックが開
催される事実を踏まえ，現在，移動手段や通信手段の向上によりスポーツもグ
ローバル化していることを学習する構成となっている。次にロンドンオリンピ
めの問い（再生を行う理
由，オリンピックの利
益，主な課題，  予想さ
れる結果）について答え
なさい。解答にはこれら
のタイトルを付けなさ
い。この問いには， 82
頁と 83 頁が参考になる
だろう。  
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ックの開催地の一つである新ウェンブリー・スタジアムの立地について交通，
用地，アクセス，広さ，環境，その他の視点から分析的に検討することを通し
て最適地を検討したり，新しいスタジアムが建設された際に，地元住民や周辺
住民，サッカーファン等にもたらされる影響について予測したりする構成とな
っている。  
第四段階（小単元 9）では，ロンドンオリンピックのほとんどの競技施設が
ロンドンの中でも最も貧しく，再生が真に求められているストランドフォード
に近いイーストエンドに建設されるという状況を踏まえ，ロンドンオリンピッ
クの主な目的の一つであるこの地域の再生の支援と住民の生活の質を向上させ
るためにできることを提案することが課題として提示される（MQ：オリンピ
ックがロンドンにもたらす利益とは何か？）。子供はこの課題を解決するため
に，これまで獲得した知識や概念を用いて探究することとなる。具体的には，
オリンピック会場として予定されている場所の 2006 年時点の特徴や問題点を
地図に書き込んだり，オリンピックを開催することによってこの地域にもたら
される利益や損失等，予想される結果について参考資料をもとに検討したりす
ることを通して，この地域の再生のため（持続可能な社会を実現）にどのよう
な手助けができるかについて報告書を作成する。これらの活動を通して子供
は，主として「環境の相互作用と持続可能な開発」，「文化の認識と多様性」等
の鍵概念を活用して合理的に判断することを迫る構成となっている。  
 
２ 世界像形成としての内容構成  
本単元を世界像形成の視点から整理すると，ファッション産業では，多国籍
企業の典型として NIKE の販売戦略の特色や多国企業の販売戦略によっても
たらされる影響を場所，労働力，コスト等の視点から分析的に検討したり，ス
ポーツ産業では，主としてオリンピックが世界的に拡大した理由や 2012 年の
ロンドンオリンピック開催や新スタジアム建設によってもたらされる影響を予
測したりする学習を通して，ファッションやスポーツを視点（手段）として
て，①経済先進国と発展途上国の現状や課題，②①の地域間における社会的・
経済的なつながり（関係性），③ファッションやスポーツを視点として概観し
た場合にみられる世界の様々な地域の地理的特色を認識させる構成となってい
る。具体的には，普段よく目にしているブランドの服や靴が地球の裏側で作ら
れていること，またグローバリゼーションの利点を生かし多国籍企業が本社と
生産と販売と広告活動をそれぞれ異なる場所（国）で世界規模に展開している
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こと，さらにこのような多国籍企業の販売戦略が発展途上国や国内の政治・経
済をはじめとする様々な分野・領域に影響を与えていること等を認識させる構
成になっている。  
このような単元構成を世界像形成の視点からまとめると「ファッションやス
ポーツを視点とした世界地誌学習」と位置づけることができる。  
 
３ 社会認識形成としての内容構成  
本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活動を通して獲得する知
識の質については，グローバル・スケールで展開するファッション産業やスポ
ーツ産業の特色に関しては「記述」を求める問いや課題が，ファッション産業
がグローバルに展開することによってもたらされる影響やスポーツスタジアム
の建設やオリンピック開催によってもたらされる影響に関しては「説明」を求
める問いや課題が設定されている。これらの知識は，最終小単元においてロン
ドンオリンピック開催をきっかけに貧しい地域の再生支援と住民の生活の質を
向上させるためにできる方策について「判断（意志決定）」させる場面で活用
を迫る展開となっており，本単元では「グローバル・スケールで展開する産業
がもたらす影響と持続可能な社会の実現」が学習の中心となっている。一方，
学習の結果として獲得する鍵概念に関しては，多国籍企業の一連の諸活動がい
かに国内の産業や発展途上国に影響を与えるのかといった「自然的プロセスや
人文的プロセス」，個人からローカル，リージョナル，ナショナル，グローバ
ル等様々な地理的スケールの重層的・階層的な関係性（「スケール」），グロー
バル・スケールで展開する産業の価値観や行為（態度）がいかに社会問題や環
境問題，経済的・政治的諸問題に発展し，様々な影響を及ぼすことやそれらの
問題を解決するために持続可能な社会の実現をめざし合理的に判断することの
重要性等，単元「観光」と同様，七つ全ての鍵概念の獲得をめざす構成となっ
ている。  
このような単元構成を社会認識形成の視点からまとめると「文化の認識と多
様性を中核とした地理的見方・考え方の育成をめざす『産業学習』」と位置づ
けることができる。  
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４ 本単元の全体構成  
単元「ファッショッン＆スポーツ」では，グローバリゼーションの利点を生
かしているグローバル・スケールで展開する産業を学習対象として取り上げ，
学習させることを通して，世界像形成の視点からは「ファッションやスポーツ
を視点とした世界地誌学習」として，社会認識形成の視点からは「文化の認識
と多様性を中核とした地理的見方・考え方の育成をめざす『産業学習』」とい
う二重構造の構成になっていた。本単元ではこれら二つの視点に基づき内容を
構成することで，全体を通してグローバル・スケールで展開するファッション
産業やスポーツ産業を事例にして多国籍企業と発達段階の異なる国々との結び
付きやグローバリゼーションがもたらす影響，及び「文化の認識と多様性」を
はじめとする諸概念の獲得とその活用能力を育成する学習となっているのであ
る。また，本単元は「産業学習」の最終単元としてこれまでの学習で獲得して
きた知識や概念を総動員して持続可能な社会を実現するための方策を提案する
単元としても位置づけられている。  
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第４節 イングランド中等地理テキストブック”NEW KEY 
GEOGRAPHY”シリーズにおける「産業学習」カリキュラム編成
論の特質と意義 
 
イングランド中等地理テキストブック ”NEW KEY GEOGRAPHY”シリーズ
に手がかりに「産業学習」の内容構成について検討してきた。それらの特質を
整理すると，表１－６のようにまとめることができる。  
 
表１－６ イングランド中等地理テキストブック”NEW KEY GEOGRAPHY”シリ
ーズにおける「産業学習」カリキュラム編成  
 第一次産業  第二次産業  第三次産業  
世界像  
形成  
事例地選定  国内の特色的な地域  
国内外の特色的な地域  
発達段階の異なる地域  
内容構成  
ナショナル・スケール  
を基盤とする英国地誌学習  
グローバル・スケール  
を基盤とする世界地誌学習  
多核的同心円拡大法  
社会認識
形成  
教育内容  
配列  
（中核的な  
鍵概念）  
場所・空間（立地）  
環境の相互作用と  
     持続可能な開発  
文化の認識と多様性  
自然的プロセスと人文的プロセス  
内容構成  
地理学特有の概念の獲得によ
る地理的見方・考え方の  
育成をめざす「産業学習」  
地理学特有の概念の獲得を踏
まえ ESD 的見方・考え方の
育成をめざす「産業学習」  
（筆者作成）  
 
(1) 世界像形成としての事例選定：第一次・第二次産業の学習では国内の特色
的な地域が，第三次産業の学習では国内外の特色的な地域（例えば，経済
先進国や発達段階の異なる地域）が事例地として選定され，これらの事例
地の学習を通して段階的に子供の地理的空間を拡大するよう構成されてい
る。  
(2) 世界像形成としての内容構成：子供の地理的空間を段階的に拡大させるた
めに，第一次・第二次産業の学習ではナショナル・スケールを基盤とする
英国地誌学習が，第三次産業の学習ではグローバル・スケールを基盤とす
る世界地誌学習が展開されている。これらの学習では，いずれも多核的同
心円拡大法の論理に基づきローカルまたはリージョナル・スケールの事例
地が複数箇所選定されており，これらの事例地を学習することを通して，
（自国の）国土や世界の諸地域の地理的特色に関する認識と国土像や世界
像が体系的に形成されるように企図されている。  
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(3) 社会認識形成としての教育内容配列：第一次・第二次産業の学習では，農
業や工業等，国内の主要な産業の特色や立地要因について検討されること
を通して「場所」や「空間（立地）」を中核とした鍵概念の獲得及びその
活用能力の育成が，第三次産業の学習では，観光やファッション・スポー
ツ等，グローバルに展開する産業の特色やそれらの諸活動によってもたら
される影響についての認識を踏まえ，持続可能な社会の実現という視点か
ら未来社会のあり方を検討させることを通して「環境の相互作用と持続可
能な開発」や「文化の認識と多様性」を中核とした鍵概念の獲得及びその
活用能力の育成がめざされている。また，全単元を通じて自然と人文の両
面から産業のあらゆる側面を検討する構成となっており，「自然的プロセ
スと人文的プロセス」の鍵概念の獲得が通底している。  
(4) 社会認識形成としての内容構成：上記のような鍵概念の獲得及び活用を通
して，第一次・第二次産業の学習では地理学特有の鍵概念の獲得による地
理的見方・考え方の育成をめざす「産業学習」として，第三次産業の学習
では地理学特有の鍵概念の獲得を踏まえ ESD 的見方・考え方の育成をめ
ざす「産業学習」として組織されている。このような見方・考え方の育成
に係わる順次性は，地理学の成果を基盤として地理的意志決定能力の育成
に寄与するとともに，現在，持続可能な社会の形成者として求められてい
る資質や能力の育成にも符合するものである。  
 
以上の考察から，本シリーズにおける「産業学習」は，地理学の研究成果を
中心とする鍵概念の獲得・活用を通して，子供に科学的な社会認識と世界像を
系統的かつ体系的に保証する「産業学習」である。その意味で社会認識形成と
世界像形成の両面を統合させた「産業学習」カリキュラムと判断することがで
きる。とりわけ，わが国の産業学習の課題を乗り越える視点として以下の四点
が示唆された。  
第一に，取り上げる題材やテーマに関しては，農業・工業・観光・ファッシ
ョン＆スポーツというように第三次産業に関するテーマを中心に学習する構成
となっている点である。このような構成は，農業・水産業・工業・情報産業と
いうように，第一次・第二次産業に関する題材を中心に学習するわが国のそれ
とは構成を異にするものである。その意味で，今日の産業構造及び就業者構造
の実態や現代社会の姿を踏まえた構成であり，岡﨑や佐長らの批判に応えるも
のであろう。さらに，学習指導要領の改定に伴い中央教育審議会ワーキンググ
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ループにおいて示されている内容（ (3) 現代的な諸課題を踏まえた教育内容の
見直し）とも符合するものである (30)。  
第二に，認識形成の手段として複数の地理的スケールを用いて社会を認識さ
せる構成となっている点である。例えば，第三次産業「ファッション＆スポー
ツ」では，経済先進国として自国（英国）が，発展途上国としてインドネシア
が取り上げられているが，これら経済状況の異なる二つの国を対象に本単元で
は，同一規模の地理的スケールを用いてそれぞれの社会の実情を捉えさせた
り，他方，空間規模の異なる地理的スケールを用いて，スケール間の影響や相
互関係（例えば，ローカル対リージョナル，ローカル対ナショナル）を認識さ
せたりする学習が企図されている。このように空間規模の異なる様々なスケー
ルを組み合わせ，マルチ・スケールで社会を分析させる学習を行わせることに
より，結果として社会空間の重層性や階層性に関する認識形成を保証する内容
構成となっている。  
第三に，獲得する知識の特質に関して，各単元では，学習活動 (Activity)に
設定されている学習課題に取り組むことによって，産業を手段に現代社会の特
質やしくみ，さらに社会問題について構造的な知識の獲得がめざされている点
である。具体的に，社会事象間の因果関係を求める問い（Why 型の問い）を
探究することを通して，自然的要因のみならず政治・経済・文化的要因等，
様々な要因を絡めて認識する構成となっている。例えば，「なぜ，いくつかの
農民達は自らの農場で観光活動を開発しているのか」という問いによって導出
される知識を見てみると，政治や経済，地理等，複数の視点から社会事象を考
察する構成となっており，その結果，複合的・構造的な知識を獲得することが
めざされている。このように一つの社会事象の因果関係を複数の要因を関連さ
せて認識させることは，社会を一面的に捉えさせることに比べ，今日の複雑な
社会の特質や本質をより正確にかつ適切に捉えさせるものであると判断でき
る。  
第四に，「産業学習」の目標（育てたい資質・能力）に関して，いずれの単
元においても最終的には獲得した知識・概念を活用して学習課題を解決する場
面が設定されており，「産業学習」を通じて合理的意志決定能力の育成がめざ
されている点である。このような特質は，先行研究で高く評価されてきた社会
科学科としての産業学習が認識形成に重点を置いているのに対して，イングラ
ンドのそれは資質育成 (31)に重点を置いている点に違いを見いだすことができ
る。その意味で，わが国の産業学習研究に新たな方向性として示唆を与えるも
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のである。とりわけ，第三次産業に関する学習において特徴的にみられた持続
可能な社会の実現という視点で意志決定を迫る内容構成は，産業学習に限らず
これからの社会科授業で求められる視点でもある (32 )。  
このようにイングランド地理教育における「産業学習」は，地理科で展開さ
れているにも関わらず，産業を窓に社会を多面的・多角的に考察する学習過程
を通して，わが国の社会科教育の目標（「社会認識形成を通して市民的資質を
育成する」）達成に寄与する構成となっている。このような内容構成は，産業
学習を地理教育の一領域と捉える井川や日本地理教育学会小・中・高一貫カリ
キュラム研究グループが提起する地理教育としての産業学習カリキュラム案と
の共通点も多く，具体的かつ代替案としても位置づけることもできる。  
 岩田は，「現代社会においてはどのような産業も国際社会の中に位置づけて
考えなければ正しい認識ができない」と述べた上で，「国際化」や「情報化」
に対応した産業学習の重要性を指摘している (33)。このような指摘に対して，
本シリーズの特に第三次産業に関する学習は，岩田の要求に応えるものであ
り，「『精神の鎖国』を強いる構成になっている」 (34 )と揶揄されたわが国の同
心円拡大法に基づく産業学習の課題を乗り越えるものであろう。今後，ますま
す社会のグローバル化が進展することが予測される中において，社会の変化に
対応した産業学習カリキュラムが求められる。イングランド地理教育における
「産業学習」は，今日の産業構造の実態を踏まえた学習事例を選定し，それら
を探究させることを通して，子供に科学的な社会認識と世界像を系統的かつ体
系的に保証するとともに，社会科教育の目標達成に寄与する内容構成であっ
た。これらの内容は，わが国の産業学習カリキュラム研究に一石を投じるとと
もに，学習指導要領の論理に基づく従前のカリキュラム編成論の課題を乗り越
えるものとして現実的な改革の方向性を示唆する改善案としても捉えることが
できよう。  
 
 
【註】  
(1) 岡﨑誠司「新産業分類に基づく『ネットワーク部門』の内容編成―小学校
産業学習の授業改善―」全国社会科教育学会『社会科研究』第 50 号 , 1999
年 , pp.191-200. 
(2) 佐長健司「『産業学習』の新しい風を掴む重要用語ベスト 4」『教育科学社
会科教育』第 477 号 , 明治図書 , 1999 年 , pp.40-43. 
- 46 - 
(3) 経済企画庁総合計画局編『21 世紀への基本戦略』東洋経済新報社 , 1987
年 , p.49. 
(4) 井川一実「社会に有用な産業学習」『月刊  地理』古今書院 , 第 50 号第 4
巻 , 2005 年 , pp.104-109. 
(5) 日本地理教育学会小・中・高一貫カリキュラム研究グループ（代表：西木
敏夫）「地理教育における小・中・高一貫カリキュラムの開発【後編】」『月
刊  地理』古今書院 ,第 51 巻第 4 号 ,  2006 年 , pp.68-77. 
(6) 高野尚好「主要国における産業学習」社会科教育研究センター編『探究的
産業学習の指導』中教出版 , 1976 年 , pp.264-327. 
(7) 中村哲「アメリカ小学校社会科における産業学習」岩田一彦編著『小学校
産業学習の理論と授業』東京書籍 ,  1991 年 , pp.45-56. 
(8) 岩田一彦『社会科固有の授業理論・30 の提言―総合的学習との関連を明
確にする視点―』明治図書 , 2001 年 , pp.40-51. 
(9) 草原和博「産業学習」日本社会科教育学会編『新編  社会科教育事典』ぎ
ょうせい , 2012 年 , pp.108-109. 
(10) 例えば，中井修・岩田一彦「イギリス『全国カリキュラム・地理
(Geography in the National Curriculum)』の解題と全訳」全国社会科教育
学会『社会科教育論叢』第 43 集 , 1996 年 , pp.41-89. 志村喬『現代イギリ
ス地理教育の展開―「ナショナル・カリキュラム地理」改訂を起点とした考
察―』風間書房 , 2010 年 .等が挙げられる。  
(11) 前掲 (8), pp.40-42. 
(12) 戸田善治「連合王国（イギリス）社会科の動向」日本社会科教育学会編
『新版  社会科教育事典』ぎょうせい , 2012 年 , pp.358-359. 
(13) Qualifications and Curriculum Authority ”Geography”, Programme of 
study for key stage 3 and attainment target, 2007 年 , pp.102-103. 
(14) 前掲 (10)志村 , pp.27-31. 
(15) 同上 ,  pp.27-31. 
(16) 前掲 (10)志村 , p.30. 
(17) 齋藤毅『発生的地理教育論―ピアジェ理論の地理教育論的展開―』古今
書院 , 2003 年 , p.222. 
(18) Qualifications and Curriculum Authority , op.cit., pp.102-103.  
(19) 山口幸男『社会科地理教育論』古今書院 , 2002 年 , pp.245-246. 
- 47 - 
(20) 例えば，中井修・岩田一彦や志村喬らの研究以外に馬場勝「イギリス初等
地理単元計画例示案（「スキーム・初等地理」）の構成原理」社会系教科教育
学会『社会系教科教育学研究』第 15 号 , 2003 年 , pp.13-20.等が挙げられる。  
(21) 荒井正剛「中学校社会科地理的分野における外国地誌学習のあり方：イ
ギリスの地理教育を参考にして」日本地理教育学会『新地理』第 53 巻第 3
号 , 2005 年 , pp.1-19. 
(22) 詳しくは，前掲 (10)志村 , pp.117-123.を参照。  
(23) 本研究の分析対象である 2006 年度版『NEW KEY GEOGRAPHY』シリ
ーズは，2000 年版（第二次改訂）『ナショナル・カリキュラム地理』に基づ
いて開発されたテキストブックであり，その内容は，生徒が地理の学習で発
達させるべき内容の概念的側面として示された「アスペクト（ aspect）」に
基づいて構成されている。その後，本シリーズは， 2013 年版（第四次改
訂）『ナショナル・カリキュラム地理』が打ち出されるまで使用されていた
テキストブックであり，2007 年版（第三次改訂）時では変更されることな
く使用されたテキストブックである。ゆえに， 2007 年版（第三次改訂）に
も対応していたテキストブックであると判断できる。このような状況を鑑
み，本研究では 2000 年版（第二次改訂）において知識・認識に関する内容
として示された三つの概念（「場所に関する知識・認識」，「様子（パター
ン）としくみ（プロセス）に関する知識・認識」，「環境変化と持続可能な開
発に関する知識・認識」）をより詳細に分析するために，2007 年版（第三次
改訂）で示された七つの鍵概念を社会認識形成の視点の分析枠組みとして用
いることとした。  
(24) 事例地を分類する地理的スケール及び位置に関しては，前掲 (10)志村 , 
pp.149-150.を参考に市町村程度までをローカル，国家の一部地域を指すリ
ージョナル，一国の領域を指すナショナル，複数国家の領域や地球的な広が
りを指すグローバルの類型を設けた。一方，位置は，国内と国外とに大別し
た。  
(25) 前掲 (8), pp.40-49. 
岩田は，社会科における知識を問いの種類に応じて五つに分類してい
る。本研究では，この論を参考に，記述的知識及び分析的知識を求める問
い・または課題を記述，説明的知識及び概念的知識を求める問い・または
課題を説明，規範的知識を求める問い・または課題を判断の三つに分類
し，テキストブックの学習活動を分析した。  
- 48 - 
(26) Waugh, D., Bushell, T. “Farming”, NEW KEY GEOGRAPHY 
Connections. Nelson Thornes, 2006 年 , pp.26-43. 
(27) Waugh, D., Bushell, T. “Industry”, NEW KEY GEOGRAPHY 
Connections. Nelson Thornes, 2006 年 , pp.44-63. 
(28) Waugh, D., Bushell, T. “Tourism”, NEW KEY GEOGRAPHY 
Interactions. Nelson Thornes, 2006 年 , pp.46-67. 
(29) Waugh, D., Bushell, T. “Fashion and sport”, NEW KEY GEOGRAPHY 
Interactions. Nelson Thornes, 2006 年 , pp.68-85. 
(30) 社会・地理歴史・公民ワーキンググループ取りまとめ（案）によれば，
次期（平成 30 年度版）学習指導要領では，「3 資質・能力の育成に向けた
教育内容の改善・充実」の「 (3) 現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直
し」に関して，「情報化の進展等による産業構造の変化への対応」が改善項
目として挙げられている。詳しくは，文部科学省「社会・地理歴史・公民ワ
ーキンググループ取りまとめ（案）」教育課程部会  社会・地理歴史・公民ワ
ーキンググループ資料 7 を参照。  
<URL>http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/071/siryo/at
tach/1372443.htm (閲覧日：2016 年 11 月 20 日 ) 
(31) 岩田一彦は，市民的資質の中核を合理的意志決定能力と捉えている。詳
しくは，前掲 (8), p.30. 
(32) 永田成文『市民性を育成する地理授業開発』風間書房 , 2013 年 , p.16. 
永田は，従前の社会科授業が社会認識の育成に偏り，公民的資質にかかわ
る実践的側面が弱いことを指摘している。  
(33) 前掲 (8), p.11. 
(34) 寺本潔「地理教育の内容」村山祐司編『21 世紀の地理』朝倉書店 , 2002
年 , pp.81-84. 
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第２章 グローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習  
の授業構成論 
 
 前章では，小学校社会科産業学習の全体構成に関わるカリキュラム編成論に
ついて，イングランド地理教育を事例に検討してきた。  
 本章では，前章での分析結果を踏まえ，今日のグローバル化した社会の認識
形成をめざす産業学習の授業構成論について検討する。  
 
第１節 先行研究の特質と課題  
 
 本節では，産業学習に関する先行研究，特に授業開発研究を中心に検討する
ことを通して，その特質と課題を明らかにする。  
 これまで産業学習に関する授業開発研究は，学習指導要領に基づく産業学習
への批判として展開されてきた。それらの研究は，学習内容の改善を志向する
内容論的アプローチと，学習方法の改善を志向する方法論的アプローチの二つ
に大別することができる。  
 
第１項 内容論的アプローチ 
内容論的アプローチに関しては，主に学習指導要領の枠組みに基づき第一次
産業や第二次産業中心の内容構成や常識的な見方・考え方の育成に留まる産業
学習への批判として，現代のわが国の産業構造及び社会の変化への対応を企図
した教育内容や，学習内容の科学化を図り科学的な見方・考え方の育成をめざ
す産業学習の教育内容が開発・提案されてきた。  
例えば，古銭らの一連の研究 (1 )では，学習指導要領に基づく児童用教科書及
び教師用指導書の分析を通して，従前の農業学習や工業学習が形式的・網羅的
な教授活動を通して楽天的な見通しを与える学習となっていること等を指摘し
た上で，これらの課題克服をめざす産業学習を提案している。山科 (2)の研究も
基本的には学習指導要領の論理に基づく産業学習への批判として展開している
が，古銭らの研究とは，産業社会の起源や来歴，及び過去の産業社会の基本構
造を捉えさせるために，時間軸の概念や「技術革新」及び「社会変容」の相互
視点を組み込むことを主張している点に違いを見いだすことができる。  
小山の一連の研究 (3)では，現代日本社会を情報社会（多品種少量生産方式を
特徴とする社会）と規定した上で，概念探求学習論に基づき「流通」の視点
- 50 - 
（川下→川上理論）から内容を編成（主要概念構造図）した知識（概念的知
識）の獲得をめざす産業学習を提案している。このような科学的探求の論理 (4)
に基づき科学的知識の獲得をめざす「社会研究 (Social Studies)」としての産
業学習 (5 )は，福田 (6 )や中本 (7)の研究にも共通している。  
福田や中本は，学習指導要領に基づく産業学習が共感的理解に基づき常識的
な見方・考え方に留まる傾向にあることを指摘した上で，これらの課題を解決
する手段として，学習内容の科学化や構造化を図り，転移性の高い理論的・構
造的知識の獲得をめざす産業学習を提案している。  
有田 (8)，新谷 ( 9)，平林 (10)，岡﨑 (11 )は，現代日本の産業構造の変化や社会の
変化に対応させた教育内容開発という視点から第三次産業の授業を提案してい
る。具体的に有田は「宅急便」を事例に日本人のライフスタイルの変化を捉え
させることめざす産業学習を，また新谷は「コンビニ」を事例に多様化する消
費者ニーズに対応したコンビニの販売戦略について理解させることをめざす産
業学習を提案している。一方，岡﨑や平林は，従来の産業分類に基づく内容編
成がわが国の産業の実態を反映していないことを指摘した上で，経済企画庁総
合計画局による「新産業分類」に基づく産業学習を提案している。  
これまでの内容論的アプローチによる研究では，総じて産業学習を方法概念
(12)として捉え，産業を手段に社会のしくみやシステムを科学的に認識させる
ことを目的とした教育内容を提示することで，学習指導要領に基づく産業学習
の課題克服に貢献してきたと判断することができる。特に，小山・福田・中本
らの研究に代表される学習内容の科学化や構造化による転移性の高い理論的・
構造的知識の獲得をめざす産業学習は，社会科学科としての産業学習の立場に
基づき，科学的な認識形成を保証する授業として高く評価されている。しかし
一方で，これらのアプローチに基づく産業学習が，産業を窓に私たちの生きる
現代社会，すなわちグローバル化した社会の特質や本質を認識させる産業学習
を保証してきたのか疑問が残る。例えば，グローバル化やグローバル化した社
会の定義や様相に関しては，これまでに様々な論考 (13)が示されているが，そ
の意味は一般的に「国家を越える社会現象の拡大化」であり，輸送機関の高速
化や IT 等のコミュニケーション技術の発達による時間と空間の圧縮からもた
らされる現象 (14 )と考えられている。具体的には，ギデンズ (Giddens, A.)が指
摘するように，ある場所で生じた事象が，はるか遠く離れたところで生じた事
件によって方向づけられたり，逆に，ある場所で生じた事件がはるか遠く離れ
た場所で生ずる事象を方向づけたりしていくかたちで，遠く隔たった地域を相
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互に結びつけて，そうした世界規模の社会関係が強まっていく現象 (15)と捉え
ることができる。これらの現象は，遠く離れた地域や出来事が国境を越えて相
互に連関し合う過程の中で，世界規模での社会関係を強め，絶えず社会空間の
創出・編成・再編成を迫る結果をもたらす。例えば，ヒト，モノ，金，情報の
流れが拡大し加速すると同時に，こうした流れを支える領域に根ざしたインフ
ラストラクチャーが再編される。今後は一層，時間と空間の圧縮が加速度的に
進み，他地域（諸外国）との相互関係が世界規模で強まっていくことにより，
ローカルな存在を同一化，均質化，標準化させる動きやそれに対抗する動きが
生じること等が指摘されている (16)。  
 これまでの内容論的アプローチに基づく先行研究では，社会諸科学の成果で
ある理論や概念を獲得させることに固執するあまり，産業学習を通して上述し
たグローバル化した社会の特質や本質に関する認識形成を保証してこなかった
のではないだろうか。社会科において産業を学ぶ意義が，産業を窓に現代社会
の「いま」に迫ること (17)にあるのだとするならば，理論や概念の獲得を通し
て今日のグローバル化した社会の特質や本質の認識形成をめざす産業学習へと
改善することが求められよう。  
 
第２項 方法論的アプローチ 
方法論的アプローチに関しては，主に産業従事者の行為を「工夫や努力」の
視点から共感的に読み解くことで，人物の行為の理解に留まる産業学習の課題
克服をめざす産業学習が提案されてきた。  
例えば，木村 (18 )は，産業学習において人々の「工夫や努力」を学ぶ意義と
課題を 21 世紀学力観の視点から検討した上で，人々の「工夫や努力」を共感
的に理解する方法を取り入れながらも，その人々の「工夫や努力」を人間の
「自己実現」の営みとして捉えさせようとする産業学習を提案している。  
木谷 (19 )は，共感的理解を主たる目標とする社会科授業の問題点が「社会の
しくみなどをとらえさせる側面が弱く，科学的な社会認識形成が弱いこと」，
「価値注入に陥る危険性が大きいこと」にあること等を指摘した上で，その問
題点を克服する産業学習を提案している。  
山根・後藤 (20)は，従前の産業学習が働く人々の工夫や努力を情意的に捉え
させる傾向にあることを課題として指摘した上で，その課題を乗り越える方略
として「リスクとリターン」という経済概念を用いて生産者の経済的意志決定
を視点に考察させ，その結果として苦労・工夫を科学的（経済学的）に捉えさ
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せる産業学習を提案している。このような提案は，岩田 (21)や米田 (22)の主張と
も符合するものである。  
角田・片上 (23)は，今日の社会科学習が個人の願いや想いに引き付けて社会
事象を理解する個人の側に力点を置いたわかり方に留まっていることを指摘し
た上で，その課題を克服するためには，社会そのものの理解の中に努力や工夫
を位置づけ，その背後にある（生活を規定している）要因を社会の側から広
く，深く検討することを通して「社会のシステム」や「構造」を冷静に理解さ
せることをめざす産業学習を提案している。このような発想に基づく産業学習
は，岡﨑の「仮説吟味学習」 (24)でも確認できる。  
菊池 (25 )は，これまでの産業学習に関する研究が開かれた社会認識形成の視
点から客観的な知識の獲得に傾倒していることを指摘した上で，市民性教育の
視点から開かれた価値観形成をめざす社会科授業の必要性を主張するととも
に，その具体として集団的意思決定を視点とする政策批判学習としての産業学
習を提案している。  
これまでの方法論的アプローチによる多く研究は，総じて産業従事者の「工
夫や努力」の意味や理由を経済的視点から考察させたり，社会の中に位置づけ
直して理解させたりすることを通して，情意的な認識形成に留まったり，価値
の注入に陥る危険性を回避したりする方法論を提示してきた。その意味におい
て，学習指導要領に基づく産業学習の課題克服に貢献してきたと判断すること
ができる。しかし一方で，これらのアプローチに基づく産業学習は，内容論的
アプローチと同様，産業を窓にして私たちの生きる現代社会の特質や本質を認
識させる授業を保証してきたのか疑問が残る。確かに，角田・片上や岡﨑の研
究に代表される「個人」の側からのアプローチと「社会のシステム」の側から
のアプローチに基づく社会認識形成は，従来の認識方法と比べ，産業従事者の
行為を広い視野から相対的に捉えさせることで，行為の意味を科学的に認識さ
せる方途を示した点で一定の評価ができる。しかし，これらの方法論的アプロ
ーチが，同時に今日のグローバル化した社会の認識形成をも保証してきたかと
いう点に関しては，ほとんど言及されておらず (26)，課題として残されてい
る。先述したようにグローバル化した社会の特質や本質が，世界規模での他地
域（諸外国）との相互関係の強化や（その結果として）社会空間の変容にある
と捉えるならば，従前の産業学習のように産業の基本構造である生産・流通・
消費のメカニズムをナショナル・スケールに限定して捉えさせるのでは無く，
むしろグローバル・スケールすなわち国際社会の中に位置づける捉えさせるこ
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とが重要であろう (27)。具体的には，国内経済とグローバル経済の双方の視点
から内容を編成し，認識形成を保証することが考えられる。また，その認識形
成にあたっては，科学的探求の論理に基づき生産・流通・消費のメカニズムを
解明してきた経済学の理論や概念の獲得をめざすこと (28)も重要であるが，同
時にグローバル化した社会の特質や本質を踏まえるならば，認識形成過程にお
いて他地域との相互関係について異なる空間相互の関係性を視点に考察させる
ことも留意すべき事柄の一つであろう。このような考察方法に関して吉水は，
「複雑な社会のしくみを明らかにしていく上で，事象が様々なスケールを持っ
て重層的に存在すると考えることは重要な視点であり，かつ複雑なしくみその
ものを的確にとらえることを可能にする視点である」 (29)と主張している。ま
た野澤は，「今日の世界の現状が，世界規模での政治経済的な構造変化，つま
り 20 世紀以来の交通通信手段の進歩による時間と空間の圧縮を背景に，ロー
カルな場所での出来事がグローバルな政治，経済，社会的諸変化の影響を受け
て成立してこと，すなわち人々の身近な場所での出来事が世界の様々な場所で
のそれと即時的に結び付くようになり，空間を抜きに社会を理解することは困
難となっている」 (30)と指摘している。さらに山崎は，「特にグローバリゼーシ
ョンの深化により，政治的，経済的動態の空間的パターンが劇的に再編しつつ
ある今日，空間が形成される過程，すなわち空間的プロセス（社会的な変化の
過程）を抜きに社会を理解することはできない。」 (31)と主張している。このよ
うに今日の地理教育及び地理学や社会学など社会空間を研究対象とする学問分
野においては，社会を捉える手段として地理的スケールを分析視点として考察
することが重要視されている。現代の産業構造の変化や社会の変化に対応させ
た教育内容の改善が求められる一方で，今日のグローバル化した社会の特質や
本質について確かな認識形成を保証する方法論の確立も求められているのであ
る。  
 以上，本節では学習指導要領に基づく産業学習への批判として展開してきた
産業学習に関する先行研究を，内容論的アプローチと方法論的アプローチの 2
つに大別した上で，それぞれのアプローチの特質と課題を整理した。  
次節以降では，上記の分析結果を踏まえ，産業を窓に今日のグローバル化し
た社会の認識形成をめざす産業学習の授業設計の視点について検討する。  
 
 
 
- 54 - 
第２節 近年の空間論研究の動向が示唆するもの 
 
今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習は，どのような論
理に基づき構成すればよいのだろうか。この問いに対して大変示唆的で現実的
な答えを導出しているのが，近年の地理学や社会学など，社会空間を研究対象
とする空間論研究である。  
本節では，前節で確認した先行研究の課題や問題点を乗り越える産業学習の
授業設計の視点について，近年の空間論研究の成果を精査することを通して検
討する。  
現在，社会空間は，身体から始まり，家，コミュニティ，ローカル，リージ
ョナル，ナショナル，グローバルと重層的・階層的な構造として理解する必要
性が指摘されている (32 )。  
社会空間の概念に関して，上田は社会経済的特徴と価値を共有する人々から
なる均質的な集団が占め，彼らが意味を与え帰属意識をもつローカルな空間と
捉えられていたが，1990 年以降，こうした狭義の用法を超えて，より広い地
理的範囲におよぶ社会関係と捉え直され，さらに「社会（によって構築され，
また社会を構築するものとしての）空間」という意味を加え，広義に捉えられ
るようになったと指摘している (33)。  
このような社会空間を所与のものと捉えず，発生，変化したり，互いに影響
を与えたりするものとして捉える研究は，1980 年以降，ハーヴェイ (Harvey, 
D.) (34)やソジャ (Soja, E.) (35)といったポストモダンの文化・社会地理学者が，
空間は社会的構築物であり，かつ社会も空間的に構築されるとし，空間論的転
回 (36)を提唱したことに確認することができる。これらの議論に関してルフェ
ーヴル (Lefebvre, H.)は，「空間の生産」論において，「空間は社会的に生産さ
れる」と主張し，こうした社会空間の生産を理解するために，「空間的実践」，
「空間の表象」，「表象の空間」という三つの空間次元を認識することを提唱し
ている (37)。ルフェーヴルによれば，「空間的実践」とは，「知覚される世界」，
すなわち高速道路や家屋の配置などといったそれぞれの社会構成体を特徴づけ
る特定の場所や空間配置などの物質的な空間次元である。また「空間の表象」
とは，知・記号・規範といった空間の言説に関わる空間の秩序であり，科学者
や都市計画家，技術官僚等の空間を構想する知識の専門家が知の技法を生か
し，都市計画や地図作成等において，意識的に構想（思考）される空間次元で
ある。そして「表象の空間」とは，象徴・映像・イメージを介して直接「生き
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られる空間」，すなわち芸術家や文学者が作品を通して表現する空間であり，
人々が映像や象徴を介して，直接に生きられる経験の空間次元である。ルフェ
ーヴルは，この三つの次元が互いに対抗し矛盾しあいながら，現実の社会空間
を生産していると捉えた。このようなルフェーヴルの主張は，今日，地理学や
社会学をはじめとして人文・社会科学において議論を活性化させる契機となっ
ている。  
例えば，地理学の分野に関して，澤・南埜はインドのバンガロール近郊農村
を事例に，その変容を地理的スケールの社会・経済システムとの相互作用とい
う視点で明らかにしている (38 )。具体的には，グローバル化によってローカ
ル・スケールである農村領域がナショナル・スケールやリージョナル・スケー
ルなどの上位の地理的スケールにより大きな影響が与えられている（脱領域
化）一方で，ローカル・スケールである農村領域が，空間の上位スケールへの
統合が進むほど，統合された空間のなかでの生き残りをかけて個々のローカル
な条件にあわせた機能特化を迫られている現実（再領域化）を解明している。
また，観光研究の分野では，神田が和歌山県和歌山市を事例に，戦前の和歌山
市における郷土やナショナリズムといったアイデンティティに関わる政治的な
次元と観光空間化の関係性に焦点をあてて，その空間の生産過程を明らかにし
ている (39)。具体的には，戦前期における和歌山市の観光空間化は，多様な文
脈（交通機関の発達，市域の拡張，離郷や帰郷といった移動，郷土芸能運動，
都市美運動，ナショナリズムなど）や，多重の地理的スケール（大阪と和歌山
市，和歌山市と臨海部，和歌浦と新和歌浦，東京と和歌山市，紀州と日本な
ど），そして立場の異なる主体（観光資源，行政，文筆家など）が重層的に関
係するなかで推進されていったことを解明している。さらに都市研究の分野で
は，都市の空間構造から空間形成へ，つまり形態 (form)から過程 (process)へと
移行し，都市空間の構制をめぐってせめぎ合う諸力の解明が分析の焦点となっ
た (40)。  
現在では，このような空間論に関しては，地理学，社会学，観光研究及び都
市研究に留まらず人類学，カルチュラル・スタディーズ，メディア論等社会的
かつ空間的編成の諸関係から批判的に捉えていこうとする人文・社会科学全般
に多大な影響を与えている (41 )。特に地理学では，均質で透明な容器としての
空間のなかに事象を配置して計量するのではなく，都市，地域，場所，景観，
地図という空間化された表象自体の歴史性，政治性，社会性を問うと同時に，
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人間の知覚，思考，行為を包摂した社会それ自体の空間性を捉え返すようにな
った (42 )。  
一方，ルフェーヴルの空間論を「スケールの生産」という観点から読み直し
た地理学者にスミス (Smith, N.)がいる。スミスは，（都市）空間の重層性を把
握するために，空間の生産を，多元的なスケールの内部で入れ子になったヒエ
ラルキーとして理解し，どのようにそれらのヒエラルキーが構築されるのかに
着目すべきだと主張した (43)。またスミスは，スケールとは地理的事象やプロ
セスが表象され，経験され，そして組織化される一つないしそれ以上のレベル
を指していると指摘した上で，地理学におけるスケールの意味を地図学的スケ
ール，方法論的スケール，地理的スケールの三つの観点から説明した (44)。す
なわち，地図学的スケールとは，地図が作成される抽象化のレベル意味し，方
法論的スケールとは，研究者が特定の研究課題に答えるべく情報収集を行うた
めに選択する空間的単位を意味し，研究上の必要性から適宜操作される性質が
ある。一方，地理的スケールとは，都市，河川流域，あるいは地球といった特
定の景観の次元を意味しており，他のスケールの概念よりも地理的現実を反映
しているという性質がある。ゆえに，地理的スケールは，現代社会の動態と変
化を理解する上で重要であり，地図学的スケールや方法論的スケールの視点よ
り，空間的プロセスそのものと関係付けて理解されるべきである (45 )。この地
理的スケールは，特定の時間と空間の文脈において形成，再編され，また消失
する。地理的スケールの概念とは，そうした研究者による方法論的視角という
意味合いを含みながらも，現代社会に展開するスケールの形成や分化という空
間的プロセスの存在を背景としている (46)。  
このように重層的・階層的な空間を基盤に成立している現代社会の構造を理
解する上で，スケール概念とりわけ地理的スケールによる空間的プロセスの認
識の重要性は，社会科学一般で認められつつあり，今日のグローバリゼーショ
ンに関わる政治・経済的動態を理解する上でも必須であると考えられている
(47)。特に近年，地理学では，ローカルからグローバルに至るいくつかのスケ
ール間の相互作用や関係性を読み解いていく地理的スケールの方法が重視され
るようになった (48)。これらの空間論研究の動向を踏まえるならば，社会（事
象）を理解のために，地理的スケールという概念を取り込むことによって，空
間的な広がりを現実の空間的プロセス，そして様々な異なるスケールの相互作
用によって，空間は絶えず変容する（している）社会的実践の交錯する場とし
て考えることができる。また，スケールを重層的にとらえることによって，ロ
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ーカルに発生する問題でもあってもそれ以外のスケールとかかわっていること
が確認できる (49 )。ローカルであれグローバルであれ，現代社会が多様なスケ
ールの関係性の中で成立していることをその本質として認識されつつある今
日，地理的スケールを足がかりにグローバル化した社会の特質である社会空間
の重層性や構築性を捉えさせることの重要性が指摘できる。  
以上のように，人文・社会科学における空間論，とりわけ 1980 年以降のル
フェーヴルの「空間の生産」論の議論を踏まえるならば，今日のグローバル化
した社会を「異なるスケールの相互作用によって，絶えず空間が変容する社
会」と捉え，社会空間の重層性や構築性を異なるスケールの関係性から認識さ
せる産業学習は，これまでの産業学習研究（主に，授業開発研究）で確認され
た課題を乗り越えるとともに，産業を窓に現代社会の「今」に迫る社会科授業
となろう。特に，近年の地理学や社会学などの空間論研究の動向を踏まえるな
らば，上記のようなアプローチによって社会のしくみを読み解くことをめざす
産業学習は，グローバルとローカルのつながりや，それによる影響について世
界というコンテクストの中にローカルな社会事象を位置づけて考察させること
が可能となる。ゆえに，今日の複雑化した社会の本質や特質を，動態的かつ関
係的に認識させることを保証する社会科授業となる。その意味で，今日のグロ
ーバル化した社会の認識形成をめざす産業学習の授業設計の視点として措定さ
れよう。 
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第３節 イングランド地理教育における「産業学習」が示唆するもの 
 
 前章で分析したイングランド地理教育における「産業学習」は，上述した空
間の重層性や構築性，空間的プロセスについての認識を保証する構成となって
いたのだろうか。本節では，改めて段階的に子供の地理的空間を拡大する構成
となっていたイングランドのそれを分析対象と取り上げ，上記の内容を満たす
構成となっていたのかを検討する。その際，ドイツ地理学の研究成果 (50)をも
とに，空間を観察し，考察するための視点として採用されている「ドイツ地理
教育スタンダード」の分析枠組みをもとに，特質と課題を明らかにする。  
阪上によれば，上記のそれには学習者に空間に対する多様な見方・考え方を
育成することを目的に，四つの空間概念（「コンテナとしての空間」，「空間構
造研究の空間」，「認知地理学の空間」，「情報伝達と行動に関する要素としての
空間」） (51 )が設定されている (表２－１ )。これら四つの空間概念は，地理学領
域における多様な発達段階に由来するものであり，四つの空間概念はドイツ地
理学がその発展過程において地域や社会を研究するために用いてきた研究方
法・手法でもある  (52)。  
 
表２－１ 四つの空間概念の由来と学習の視点  
空間概念の名称  空間概念の由来  学習対象に対する視点  
コンテナとしての空間  
伝統的で空間科学的な地
理学  
学習する地域に含まれる地形や
気候，工業や農業などの諸分野
から網羅（静態地誌）的に学習
する視点。  
空間構造研究の空間  
1970 年代からの空間的ア
プローチのもので発展し
た空間構造研究  
学習する地域における具体的な
対象物の位置や距離，対象物間
の関係性（例えば，郊外地域と
CBD の距離や位置関係）を学習
する視点。  
認知地理学の空間  
1970 年代末から始まった
行動科学アプローチ  
学習する地域を誰が（例えば，
個人，特定の集団，組織），どの
ように知覚するかによって，地
域の認知の仕方や評価が異なる
（例えば，住民と観光客からみ
た地域の認知・評価の差異）こ
とを学習する視点  
情報伝達と行動に関す
る要素としての空間  
社会地理学  
学習する地域を人間や社会によ
って作り出されたものと捉え，
それが形成されるプロセスに着
目し，地域がどのように形成さ
れるかを学習する視点。  
（53 より引用）  
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上述した四つの空間概念は，前者二つが実在する具体物を分析する一方で，
後者二つはその具体物に対する認知の枠組みやプロセスなどを分析する特質を
有している。さらに，前者二つは，空間に関する知識や法則を学習するのに対
して，後者二つは空間を構成する要素や学習者と空間との関わり方について学
習する視点である。志村は，このような特質をもつドイツ地理教育における四
つの空間概念について，静態地誌的学習の視点となる「コンテナとしての空
間」から，機能的な地誌学習の視点となる「空間構造研究の空間」を経て，人
間の知覚・認知・評価を考慮した地誌学習の視点となる「認知地理学の空
間」，さらに社会的プロセスをも考慮した地誌学習の視点となる「情報伝達と
行動に関する要素としての空間」へと拡大系譜として捉えることができると概
念間の順序性について言及している (54 )。このような特質は，ある場所を絶対
空間だけではなく，その場所が他の場所と繋がり・関係をもった社会空間（ト
ポロジー的空間であり地表面がねじれたりして多様に結合した空間）としても
捉えること，その際のつながりは，物理空間的な要素（例えば，モノの輸出
入）だけでなく，コミュニティやアイデンティティ等の関係性・親近性といっ
た要素でも捉える必要があることを意味している (55 )。特に，第四の「情報伝
達と行動に関する要素としての空間」という空間概念は，社会空間を所与のも
のと捉えず，発生，変化したり，互いに影響を与えたりするもの，すなわち社
会的構築物として捉える 1980 年以降の空間論研究の成果を反映したものであ
り，示唆に富んでいる。  
以上のような特質をもつ「ドイツ地理教育スタンダード」に示された四つの
空間概念は，前節で論じた近年の地理学や社会学をはじめとする空間論研究の
成果を踏まえたものである。このような空間概念をもとに産業学習が展開され
ていれば，社会空間の重層性や階層性，さらには空間的プロセスに関する認識
形成が保証され，今日のグローバル化した社会の特質や本質について認識させ
る学習となろう。  
本節では上記のような問題意識に基づき，前章で分析したイングランド地理
教育における「産業学習」を表２－1 に整理した視点をもとに分析することを
通して，イングランドのそれが，どのような空間次元で社会認識形成を企図し
ているのか，上述した四つの空間概念をもとに内容的妥当性を検討する。この
ような視点でイングランドの「産業学習」を分析することにより，イングラン
ド地理教育研究に新たな知見を提供するとともに，阪上の研究をより現実的な
授業開発研究に資する成果へ高めることが期待できる。具体的には，空間次元
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の階層性を視点にイングランド地理教育におけ「産業学習」の特質と課題を明
らかにすることができる。また，本研究の目的の一つでもあるグローバル化し
た社会の認識形成をめざす産業学習の授業設計の視点を検討する上でも示唆を
得ることが期待される。  
以下，先述したドイツ地理教育における四つの空間概念（表２－１）を分析
枠組みとして，イングランド地理教育における「産業学習」の内容を整理した
（表２－２）。具体的には，四つの空間概念に該当する学習内容を設定されて
いる学習活動（学習課題や問い）をもとに抽出・整理した。  
 
表２－２ 四つの空間概念によるイングランド地理教育「産業学習」の分析  
空間
概念  
第一次産業  
「農業」  
第二次産業  
「工業」  
第三次産業  
「観光」  
第三次産業  
「ファッション＆  
スポーツ」  
コ
ン
テ
ナ
と
し
て
の
空
間 
○耕作農業の主な
特徴を示す要因
リストを作りな
さい。  
○丘羊農業の主な
特徴を示す要因
リストを作りな
さい。  
○A の二つの絵
（ 1940 年代と
2000 年代）に
おける異なる点
を見つけなさい
（農場の規模，
農家の建物，機
械，垣根，湿
地）。  
○グラフ C をも
とに，それぞれ
のグラフによっ
て示される農業
の変化を説明し
なさい。  
○グラフ C をも
とに，トラクタ
ーの数と農場で
働く人々の数の
間の関係性とは
何か。あなた
は，この関係性
の原因をどう考
えるか。  
○自動車工場は，
一般的に大都市
の近くに立地し
ている。これに対
し，少なくとも
二つの理由を与
えなさい。  
○表 D を完成さ
せ，サイエンスパ
ークとビジネス
パークの違いを
明らかにしなさ
い。  
○写真 B と図 C を
使用して，なぜ，
ハイテク会社は
サイエンスパー
クに立地しなけ
ればならないの
か，その理由を
六 つ 挙 げ な さ
い。  
○（英国）高原地帯
にはいくつ国立
公園があるか。  
○マヨルカ島につ
いて事実表を作
りなさい（スペイ
ンからの距離，
人口，気候，物理
的な特徴など）。 
○フロリダ地域で
のそれぞれの位
置要因（交通手
段・土地・観光客
の重要性・地域
の人口）を図に
記入しなさい。  
○シャモニーの主
な魅力を写真 B
と C の中から挙
げなさい。  
○図 E の各要素を
地図 C と D の数
字に当てはめな
さい。  
○図 F を大きく写
して，新ウェンブ
リー・スタジアム
の用地の長所と
短所がわかるよ
うに書きなさい。 
○裏表紙の情報を
見て，オリンピッ
ク会場の簡単な
地図を書きなさ
い。そして，2006
年に向けて開発
が予定されてい
る場所に印を付
け，名前を書き
なさい。  
○ 2006 年時点で
のイーストエン
ド地域の問題点
を 説 明 し な さ
い。  
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空
間
構
造
研
究
の
空
間 
○地図 D の数字と
下記の農業の種
類を合わせなさ
い。一部は数回
使われるかもし
れない。地図 A
が参考になるだ
ろう。  
○あなたが住んで
いる場所に近い
工場か，この頁
で説明されてい
る毛織物工場の
どちらかを選択
し，その工場が
そこで，なぜ成
長したのかを説
明しなさい。  
○トールボット港
が製鉄所にとっ
て良い場所であ
る理由を示すた
めに星の図を描
きなさい。図 G
の見出しを使い
なさい。  
○バーナストーン
が自動車工場に
とって良い立地
である理由を説
明しなさい。事
実ファイル E の
項目を使いなさ
い。  
○会社同士が同じ
場所にあること
から生じる二つ
の欠点を挙げな
さい。  
○  M4 道路がハイ
テク産業にとっ
て良い場所であ
る理由を説明す
るために地図 D
の情報を使いな
さい。  
○あなたが住んで
いる場所に一番
近い国立公園は
どこか。また，ど
れくらい離れて
いるか。  
○ フ ロ リ ダ 地 域
（ディズニーラ
ンド）でのそれぞ
れの位置要因を
図に記入しなさ
い。  
○現代のファッシ
ョン産業の特徴
について，適切
な語を書き入れ
なさい。  
○NIKE が店舗を
持っている国を
六 つ 挙 げ な さ
い。  
○NIKE 商品を生
産する国を六つ
挙げなさい。  
○発展途上国の中
で NIKE が支社
と商品を生産し
ている国を四つ
挙げなさい。  
○シーズン前の遠
征で代表選手団
は，米国や極東
に行くことが多
い。その理由を
三つ以上挙げな
さい。  
認
知
地
理
学
の
空
間 
○あなたの学級で
相手を見つけな
さい。その内，
一人は農家で，
もう一人は環境
保護論者になり
なさい。  
a:  もし，あなた
が農民であるな
らば，「そもそ
もそこに垣根を
植えたのか」
「また，それを
今，なぜ外した
のか」を聞きな
さい。  
該当無し  
○対立は国立公園
において人々の
間に様々な形で
引 き 起 こ さ れ
る。絵 B にはこ
のような人々が
数名描かれてい
る。これらの絵と
1～ 6 の意見を正
しく組み合わせ
なさい。  
○観光客と対立を
起こす可能性が
最も高い土地所
有者は誰か。ま
た，その理由も
挙げなさい。  
○  E の吹き出し
に，発展途上国
における多国籍
企業に対する二
つの異なる意見
を入れなさい。  
○図 D にあるプラ
カードを見なさ
い。下記のうち，
どの人がどのよ
うな反対派の意
見を指示すると
思いますか。その
理由も挙げなさ
い。  
○図 F に示されて
いる人々を見な
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（筆者作成）  
 
 表２－２の結果から，第一の「コンテナとしての空間」に関しては，全ての
単元で認識を保証する構成となっていた。例えば，「農業」では，英国の特徴
的な農業を事例に，その地域の特質を場所，土地の起伏，土壌，気候等の自然
要因から認識させる展開となっている。一方，「観光」では，マヨルカ島やフ
ロリダ，シャモニー等を事例に，その地域の特質を自然環境や気候等の自然要
b: もし，あなた
が環境保護論者
であるならば，
「なぜ，あなた
は垣根を保持す
ることが非常に
重要であると感
じるのか」を説
明しなさい。  
○あなたの地元新
聞に二つの手紙
を書きなさい。
それぞれの手紙
は， 1 頁の半分
ぐらいの長さま
で書かなければ
ならない。  
a：最初の手紙で
は，食物を生産
したり，生計を
立てたりするこ
とがますます難
しくなっている
と心配する農民
の見方を示しな
さい。  
b:  次の手紙で
は，環境に損害
を与えない方法
を使用する農家
の人々を好む都
会の人々の見方
を示しなさい。  
さい。近所に大
きなスポーツス
タジアムが建つ
ことに誰が賛成
し，誰が反対し
ていると思うか。
その理由も挙げ
なさい。  
情
報
伝
達
と
行
動
に
関
す
る
要
素
と
し
て
の
空
間 
該当無し  該当無し  該当無し  該当無し  
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因，また土地や交通，人口，観光客等の人的要因からも認識させる展開となっ
ている。  
第二の「空間構造研究の空間」に関しても，全ての単元で認識を保証する構
成となっていた。例えば，「工業」では，英国で最も巨大な製鉄所である南ウ
ェールズの海岸のトールボット港を事例に，トールボット港の空間構造上の物
理的・客観的な性質や，トールボット港付近が製鉄所にとって良い場所である
理由を原材料・電力・労働・市場・輸送・用地の視点から関連的に認識させる
展開となっている。一方，「ファッション＆スポーツ」では，典型的な多国籍
企業として NIKE が取り上げ，本社・生産地・販売地を視点にグローバル規
模で展開する NIKE 店舗を空間的な位置関係や広がりといった観点から社会
を認識させる展開となっている。  
 第三の「認知地理学の空間」に関しては，「工業」以外の「農業」，「観光」，
「ファッション＆スポーツ」で認識を保証する構成となっていた。例えば，
「農業」では，垣根設置の是非をめぐって農家と環境保護論者といった二つの
アクターが，また農薬使用の是非をめぐっては，賛成派と反対派の二つのアク
ターを登場させて，「労働・生産の場としての空間」，「生態系保護の場として
の空間」等，二つの異なる立場を比較することを通して，空間が立場の違いに
よって異なる存在であることを認識させる展開となっている。また「観光」で
は，国立公園を事例に国防省職員・観光客・自然保護論者・水道事業者・公園
管理者・地元農家の人々といった六つのアクターを登場させ，国立公園という
空間が「軍事訓練の場としての空間」，「非日常を満喫する場としての空間」
等，アクターごとに異なる空間として存在し，空間が立場の違いによって異な
る存在であることを認識させる構成となっている。一方，「ファッション＆ス
ポーツ」では，多国籍企業が発展途上国や自国（経済先進国に）にもたらす影
響の是非をめぐって賛成派と反対派の二つのアクターが，またオリンピック開
催に伴い近所にスポーツスタジアムが建つことめぐって店舗のオーナー・パブ
経営者・買い物客・地元住民・タクシー運転手の五つのアクターを登場させ
て，オリンピック開催地という空間が，「恩恵の場としての空間」，「損失の場
としての空間」等，アクターごとに異なる空間として存在し，空間が立場の違
いによって異なる存在であることを認識させる構成となっている。  
 第四の「情報伝達と行動に関する要素としての空間」に関しては，全ての単
元において，当該概念に関連する学習活動（学習課題や問い）は確認できなか
った。  
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以上の分析から，ドイツ地理教育における四つの空間概念をもとに，イング
ランド地理教育における「産業学習」の学習内容を分析してみると，「コンテ
ナとしての空間」，「空間構造研究の空間」，「認知地理学の空間」等，対象地域
の特質や空間構造上の物理的・客観的な性質，空間的な広がり，さらに立場の
違い（当事者の主観）によって同じ空間でも捉え方に違いが生じることについ
て認識させる構成となっている。しかし，「情報伝達と行動に関する要素とし
ての空間」に関する空間概念を視点に社会を認識させる構成となっていないこ
とから，社会空間を所与のものとして，または客観的実在として認識させるも
のとなっていると言えよう。これは，空間理解については十分な認識が保証さ
れているが，空間形成に関しては，十分な認識が保証されていないことを意味
している。近年の空間論研究の成果を踏まえるならば，社会空間は，人間や社
会によって作り出されたものであり，それがどのように形成されるのか，社会
地理学的な考え方を組み込んで学習を構成することが重要であろう。改めて，
このようなイングランド地理教育における「産業学習」の特質と課題を踏まえ
るならば，今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習では，ド
イツ地理教育における四つの空間概念の第一及び第二に該当する空間理解に留
まらず，第三及び第四に該当する空間形成に関する認識形成をめざす産業学習
へと改善することが求められよう。  
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第４節 地理的スケールの有効性に着目した社会科授業研究 
 
近年，わが国における社会科授業研究においても社会認識形成の手段として
地理的スケールの有効性に着目した研究がみられるようになった。  
例えば，日原 (56 )は，地理教育における転移する学力は，「地域・日本・世界
を貫く矛盾を地域に即して考えることにある」とした上で，マルチ・スケー
ル・ジオグラフィの考えに基づく地理教育の重要性を主張している。日原によ
れば，マルチ・スケール・ジオグラフィとは「同一の事象を，スケールを自在
に変えて考える能力」であり，これを地理的見方・考え方と捉えている。例え
ば，日本での身近な生活というローカルなスケールを動機づけとし，スケール
をリージョナルに広げて国際関係を押さえ，ついでに相手国のローカルなスケ
ールに落として生産の実態を同縮尺の人間同士として共感を持って理解した
り，逆にスケールをグローバルに広げて世界の同様の問題を概観し，地球にと
もに生きる者として広い視野で考察させ，最後に再びスケールを（日本の）自
分自身に落として社会認識を深化させたりする学習の有効性を提案している。  
また，伊藤 (57)は，従来の地理教育研究が現代社会そのものを視野に入れず
に論を主張してきたがゆえに地理教育の有用性を打ち出せていない点を課題と
指摘している。その上で，上記課題を克服するためには，社会的問題解決的有
用性と生活実用性的有用性を統合させた地理学習を展開することが重要である
と主張している。具体的には，日原の論考を参考に，身近な生活や地域で展開
する問題と地球規模の問題とを地球規模の問題を様々な地域スケールや ESD
の視点から読み解かせることを通して，それらを構造的に関連づけて認識する
ことをめざす中学校社会科地理的分野の単元「割り箸と森林破壊」を授業モデ
ルとして提案している。  
一方，埴岡 (58)は，地域を読み解く際，「問いと答えのスケールを一致させる
こと」と「個々のスケールから読み取ることができる内容を総合的に考察する
こと」が重要であるとした上で，マクロ・メソ・ミクロ等様々な地理的スケー
ルを用いて地域を考察するマルチ・スケール (59)を用いることの重要性を指摘
している。そして，その具体として小学校第五学年産業学習「自動車を作る工
業」の授業モデルを提示している。  
さらに吉水 (60)は，「地域」を，所与のものではなく生産されたものであると
捉えることが重要であるとし，空間と時間あるいはその組織化が，その社会に
よって作り出される社会的生産物であるという前提をもつ地理的スケールの論
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理と空間の重層性や階層性，異なったスケール間の関係性を読み解くことでそ
の本質が見えてくるとして，日原や埴岡と同様，マルチ・スケール・アプロー
チを援用することの有効性を主張している。前述した埴岡との違いは，マル
チ・スケールの考え方を方法論のみならず，内容論にも応用している点，さら
に社会事象間の因果関係の理解のみならず，異なるスケール間の関係性や空間
的プロセスの理解をも認識の対象に含んでいる点に見いだされる。そして，そ
の具体として高知市春野地区を事例に，農業生産から食料消費までを一つの体
系として捉えようとするフードシステム論を空間に投影し，空間的プロセス，
スケールの重層性，スケール間の関係性の認識形成をめざす中学校社会科地理
的分野の授業モデルを提案している。  
また竹内 (61)は，身近な地域から国家，国家間・国際社会，地球社会という
異なる空間レベルの地域における市民を「重層的地域形成主体」として定義し
た上で，その資質・能力を育成するためには，身近な地域から地球社会までの
異なる空間レベルを貫き，それらを相互に関連づけている地域のグローバル化
を教材化することの重要性を指摘している。そして，子供と地域が抱える現代
的課題を克服し，社会認識形成と市民的資質を統一的に育成する領域として地
域学習に着目した上で，その具体として，地域学習を軸とした小学校・中学
校・高等学校における社会科・地理教育カリキュラムの全体像（試案）を提示
している。このように地域社会を重層的に読み解いていこうとする発想は，吉
水や日原と同様である。  
一方，地理的スケールを授業分析に応用した研究として永田 (62)のものがあ
る。永田は，「空間の生産」論を分析フレームワークとして，大正自由教育期
における地理教育実践を分析している。具体的には，教科書に描かれている空
間編成のあり方を忠実に教室内で再生産しようとする「空間の表象」型実践，
教科書に縛られず世界や日本の姿を独自に描こうとする「表象の空間」型実
践，両者の中間に位置し，両者を乗り越えようとする空間的実践の三つに分類
した。そして，大正自由教育期にはこれら三つの類型に該当する実践が見られ
たが，昭和初期には「空間の表象」型が強化され他を圧倒していく中で，「表
象の空間」型は，地理教育としては姿を消すものの郷土教育実践に受け継がれ
ていったことを浅草尋常小学校における郷土教育実践を対象に取り上げて論証
している。  
わが国における地理的スケールに着目した社会科授業研究の多くは，主に中
学校や高等学校の地理教育においてその有効性が主張されてきた。しかし，中
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学校や高等学校の地理教育に限らず，今日の複雑化した社会の特質や本質につ
いての認識形成を保証することが社会科教育の中核的な目標の一つであると捉
えるならば，地理的スケールの論理を援用した社会科授業は，小学校でも積極
的に取り入れていくべきであろう。この点に関して，これまで小学校では，ス
ケールの意味を方法論的スケールとして捉え，その論理を組み込んだ産業学習
は見られるものの，日原や吉水が主張するように地理的スケールとして捉え，
空間的プロセス，スケールの重層性，スケール間の関係性の認識形成をめざす
社会科授業，とりわけ産業学習は未だ提案されていない。今日のグローバル化
した社会の特質や本質及び近年の地理学や社会学など空間論研究の成果を踏ま
えるならば，スケールの意味を方法論的スケールとしてのみならず地理的スケ
ールとして捉え，社会空間の重層性や階層性，空間的プロセスという視点から
社会を読み解かせる社会科授業こそ重要である。このような発想に基づく産業
学習が，イングランド地理教育における「産業学習」の分析で確認された課題
を乗り越え，今日のグローバル化した社会の認識形成を保証する社会科授業と
して位置づけることができる。  
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第５節 グローバルした社会の認識形成をめざす産業学習の 
授業構成論 
 
 今日のグローバル化した社会の特質や本質を認識させる産業学習を開発する
ためには，どのような論理に基づいて授業を構成すればよいのだろうか。本節
では，それまで検討してきた内容を踏まえ，今日のグローバル化した社会の認
識形成をめざす産業学習の授業構成論について論じる。  
 
第１項 授業設計の視点   
 
 ここでは，今日のグローバル化した社会を「異なるスケールの相互作用によ
って，絶えず空間が変容する社会」と規定した上で，その認識形成をめざす産
業学習の授業設計の視点について検討する。  
第一に，空間的プロセスの認識形成をめざす内容構成とすることである。  
このような視点は，今日のグローバル化した社会の特質や本質を，世界規模
での他地域（諸外国）との相互関係の強化や（その結果として）社会空間の変
容にあると捉える社会観と，そのような特質や本質を解明するために近年の地
理学や社会学をはじめとする空間論研究が研究手法として用いてきた成果によ
るものである。このような成果を踏まえ，具体的には，ルフェーヴルの「空間
の生産」論やドイツ地理教育における四つの空間概念等の空間次元を組み込ん
で内容を編成するともに，その認識形成にあたっては，空間構造に関する認識
を踏まえ，その空間がなぜ，どのように形成されたのか，空間形成に関する認
識形成をも保証する構成とする。このような授業構成が求められる背景には，
空間を所与のものと捉えず，発生，変化したり，互いに影響を与えたりするも
のとして捉える 1980 年以降の文化・社会地理学者らの主張や，（現在の）グ
ローバリゼーションの深化により，政治的，経済的動態の空間的パターンが劇
的に再編しつつある今日，空間が形成される過程，すなわち空間的プロセス
（社会的な変化の過程）を抜きに社会を理解することはできないとするスミス
や山崎らの主張がある。  
第二に，空間の重層性や階層性の認識形成をめざす内容構成とすることであ
る。このような視点もまた，近年の地理学や社会学をはじめとする空間論研究
の成果によるものである。内容編成に関しては，具体的に産業の基本構造であ
る生産・流通・消費のメカニズムを国際社会の中に位置づけ，国内とグローバ
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ルの両面から内容を編成する。また，授業展開に関しては，ある産業従事者の
行為（工夫や努力等）の意味やその背後に潜む要因を広い視野から相対的に捉
えさせたり，グローバル・ナショナル・ローカル等，異なる地理的スケールを
視点にその関係性を読み解かせたりする構成とする。  
 
第２項 授業過程  
上述した二つの授業設計の視点を踏まえ，今日のグローバル化した社会の認
識形成をめざす産業学習の授業過程を次のように設定する。  
 
第Ⅰのパートは，「空間的プロセスを認識する段階」である。  
ここでは，ある社会事象の特質を把握するとともに，その社会事象の特質
が，構築されたプロセスを認識する。具体的には，まず学習対象として取り上
げる社会事象の特質について様々な視点や要因をもとに構造的かつ総合的に把
握させる。その上で，その社会事象がなぜ，どのように形成されてきたのかを
歴史・文化・政治的視点等をもとに多面的に認識させることをめざす構成とす
る。  
 第Ⅱのパートは，「社会空間の重層性・階層性やスケール間の関係性を認識
する段階」である。  
 ここでは，社会のグローバル化に伴い，グローバル・スケールがナショナル
（またはリージョナル）やローカル・スケールにもたらされる影響，また逆に
ローカル・スケールがグローバルやナショナル（またリージョナル）に対する
対抗について異なるスケール間の関係性を視点に認識する。さらに，この過程
では，社会がグローバル化することによって，同一の社会空間でもそれを捉え
る主体（立場）の違いによって認識が異なることを多角的に捉えさせることを
めざす構成とする。  
 第Ⅲのパートは，「持続可能な社会空間を創造する段階」である。  
ここでは，これまで学習してきた内容（獲得してきた知識）を踏まえ，持続
可能な社会を実現という視点で合理的に意志決定する。例えば，「○○につい
て，どうすればよいのだろうか」と問い，これまでの学習で獲得してきた知識
や概念を活用して，判断させる構成とする。このように単元内容に関わる社会
的論争問題について，よりよい社会空間を実現するための方策について判断さ
せる構成は，イングランド地理教育における「産業学習」の内容分析で得られ
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た知見であり，現在求められている持続可能な社会の形成者としての資質・能
力の育成に寄与するものである。  
このように，今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習の授
業構成論は，原則として「空間的プロセスを認識する段階」，「社会空間の重層
性・階層性やスケール間の関係性を認識する段階」，「持続可能な社会空間を創
造する段階」の三つのパートで構成される。ただし，実際の授業では，基本的
過程をもとに，様々な形態をとることとなる。  
 次章以降，本節で提起した授業構成論に基づき，今日のグローバル化した社
会の認識形成をめざす産業学習の授業モデルを開発し，その有効性について実
験授業を通して明らかにする。  
 
 
【註】  
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・古銭良一郎ほか編著『小学校社会科工業学習の構造化―自主編成の一つの
試み―』東洋館出版社 , 1975 年 . 
・古銭良一郎ほか編著『小学校社会科農業学習の構造化―自主編成の一つの
試み―』明治図書 , 1976 年 .  
(2) 山科弘樹「『技術革新』『社会変容』の相互関係を視点とした産業学習の授
業設計―小学校第 5 学年『自動車産業とわたしたちのくらし』を事例とし
て―」社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第 11 号 , 1999 年 , 
pp.19-26. 
(3) 小山の一連の研究として以下のものがある。  
・小山直樹「流通情報下における産業の変化と小学校社会科授業」全国社会
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・小山直樹「産業学習における主要概念」岩田一彦編著『小学校産業学習の
理論と実践』東京書籍 , 1991 年 , pp.33-44. 
・小山直樹「小学校社会科概念探求学習の創造―『トヨタ生産方式の秘密』
学習と『クロネコヤマト宅急便快進撃の秘密』学習を中心に―」全国社会
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第３章 グローバル化した社会の認識形成をめざす水産業学習  
 
本章では，第２章で提起した授業構成論をもとに，グローバル化した社会の
認識形成をめざす水産業学習の授業モデルを開発し，その有効性を検証する。  
 
第１節 問題の所在 
 
グローバル化した社会の特質や本質を認識させるためには，第一次産業では
どのような題材を取り上げ，どのように授業を構成すればよいのだろうか。  
本章では，第一次産業の中でも水産業を取り上げ，学習内容を検討する。  
平成 20 年版学習指導要領（以下，学習指導要領）の第五学年の目標 (2)に
は，「我が国の産業の様子，産業と国民生活との関連について認識できるよう
にし，我が国の産業の発展や社会の情報化の進展に関心をもつようにする」 (1)
と示されている。このような目標を踏まえ，実際の教科書 (2)では「水産業で働
く人たちは，どのような工夫をして，わたしたちの食生活を支えているのでし
ょうか」という学習問題を通して，漁師，養殖業者，仲買人，加工業者，販売
者等の水産業に従事する人々の仕事や，そこでの苦労や工夫等について調べ，
わが国の水産業の実態及びそこで働く人々の工夫・努力を共感的に理解し，自
分たちの生活の向上に役立っていることに感謝したり，直面している課題につ
いて一緒に悩んだりする学習となっている。このような学習の特質は，産業学
習を目的概念と捉えて，産業そのものの総合的認識をめざす点にある (3)。  
しかし一方で，次のような課題も指摘できる。  
第一に，認識形成に関して，学習を通して形成される認識が個人の行為レベ
ルに留まっており，社会全体レベルの認識に至らない点である (4)。社会科教育
でめざすべき認識とは，科学的な社会認識である。それは，科学的知識を科学
的探求の論理 (5)に基づいて学習することによって可能となる。このような前提
を踏まえれば，単に産業従事者の「工夫や努力」を共感的に認識することに留
まるのでなく，産業に関わる人々の行為（「工夫や努力」）を目的－手段の関係
として因果関係的に捉えさせたり (6)，その行為の背後に潜む社会・経済システ
ムを認識させたりすることが重要である。具体的には，産業学習を方法概念 (7)
と捉え，生産・流通・消費のメカニズムを解明してきた経済学の理論や概念の
獲得を通して，社会科学的な見方・考え方 (8)を養い，社会のしくみを説明でき
る子供を育成することが求められる。  
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 第二に，資質育成に関して，事実認識と態度形成（価値認識）が一元的に結
び付き，郷土愛や愛国心等，特定の価値観を無批判に受容させる価値注入教育
となっている点である (9)。具体的に，教科書では従事する人々の行為（「工夫
や努力」）を共感的に理解することを通して，「水産業で働く人々は，私たちに
新鮮で安全な魚を提供するために様々な努力や工夫をしている」といった内容
構成となっており，特定の態度が感情的に教化される危険性を孕んでいる。社
会科教育でめざすべき資質とは，市民的資質である。それは，獲得した知識を
判断材料として，合理的な根拠に基づき意志決定できる能力である (10)。この
ような資質・能力は，恒常的社会的論争問題に対して価値分析や価値判断，ま
た未来予測等の学習を通して育成される。このような前提を踏まえれば，特定
の価値観を無批判に注入するのではなく，科学的なデータや合理的な根拠に基
づき価値判断や意志決定できる子供を育成することが求められる。  
 一方，授業実践に関しては，上述した学習指導要領の論理に基づく産業学習
の課題を乗り越えるために，社会科教育系の学会では，学習内容の科学化を図
り，社会科学的な見方・考え方の育成をめざす産業学習が提案されてきた
(11)。その特質は，産業学習を方法概念と捉え，産業を窓にして社会のしくみ
とそれを説明する社会諸科学の理論や法則の認識 (12 )をめざす学習へと改善
し，科学的な社会認識形成を図るための内容論及び方法論を提案した点にあ
る。具体的には，産業に関わる人々の「工夫や努力」を行為の目的・手段の関
係として因果関係に置き換えることで，人々の行為（「工夫・努力」）を科学的
に捉えさせ，それをもとに，社会のしくみを説明できるようにすることをめざ
す産業学習の授業プランを具体的に提案してきた。  
このような学習は，人々の「苦労・工夫」の認識に留まる従前の産業学習の
課題を乗り越えるものとして，社会科教育系の学会において評価されてきた。
その中でも岡﨑の「産業社会認識形成」をめざす産業学習 (13 )や中本の「産業
構造学習」 (14)は高く評価されている。岡﨑の産業学習は，現代社会を「変動
する社会」と捉え，その視点から内容構成を図っている点や，個人及び社会の
視点から複眼的に社会認識形成を図ることを通して，構造化された社会システ
ムを認識させたり，特定の態度形成を回避したりしている点等にその特質が見
いだされる。例えば，農業学習では我が国の農業の特質を「近代化する農業社
会」と捉え，その具体を「土地の生産性」と「労働の生産性」の二つの視点か
ら構成し，「『産業としての農業』が成立する要因と問題点（第一次）」及び
「『産業としての農業』が衰退していく現状（第二次）」について目の前に生起
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する事象の原因を問うたり，「これからの日本農業の在り方（第三次）」につい
て今後の予測を問うたりする展開となっている。  
一方，中本の産業学習は，先行研究をもとに産業構造及び社会構造の認識形
成をめざす授業設計の視点を「開かれた科学的な社会認識形成としての産業学
習」及び「子どもとの関係性のある産業学習」の二つを導出し，それらの視点
をもとに具体的な授業モデルを提案している点にその特質が見いだされる。具
体的には，水産業を事例に，「産業従事者の減少と高齢化」，「国際的な取り決
めによる影響」，「輸入量の増加」，「食生活の変化」，「交通手段の高速化」，「商
品のブランド化」といった水産業以外の第一次産業でも共通に認められる事象
を説明する枠組み（＝理論）の獲得をめざす展開となっている。  
このように岡﨑や中本が提案する産業学習は，「苦労・工夫の社会科」と揶
揄される産業学習の課題を克服し，本来社会科でめざすべき社会科学的な見
方・考え方を育成するものとなっている。しかし，このような産業学習がいわ
ゆる今日のグローバル化した社会の特質や本質を認識させ，これからの社会で
求められる資質や能力 (15)の育成に寄与する学習となっているか，というと疑
問が残る。一般的にグローバル化とは，「国家を越える社会現象の拡大化」を
意味し，輸送機関の高速化や IT等のコミュニケーション技術の発達による時
間と空間の圧縮からもたらされる現象 (16)と考えられている。具体的には，ギ
デンズが指摘するように，ある場所で生じた事象が，はるか遠く離れたところ
で生じた事件によって方向づけられたり，逆に，ある場所で生じた事件がはる
か遠く離れた場所で生ずる事象を方向づけたりしていくかたちで，遠く隔たっ
た地域を相互に結びつけて，そうした世界規模の社会関係が強まっていく現象
(17)と捉えることができる。今後は一層，時間と空間の圧縮が加速度的に進
み，他地域（諸外国）との社会関係や相互関係が世界規模で強まっていくこと
により，ローカルな存在を同一化，等質化，標準化させる動きやそれに対抗す
る動きが生じること等が指摘されている (18)。具体的には，政治及び経済的相
互関係の強化と拡大により，貿易に関する諸国間での政策上の調整がますます
重要になり，政治的関係がより一層緊密になっていくことが予測されている
(19)。  
このような予測を鑑みた場合，従前の産業学習のように同心円拡大法の論理
に基づき，学習事例を国内に限定し，子供の認識範囲を国内に留める構成 (20)
は，今日のグローバル化した社会の特質や本質に関する認識形成を阻む要因で
あり，産業を窓に現代社会の「今」に迫る学習を困難なものにしていると言え
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よう。今日のグローバル化した社会の特質や本質に関する認識を形成するため
には，国内のみならずグローバルの両面 (21)から学習内容を編成し，産業の基
本構造である生産・流通・消費のメカニズムを国際社会の中に位置づけて認識
させたり (22)  ，諸外国との貿易によって生じる正負の影響や，それらの影響を
コントロールするための行っている取り組み等を多面的・多角的に分析したり
する学習を展開することが重要であろう。その際，特に政治や経済的な視点か
ら社会のしくみを分析させる学習が欠かせない。なぜなら，グローバル化の進
展を左右するのが政治や経済であり，その影響が顕著に見られるのが産業分野
だからである (23 )。また，今日のグローバル化した社会の特質を「異なるスケ
ールの相互作用によって，絶えず空間が変容する社会」と捉えた場合，異なっ
たスケール間，特に小さいローカル・スケールやナショナル・スケールが，生
き残りをかけて，グローバル・スケールといった大きいスケールに対してどの
ように対抗しているのか，スケールの重層性という視点から水産業の現状と社
会の「今」を読み解かせる学習も重要となろう。  
本章では，このような学習を通して，これからの社会で求められる持続可能
な社会の実現に向け，合理的に判断し意志決定できる資質や能力が育成される
だろうという研究仮説のもと，水産業を事例に今日のグローバル化した社会の
認識形成をめざす産業学習の授業モデルを開発する。  
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第２節 水産業学習で獲得させたい知識と学習対象の検討  
 
第１項 獲得させたい知識 
 ここでは，上述した認識形成をめざし，獲得させたい知識を国内経済及びグ
ローバル経済の双方の視点から検討する。具体的には，経済教育の研究成果を
踏まえ，次の文献を参考にすることとした。  
 
①  全米経済教育合同協議会・P.サンダース他著・岩田年浩／山根栄次訳『経
済を学ぶ・経済を教える』ミネルヴァ書房 ,  1988年 .  
②  魚住忠久ほか編著『グローバル時代の経済リテラシー－新しい経済教育を
創る－』ミネルヴァ書房 , 2005年 . 
③  山根栄次『「経済のしくみ」がわかる社会科授業－経済思考力を子どもに育
てる』明治図書 , 1990年 . 
 
上記の文献を参考にする理由は，①と②に関しては，経済学の研究成果を踏
まえ，グローバル・スタンダードとしての“経済的見方・考え方”を養うため
に必要な経済学の基本概念を明示しているからである。また③に関しては，経
済教育の視点から学習指導要領 (平成元年版 )の分析を通してその特色と課題を
指摘するとともに，学習指導要領の範囲内で実施可能な単元や「獲得させるべ
き経済概念」を具体的に明示しているからである。  
これらの文献を参考に産業学習で獲得させたい知識（概念）を措定する。具
体的には，学習指導要領の内容 (4)［価格や費用］ (24)に関して，経済システム
の基本である市場経済のしくみを認識させるため，ミクロ経済学の概念である
「市場と価格」，「費用と便益」，「需要と供給」，さらに「需要と供給」に関連
して，基礎的な経済概念（経済学の基本概念）である「希少性」と「付加価値
（生産性）」を取り上げることとし，市場における価格形成について認識させ
ることを目的とする。また同書の内容 (2) ア［食料の輸入］ (25)に関して，ミ
クロ経済学の概念である「政府の役割」と国際経済学の概念である「貿易の利
益と貿易の制限」を取り上げることとし，これらの経済概念の獲得を通して，
持続可能な社会のあり方について検討できるようにすることを目的とする。  
以上の内容を踏まえ，本単元で獲得させたい概念的知識を次のように設定す
る。  
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【概念的知識A】…市場価格は，「需要と供給」，「付加価値（生産性）」，「費
用と便益」，「希少性」等の要因が個々の商品に複合的に反
映され決定されている。  
【概念的知識B】…貿易は，正負の影響をもたらす。政府や生産者は，貿易
によってもたらされる負の影響を最小化し，正の影響を最
大化するため（持続可能な社会の実現）に，様々な取り組
みを行っている。  
 
 
第２項 学習対象の検討 
 ここでは水産業単元に関して，教科書  ( 26)の内容構成及び教材を検討し，上
述した経済概念との関連からマグロを取り上げることの有効性について論じ
る。  
 教科書における水産業単元の内容構成は，同じ第一次産業である農業単元に
比べ，複数の教材を通して学習する点に特質を見出すことができる。例えば農
業単元では，農業に関する様々な事実である立地環境，米の作り方，農家の苦
労・工夫，生産から消費までの流通等の学習内容について，主に庄内平野の教
材を通して学習する構成となっている。一方，水産業単元では，水産物（魚
類）の漁獲方法と水揚げされる理由（かつお：焼津），養殖業の様子（うな
ぎ：浜名湖），栽培漁業の様子（まだい：御前崎沖）等，一つの単元の中で少
なくとも三種類の教材を通して学習する構成となっている。  
このような内容構成は，獲得させたい知識に基づき典型的な教材を選定した
結果であろう。しかし，子供の側に立てば，「なぜ，昨日まではかつおのこと
を学習していたのに，今日からうなぎを学習するのか」子供の素朴な疑問に応
える内容構成となっていない。すなわち，学びの主体である子供の問題意識の
希薄化や学習意欲の減退を招き，断片的な認識に留める危険性が指摘できる。  
これらの課題を乗り越える教材として，マグロを取り上げることとする。マ
グロは，学びの主体である子供にとって，近所のスーパー等で普段から目にす
る身近な食材である。その種類は，クロマグロ，インドマグロ，メバチマグ
ロ，キハダマグロ，ビンナガマグロの五種類に分類される。その中でもクロマ
グロやミナミマグロは，「海のダイヤ」と称され，その獲得をめぐり世界中で
争奪戦が繰り広げられており，現在マグロの乱獲は世界規模で問題視されてい
る (27)。食材としてのマグロの特質は，種類や部位によって価格が異なる点に
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ある。特にクロマグロの大トロは，その希少性や需要の高さから部位の中で最
も高値で取引されている。  
このようにマグロの種類や部位を取り上げ，それらの相違によって見られる
価格差が生じる理由やその意味を探究させる学習を行なえば，市場における価
格形成，すなわち価格が「需要と供給」の相互関係によって決まることを「希
少性」という概念をもとに認識させることができる。また，産地の違いによる
価格の違いに着目すれば，「付加価値（生産性）」という経済概念も獲得させる
ことができよう。具体的には，クロマグロの有名ブランドで知られる大間（青
森）や戸井（北海道）と他の産地のクロマグロの価格を比較させることで，ブ
ランド化という「付加価値（生産性）」の有無によって「需要と供給」の関係
が変化し，同じクロマグロでも価格差が生じていることを認識させることがで
きる。しかし，これまで述べた経済概念を獲得させるためには，市場メカニズ
ムの基本構造を認識させることが不可欠である。すなわち，生産－消費に至る
一連の流通過程において，どのような人が関わり，そこでどのような費用（儲
けも含む）が生じ，どのようにしてマグロの価格が決まるのか等，「市場と価
格」，「費用と便益」に関する基本概念を獲得させることが重要である。  
このように水産業単元において，マグロの価格形成に焦点化した学習を行え
ば，学習指導要領の内容の取扱い (4)［価格や費用］に該当する内容について
ストーリー性を担保しつつ，関連する経済概念の獲得を保証する学習が可能と
なる。さらに，わが国のマグロの生産量と消費量との関係や，世界規模での健
康志向や魚食ブームを背景とした漁獲量の増加 (28)という現実を取り上げ，水
産物の貿易によって生じている諸外国の問題という点に目を向ければ，政府に
よる資源保護（例えば，2010年のワシントン条約）や輸入・輸出規制等，主
として政治・経済に関する諸外国との相互関係についても認識させることがで
きる。例えば，これらの諸問題の解決過程において生じる正負の影響や，持続
可能な水産業 (29 )の実現に向けて取り組まれている解決策を，消費者・生産
者・政府等様々な立場から，獲得した経済概念をもとに多面的・多角的に分析
させる内容構成とすれば，「政府の役割」や「貿易の利益と貿易の制限」等の
新たな経済概念も獲得させることができる。  
このように，近所のスーパー等で普段から目にする身近な食材であるマグロ
を学習対象として取り上げ，授業を展開することは，マグロを窓にして水産業
の「今」と，今日のグローバル化した社会の特質や本質を認識することができ
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る。また，これらの学習を通して子供は，経済概念の獲得及び活用を通して社
会科学的な見方・考え方を育成することが期待される。  
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第３節 単元構成の論理と単元の概要  
 
本節では，第２章第５節で論じた授業構成論をもとに，単元構成の論理と単
元の概要について論じる。  
 
〈第一次〉 スーパーで販売されているマグロの値段が違う理由  
第一次は，「空間的プロセスを認識する段階」である。  
ここでは，スーパーで販売されているマグロの刺身の価格に着目させ，「ど
うして，同じマグロ（同じ量）なのに，価格が違うのだろうか」や「なぜ，大
間産や戸井産のクロマグロは他の産地と比べ，高い値段がつけられているのだ
ろうか」という問いを探究することを通して，価格形成に関わるプロセスと
「市場と価格」，「需要と供給」，「費用と便益」，「希少性」，「付加価値」等の経
済概念の獲得をめざす構成とする。その際，大間（青森県）や戸井（北海道）
の空間的な位置関係や地理的要因等，「コンテナとしての空間」や「空間構造
研究の空間」を認識することもめざす。  
 
〈第二次〉 わが国の水産業が抱える課題とその克服に向けた取り組み  
第二次は，「社会空間の重層性・階層性やスケール間の関係性を認識する段
階」である。ここでは，まずわが国の国土は海で囲まれており，水産資源には
恵まれている環境であるにも関わらず水産物総輸入量が世界一位 (約 272t)で
あるという事実を提示し，「なぜ，日本は大量の水産物を外国から輸入してい
るのだろうか」という問いをナショナル・スケールのみならずグローバル・ス
ケールで捉えさせる構成とする。また，「大量の水産物を外国から輸入するこ
とによって，どのような立場の人にどのような影響がもたらされているのだろ
うか」や「どうして，漁師達はあえて目の大きい網を使って魚を獲ったり，漁
獲量を制限したりしているのだろうか」という問いを探究させることを通し
て，わが国の水産業の現状とそれに係わる人々（漁師や政府）の行為の意味や
その背後に潜む要因を個人と社会の両面から捉えさせることをめざす構成とす
る。また，水産物の輸入によってもたらされる正負の影響を踏まえ，水産業に
係わる生産者（漁師），漁業組合，研究者，政府等，異なる立場の人々が正の
影響を最大化し，負の影響を最小化するためにどのような取り組みを行ってい
るのかについて認識させることをめざす構成とする。その際，それぞれの取り
組みを多面的・多角的に分析させるとともに，異なるスケール間，特に小さい
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ローカル・スケール（漁師や漁業組合）やナショナル・スケール（政府）が，
生き残りをかけて，グローバル・スケールといった大きいスケールに対してど
のような取り組みを行っているのか，わが国の水産業の現状との関係性からも
捉えさせる構成とする。このような構成は，次期（平成 30 年度版）学習指導
要領の改訂に関するワーキンググループの議論 (30)を具体化したものである。  
 
〈第三次〉 持続可能な水産業を実現するための方策  
第三次は，「持続可能な社会空間を創造する段階」である。  
ここでは，日本がたくさんの水産物を外国から輸入することによって，わが
国の消費者や生産者，政府には「よい影響」や「よくない影響」がもたらされ
るという事実を確認した上で，「このような状況を踏まえ，あなたはこれから
の日本の水産業は，どうあるべきだと考えますか」という課題を設定し，その
課題に対して，生産者，政府，研究者等のそれぞれの立場で取り組める（また
は取り組むべきこと）ことを持続可能な水産業の実現という視点から有効だと
考えられる方策について獲得した知識や概念を活用して合理的に判断させるこ
とをめざす構成とする。  
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第４節 第五学年単元「日本の水産業―魚の値段のヒミツとこれから
の水産業―」の授業モデル 
 
第１項 単元名 日本の水産業―魚の値段のヒミツとこれからの水産業―  
 
第２項 単元目標  
〈知識目標〉  
○マグロの価格差や現在のわが国の水産業を取り巻く現状や問題を探究するこ
とを通して，以下の知識を獲得することができる。  
 
A 価格は，需要と供給（消費者ニーズ），希少性，付加価値（ブランド，鮮
度）等の要因によって決定される。（スーパーで売られている）マグロの値
段が違うのは，これらの要因が個々の商品に複合的に反映されているからで
ある。  
 a マグロの値段は，種類や部位の違いによって変わる。種類ではクロマグ
ロが，部位では大トロが高い値段で売られているのは，需要（消費者ニー
ズ）や希少性が高いからである。  
 b マグロの値段は，獲れた場所（産地）によって変わる。築地市場で大間
産（青森）や戸井産（北海道）のクロマグロに高い値段がつけられている
のは，評判が良く（型・鮮度・味），知名度（ブランド化）や需要（消費
者ニーズ）が高いからである。  
  1)  築地市場で大間産（青森）クロマグロに高い値段がつけられている
のは，対馬海流と黒潮が交わる津軽海峡で青魚（イワシやサンマ）を主
食とした「脂のりがよく美味しい」マグロが獲れると評判だからであ
る。さらに，その評判と  “大間産マグロ＝一本釣り”というイメージ
が一緒にメディアを通じて伝えられ，需要が高まっていることも挙げら
れる。  
  2)  築地市場で戸井産（北海道）クロマグロに高い値段がつけられてい
るのは，対馬海流と黒潮が交わる津軽海峡でイカを主食とした「さっぱ
りとした美味しい赤身のマグロ」が獲れると評判だからからである。ま
た，戸井産の場合，マグロ漁獲後の迅速な血抜き処理により，鮮度がよ
く変色しにくい良質のマグロを出荷していることも挙げられる。さら
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に，300kg 以上の大きなマグロが水揚げされることも大きな要因であ
る。  
B 大量の水産物を外国から輸入することによって，様々な立場の人に正負の
影響がもたらされている。生産者や政府及び研究者は，負の影響を最小化
し，正の影響を最大化するために様々な取り組みを行っている。  
 a 日本が大量の水産物を輸入しているのは，日本は世界第六位の水産物消
費国であり，現在の日本の漁獲量では足りないからである。また， 1982
年に採択された国連海洋法条約（いわゆる 200 海里規制）によって漁獲
範囲が決められたことにより遠洋漁業と沖合漁業の漁獲量が減少したから
である。さらに，日本周辺の魚の数や種類が減少したこと等も指摘されて
いる。  
 b 大量の水産物を外国から輸入することによって，政府，消費者，生産者
等に正負の両方の影響がもたらされている。  
  1)  大量の水産物を輸入することによって消費者には，安定供給・安価
購入･選択肢の拡大等が，政府には貿易国との友好関係の構築等の正の
影響がもたらされている  
  2)  大量の水産物を輸入することによって，生産者には獲っても売れな
い状況やそれに伴う収入減少・離職及び就業者人口の減少，高齢化等の
負の影響がもたらされている。  
C 持続可能な水産業を実現するために，生産者（漁師）は，消費者に高価で
も購入してもらえるような質の高い水産物（ブランド化）を出荷し，外国産
との差異化を図ったり，研究者と協力して養殖や栽培漁業等「つくり育てる
漁業」にも力を入れたりしている。さらに，水産資源の保護の視点から，植
樹や魚つき保安林を守る活動，漁獲時期や量，大きさ等の規制に基づく漁の
実施や漁業就業者を確保する取り組みとして若手漁師による水産業の魅力を
伝える活動等も行っている。一方政府は，輸入規制や経済水域内の外国船の
取り締まり，生産者（漁師）の雇用・資金援助等，大量輸入によって生産者
（漁師）にもたらされる負の影響の軽減を図る取り組みを行っている。  
D 今後わが国は，持続可能な水産業の実現するためには，輸入によってもた
らされる負の影響を最小化しつつ，正の影響を最大化できるよう生産者・消
費者・政府がそれぞれの立場で互いに協力し合いながら様々な取り組みを行
っていくべきである。  
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第３項 単元の展開（全１４時間）  
 
〈第一次〉 スーパーで販売されているマグロの値段が違う理由  
※下線部：主発問  T：教師  C：児童  
 時  教師の指示・発問（●）  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される児童の反応  
資料  
空
間
的
プ
ロ
セ
ス
を
認
識
す
る
段
階 
1 
●この表は，有名回転寿
司店三社の「人気寿司
ネタランキング」で
す。第 1 位には全て同
じネタがランクインし
ていました。第 1 位の
寿司ネタは何でしょう
か。  
●日本では，一年間にど
れくらいの量のマグロ
が消費されているの
か，先生が調べてみま
した。  
 
 
●どうして，日本ではこ
んなにマグロを好んで
食べるのだろうか。  
 
 
 
●スーパーで売られてい
るマグロはどのような
ルートで私たちのとこ
ろに届くのだろうか。
資料で調べてみよう。  
 
 
●スーパーで売られてい
るマグロの価格は，生
産者から消費者のとこ
ろまでにかかる様々な
費用や儲け等を踏まえ
て決められます。どの
過程で，どのような費
用がかかると考えられ
ますか。  
 
●生産者や販売者等（輸
送業者や卸売業を含
む）や消費者はそれぞ
れ，マグロの価格がど
うなることを望んでい
るのだろうか。  
 
●これまでの学習を踏ま
え，マグロの価格が決
T：発問する  
 
C：予想する  
 
 
 
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
T：指示する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：調べる  
■三社とも第 1 位はマグロ
である。  
→マグロ，エビ，アジ，イク
ラ等  
 
 
 
 
■平成 22 年に日本で消費さ
れたマグロの量は， 58 万
t である。これは世界の漁
獲量 (208 万 t)の約 1/3 を
日本人が消費しているこ
とになる（世界第 1 位）。  
 
 
→日本周辺でたくさん獲れる
から。  
→昔から食べていたから。  
→日本人の好みに合っている
から。  
 
→生産者（漁師）→輸送業者
→卸売業者→仲卸業者→輸
送業者→販売者→消費者
（私たち）  
 
 
 
→生産者（エサ代，漁具
等），輸送業者（ガソリン
代，高速代等），卸売業
者・仲卸業者・販売者
（儲け・人件費等）（金額
は省略）。  
 
 
 
 
→生産者や販売者等はできる
だけ魚が高く売れること
を望み，消費者はできる
だけ安く購入できること
を望んでいるんじゃない
かな  
 
コ 1-1 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-2 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-3 
 
 
 
 
 
コ 1-4 
 
 
 
 
 
 
コ 1-5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-6 
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まるしくみについて図
にまとめよう。  
■マグロの価格は，「需要と
供給」によって決まる。
またその際，価格は生産
者・卸売業者・輸送業
者・販売者等が生産から
販売までにかかる費用
（エサ代，材料費，輸送
費，人件費）や儲け等を
踏まえて決められてい
る。  
2 
●配布したプリントは，
スーパーで売っていた
2 種類のマグロについ
て，「なぜ，同じマグ
ロ（同じ量）なのに価
格が違うのだろう
か。」という問題に対
して回答してもらった
結果です。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●あなたは，どの意見に
賛成または反対です
か。それぞれの意見に
ついて自分の予想と理
由を書き，話し合いま
しょう。  
●次時からどの予想が正
しいのかを調べていき
ましょう。  
T：学習問題を提
示し，説明す
る  
C：事前調査の内
容を確認する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問・指示す   
 る  
C：話し合う  
 
 
 
T：指示する  
 
 
 
→獲れた場所（産地）が違う
からかな（ 11 名）。  
→上バチまぐろや生キハダま
ぐろのようにマグロの種
類が違うからかな（ 7
名）。  
→「中トロ」や「赤身」等，
部位が違うからかな（ 7
名）。  
→「おいしい」か「おいしく
ない」等，味が違うから
かな（ 5 名）。  
→「白いところ（筋）が無
い」が，B は「白いとこ
ろがある」等，見た目が
違うからかな（ 4 名）。  
→「新鮮」，「新鮮でない」
等，新鮮さが違うからか
な（ 4 名）。  
→獲れるマグロの「大きさ」
が違うからかな（ 2 名）。  
→魚を獲った場所から売る場
所までの「運んだ距離」
やそれにかかるお金（費
用）が違うからかな（ 1
名）。  
 
 
→省略  
資 2-1 
 
 
3 
●マグロの価格は，種類
や部位の違いによって
変わるのだろうか。  
 
 
●マグロの種類の違いと
価格は関係があるのだ
T：学習問題を提
示する  
C：予想を確認す
る  
 
T：発問・指示す    
 る  
 
 
→省略  
 
 
 
コ 3-1 
～  
コ 3-3 
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ろうか。主なマグロの
種類（特質を含む）と
その価格（平均取引価
格［ 1kg/円］を調べて
みよう。  
 
 
 
●部位の違いと価格は関
係があるのだろうか。
一般的に食べられてい
るマグロの部位と価格
（ 100g/円）を調べて
みよう。  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
T：発問・指示す   
 る  
C：調べる  
 
 
 
■クロマグロ… 3493 円，イ
ンドマグロ… 2327 円，メ
バチマグロ… 974 円，キ
ハダマグロ… 888 円，ビ
ンナガマグロ… 420 円 (築
地市場 HP より， 2012 年
10 月 19 日閲覧 )。  
 
 
 
■大トロ… 4000 円，中トロ
… 2300 円，赤身… 1500
円，かまトロ… 3150 円，
脳天（頭肉）… 630 円，
ほほ肉… 473 円 (黒門市場
HP より， 2012 年 10 月
19 日閲覧 )。  
資 3-1 
資 3-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-4 
コ 3-5 
4 
●マグロの価格は，種類
や部位の違いによって
変わると言えるのだろ
うか。  
 
 
 
 
●なぜ，種類ではクロマ
グロが，部位では大ト
ロが高い価格で売られ
ているのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
●江戸時代，大トロは，
“猫またぎ ”と呼ばれ，
捨てられていました。
どうして，その後人々
に食べられるようにな
り，高級品となったの
だろうか。  
 
 
 
 
●学習したことをまとめ
よう。  
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
 
 
 
→マグロの価格は，種類や部
位の違いによって変わ
る。  
■最も価格の高い種類はク
ロマグロ（本マグロ）
で，部位では大トロであ
る。  
 
→他のマグロと比べて獲れる
量が少ないからかな。  
→「買いたい」という人が多
いからかな。  
■我が国の魚種別マグロ類
漁獲量 (2010 年 )による
と，クロマグロの漁獲量
は， 0.4 万 t/17.9 万 t と最
も少ない。  
 
 
→食べてみたら意外と美味し
かったということが庶民
に広まったから。  
■大トロは，江戸時代には
“猫またぎ ”と呼ばれ，捨て
られていたが，食生活の
洋風化や冷凍技術の進化
のおかげで美味しく食べ
られるようになり，需要
が高まった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-1 
コ 4-2 
 
 
 
 
 
 
コ 4-3 
～  
コ 4-6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-7 
【知識 A-a】  
マグロの値段は，種類や部位の違いによって変わる。種類ではクロマ
グロが，部位では大トロが高い値段で売られているのは，需要（消費者
ニーズ）や希少性が高いからである。  
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5 
●マグロの価格は，獲れ
た場所（産地）の違い
によって変わるのだろ
うか。  
●産地の違いによって，
価格は違うのだろう
か。資料をもとに調べ
てみよう。  
 
 
 
 
 
 
 
●なぜ，大間（青森）や
戸井（北海道）のクロ
マグロは他の産地のマ
グロに比べ，高い値段
がつけられているのだ
ろうか。  
 
●大間（青森）や戸井
（北海道）のクロマグ
ロの漁獲方法を調べて
みよう。  
T：学習問題を提
示する  
 
 
T：発問・指示す   
 る  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問・指示す  
 る  
C：予想する  
 
 
 
 
T：指示する  
C：調べ，発表す  
 る  
 
 
 
 
 
 
■築地市場での過去最高の
落札価格は，大間クロマ
グロ… 5694 万円 (269kg) 
(2012 年 1 月 5 日 )戸井ク
ロマグロ… 3249 万円
(342kg) (2011 年 1 月 5
日 )である。ともに築地市
場の初競りにて。  
 
 
 
→漁獲場所が関係しているん
じゃないかな。  
→マグロの獲り方に関係があ
るんじゃないかな。  
 
 
→大間では，一本釣りでマグ
ロを獲っているんだね。
でも戸井は，延縄漁法な
んだね。  
→大間と戸井って，ほぼ同じ
場所（黒潮と対馬海流が
交わる位置）でマグロが
獲れるんだね。  
→「美味しい」マグロが獲れ
るのかな。  
■日本国内では，戸井（北
海道），大間（青森），塩
釜（宮城），勝浦（和歌
山），土佐清水（高知），
境（鳥取），油津（宮崎）
等が主な水揚げ港（産
地）として有名である。
マグロの主な漁獲方法に
は，延縄漁法，巻き網漁
法，一本釣り漁法の三つ
がある。  
コ 5-1 
～  
コ 5-3 
 
 
 
コ 5-4 
資 5-1 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-5 
～  
コ 5-7 
 
 
 
 
資 5-2 
 
6 
●なぜ，築地市場で大間
（青森）クロマグロに
高い値段がつけられた
のだろうか。  
 
●大間（青森）で行われ
ている一本釣りの様子
（テレビ番組）を見
て，分かったこと書き
なさい。  
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
T：指示する  
C：発表する  
 
 
 
 
 
→「美味しい」と評判だから
かな。  
→あまり獲れないからかな。  
 
 
→大きなクロマグロを苦労し
て一本釣りしているよう
だが，どうやらそれが高
い値段がつけられている
理由ではなさそうだ。  
省略  
 
 
 
 
省略  
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●マグロ卸売り業者（黒
門マグロ卸専門店）の
高橋さんの話を読ん
で，大間クロマグロに
高い値段が付けられる
理由をまとめなさい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●なぜ，築地市場で戸井
（北海道）クロマグロ
に高い値段がつけられ
たのだろうか。  
 
 
●資料を読んで，大間ク
ロマグロの場合（高い
値段が付けられる理
由）と比べながらまと
めよう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●なぜ，大間（青森）や
戸井（北海道）で獲れ
たクロマグロをわざわ
ざ築地市場（東京）ま
で運ぶのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：調べ，まとめ  
 る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
T：指示する  
C：調べ，まとめ  
 る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■築地市場で大間産（青
森）クロマグロに高い値
段がつけられているの
は，対馬海流と黒潮が交
わる津軽海峡で青魚（イ
ワシやサンマ）を主食と
した「脂のりがよく美味
しい」マグロが獲れると
評判だからである。さら
に，その評判と  “大間産
マグロ＝一本釣り”とい
うイメージが一緒にメデ
ィアを通じて伝えられ，
需要が高まっていること
も挙げられる。  
 
 
 
→巨大なマグロだったから。  
→競りで高い値段を払ってで
も欲しい人がたくさんい
たから。  
 
 
■築地市場で戸井産（北海
道）クロマグロに高い値
段がつけられているの
は，対馬海流と黒潮が交
わる津軽海峡でイカを主
食とした「さっぱりとし
た美味しい赤身のマグ
ロ」が獲れると評判だか
らからである。また，戸
井産の場合，マグロ漁獲
後の迅速な血抜き処理に
より，鮮度がよく変色し
にくい良質のマグロを出
荷していることも挙げら
れる。さらに， 300kg 以
上の大きなマグロが水揚
げされることも大きな要
因である。  
 
 
→地元で売るより，東京で売
った方が高い値段で売れ
るから。  
■築地市場まで運ぶのは，
築地市場のある東京は国
内の流通拠点であり，人
口や飲食店が多い大消費
地なので，地元に卸すよ
りも（費用を掛けてで
も）築地市場まで運んだ
 
資 6-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-1 
～  
コ 6-3 
 
 
 
資 6-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
- 93 - 
 
 
 
●学習したことをまとめ
よう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
方が，高値で取引される
可能性が高いからであ
る。  
 
 
 
 
コ 6-5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識 A-b】  
マグロの値段は，獲れた場所（産地）によって変わる。築地市場で大
間産（青森）や戸井産（北海道）のクロマグロに高い値段がつけられて
いるのは，評判が良く（型・鮮度・味），知名度（ブランド化）や需要
（消費者ニーズ）が高いからである。  
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〈第二次〉 わが国の水産業が抱える課題とその克服に向けた取り組み  
※下線部：主発問  T：教師  C：児童  
 時  教師の指示・発問（●）  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される児童の反応  
資料  
社
会
空
間
の
重
層
性
・
階
層
性
や
ス
ケ
ー
ル
間
の
関
係
性
を
認
識
す
る
段
階 
7 
● “日本の台所 ”と呼ばれ
ている築地市場には，
マグロの他にどのよう
なものが，どこから
（どこの国）どれくら
い運ばれてきているの
だろうか。資料をもと
に調べよう。  
 
 
 
 
 
●わが国の水産物総輸入
量の 272 万 t というの
は，世界で何位なのだ
ろうか。  
 
 
●なぜ，日本は大量の水
産物を外国から輸入し
ているのだろうか。  
 
 
 
 
 
●日本人は，一年間にど
れくらいの水産物を食
べているのだろうか。
資料をもとに調べなさ
い。  
T：発問し，指示
する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
■築地市場には，チリ・ノ
ルウェー・台湾・アメリ
カ・韓国・中国・ロシ
ア・ベトナム等，世界各
国から，主にサケ・マ
ス・マグロ・カツオ・エ
ビ等が運ばれている。
2010 年度の水産物総輸入
量は 272 万 t，輸入額は 1
兆 3709 億円であった。  
 
 
→第 1 位  
→第 10 位等  
■水産物総輸入量が 272 万 t
は，世界で第 1 位であ
る。  
 
→日本人はたくさんの魚を食
べるので，日本の漁獲量
だけでは足りないからか
な。  
→日本の周りではあまり魚が
獲れないからかな。  
 
 
■日本人は，一年間に平均
で一人あたり約 70kg の水
産物を食べているんだ
ね。これはアメリカやカ
ナダ等の 2 倍以上の量に
あたるんだね（世界第 4
位）。  
資 7-1 
 
コ 7-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-2 
資 7-2 
 
 
 
 
 
 
 
省略  
8 
●日本の場合，生産量
（漁獲量）に対して消
費量は足りているのだ
ろうか。  
 
 
 
● “200 海里水域 ”とは何
か。 “200 海里水域 ”の
取り決めによって日本
は，どのような影響を
受けたのだろうか。  
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べて，予想
する  
 
 
 
 
 
 
→日本の場合，生産量（漁獲
量）に対して消費量は足
りていない。だから，水
産物を輸入しているんだ
ね。ヒントは教科書にあ
りそうだね。  
 
→この取り決めによって，日
本は遠くで漁を行う遠洋
漁業と沖合漁業の漁獲量
が減少したんじゃないか
な。  
■ “200 海里水域 ”とは，
1977 年に採択された国連
コ 8-1 
 
 
 
 
 
 
 
教科書  
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●漁獲量に対する消費量
の差や “200 海里水域 ”
の他に日本が外国から
大量の水産物の輸入し
ている理由はあるのだ
ろうか。  
 
●学習したことをまとめ
よう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
T：指示する  
海洋法条約で，沿岸から
200 海里（約 370km）の
範囲では自由に漁を行っ
ても良いが，その範囲を
越えて勝手に漁をしては
いけないというルールで
ある。  
 
→昔に比べ，日本の周りで獲
れる魚の数や種類が減少
したことも関係している
んだね。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-2 
 
 
 
 
 
コ 8-3 
 
9  
●大量の水産物を外国か
ら輸入することによっ
て，どのような立場の
人にどのような影響が
もたらされているのだ
ろうか。  
 
●大量の水産物を輸入す
ることによって，どの
ような立場の人に，ど
のような「良い影響」
がもたらされているの
だろうか。資料をもと
に調べよう。  
T：学習問題を提
示する  
 
 
 
 
 
T：発問し，指示
する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■大量の水産物を輸入する
ことによって消費者に
は，安定供給・安価購入･
選択肢の拡大等が，政府
には貿易国との友好関係
の構築等の正の影響がも
たらされている。  
コ 9-1 
コ 9-2 
 
 
 
 
 
 
 
資 9-1 
 
10  
●なぜ，外国産（エビや
タコ等）は遠くから運
んでいるのに，国産産
の物より安い価格で売
られているのだろう
か。  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→人件費が安いからかな。  
→日本に比べ，魚がたくさん
獲れるからかな。  
■国産より外国産の水産物
の方が安いのは，人件費
等の生産コストが安く，
大量の水産物が安定的に
獲れること（養殖も含
む）。さらに，輸送技術や
冷凍技術の発達により，
遠方からでも鮮度を保っ
たまま運ぶことができる
コ 10-1 
 
 
 
コ 10-2 
～  
コ 10-7 
 
 
 
 
 
 
 
【知識 B-a】  
日本が大量の水産物を輸入しているのは，日本は世界第 6 位の水産物
消費国であり，現在の日本の漁獲量では足りないからである。また，
1982 年に採択された国連海洋法条約（いわゆる 200 海里規制）によって
漁獲範囲が決められたことにより遠洋漁業と沖合漁業の漁獲量が減少し
たからである。さらに，日本周辺の魚の数や種類が減少したこと等も指
摘されている。  
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●大量の水産物を輸入す
ることによって，どの
ような立場の人に，ど
のような「良くない影
響」がもたらされてい
るのだろうか。資料を
もとに調べなさい。  
 
 
 
●学習したことをまとめ
よう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
ようになったことが挙げ
られる。  
 
 
■大量の水産物を輸入する
ことによって生産者に
は，獲っても売れない状
況やそれに伴う収入減
少・離職及び就業者人口
の減少，高齢化等の負の
影響がもたらされてい
る。  
 
 
 
 
資 10-1 
 
11 
●今後，さらに大量の水
産物を外国から輸入し
続けると，どのような
状態が予想されます
か。  
 
 
 
 
 
 
●生産者・消費者・政府
等，様々な立場の人達
にとって望ましい水産
業の状態とはどのよう
な状態だろうか。ま
た，その状態を保つた
めに，どのような立場
の人が，どのような取
組みを行っているのだ
ろうか。  
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：学習問題を提
示する  
C：予想する  
 
 
→日本の漁師の就業者人口が
さらに減り続けると，将
来，国産の水産物を食べ
られなくなるかもしれな
い。  
→今よりも水産物の輸入量が
増え，さらに生産者に負
担がかかるのではないか
な。  
 
 
 
→消費者や政府にもたらされ
ている「良い影響」が保
たれつつ，生産者にもた
らされている「良くない
影響」が適度に解消され
る状態かな。  
コ 11-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 11-2 
～  
コ 11-8 
資 11-1 
 
12  
●どうして，漁師達はあ
えて目の大きい網を使
って魚を獲ったり，漁
獲量を制限したりして
いるのだろうか。  
 
 
●持続可能な水産業を実
現するために，生産者
や研究者はどのような
取組みを行っているの
だろうか。資料をもと
に調べなさい。  
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
T：発問し，指示
する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
→小さい魚を獲りすぎるこ
とで大きい魚が獲れなく
なってしまうからかな。  
→限りある資源を大切にす
るためかな。  
 
 
 
■生産者は，持続可能な水
産業を実現するために，
魚がこれ以上減らないよ
うに漁獲時期や量，獲る
魚の大きさ等を決めて漁
 
資 12-1 
 
 
 
 
 
 
 
資 12-2 
【知識 B-b】  
大量の水産物を外国から輸入することによって，政府，消費者，生産
者等に正負の両方の影響がもたらされている。  
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●持続可能な水産業を実
現するために，政府は
どのような取組みを行
っているのだろうか。
資料をもとに調べよ
う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●学習したことをまとめ
よう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問し，指示
する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
を行ったり，海の資源を
豊かにするために山に植
樹をしたり，消費者に高
価でも購入してもらえる
ような質の高い水産物を
出荷したり，研究者と協
力して養殖や栽培漁業等
「つくり育てる漁業」に
も力を入れたりしている
んだね。また，高齢化が
これ以上進まないように
するため積極的に若い人
達に漁師の魅力を伝える
活動もしているんだね。  
 
 
 
■政府は，持続可能な水産
業を実現するために，外
国と話合いをして輸入量
を決めたり，水産物の消
費量が増えるよう消費者
に呼びかけたりしている
んだね。他にも生産者に
金銭面で支援したり，漁
村の魅力や漁師の魅力を
HP 等で伝えたりする取組
み等も行っているんだ
ね。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識 C】  
持続可能な水産業を実現するために，生産者は，消費者に高価でも購
入してもらえるような質の高い水産物（ブランド化）を出荷し，外国産
との差異化を図ったり，研究者と協力して養殖や栽培漁業等「つくり育
てる漁業」にも力を入れたりしている。さらに，水産資源の保護の視点
から，植樹や魚つき保安林を守る活動，漁獲時期や量，大きさ等の規制
に基づく漁の実施や漁業就業者を確保する取組みとして若手漁師による
水産業の魅力を伝える活動等も行っている。一方，政府は輸入規制や経
済水域内の外国船の取り締まり，生産者の雇用・資金援助等，大量輸入
によって生産者にもたらされる負の影響の軽減を図る取り組みを行って
いる。  
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〈第三次〉 持続可能な水産業を実現するための方策  
※下線部：主発問  T：教師  C：児童  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 時  教師の指示・発問（●）  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される児童の反応  
資料  
持
続
可
能
な
社
会
空
間
を
創
造
す
る
段
階 
13  
 
14  
●これまでの学習（外国
からたくさんの水産物
を輸入している理由，
輸入によってもたらさ
れる政府の影響，持続
可能な水産業を実現す
るための取り組み等）
を振り返りましょう。  
●日本がたくさんの水産
物を外国から輸入する
ことによって，我が国
の消費者や生産者，政
府には「よい影響」や
「よくない影響」がも
たらされます。このよ
うな状況を踏まえ，あ
なたはこれからの日本
の水産業は，どうある
べきだと考えますか。
持続可能な水産業の実
現という視点を踏ま
え，自分の考えを書き
なさい。また，なぜそ
う考えるのか，その理
由も書きなさい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：発表する  
 
 
 
 
 
 
T：学習問題を提   
示する  
C：意見を整理
し，話し合う  
 
→省略  
 
 
 
 
 
 
 
 
→日本はこれから，外国か
ら大量の水産物を輸入し
なくても大丈夫なよう
に，政府の援助を得なが
ら研究者や漁師が中心と
なって養殖に力を入れ，
魚を安定的に生産し，提
供していくべきだと思
う。  
→日本はこれまでのよう
に，輸入を続けつつ，輸
入量が増えすぎたり，減
りすぎたりしないように
資源保護の留意しながら
バランスを考えて漁を行
っていくべきだと思う。  
資 13･
14-1 
～  
資 13･
14-4 
 
 
 
資 13･
14-5 
 
 
 
 
 
 
【知識 D】  
今後わが国は，持続可能な水産業の実現するためには，輸入によって
もたらされる負の影響を最小化しつつ，正の影響を最大化できるよう生
産者・消費者・政府がそれぞれの立場で互いに協力し合いながら様々な
取り組みを行っていくべきである。  
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第４項 授業の実際 
ここでは，実験授業で実際に使用した授業コンテンツ及び配付資料，ワーク
シートを示す。  
 本実践では，前節で示した授業モデルに従いデジタルコンテンツ（以下：授
業コンテンツ）を作成し，電子黒板を活用して展開した。ソフトウェアは，ス
マートノートブック (31 )を使用した。また，調べ活動等で使用する資料は，予
め教師側で加工した資料を与え，展開した。  
 各時間に使用した授業コンテンツ及び配付資料は，次の通りである。  
 
 
《第 1 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-1                  コ 1-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-3                  コ 1-4 
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コ 1-5                  コ 1-6  
 
《第 2 時》  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 2-1 予想（仮説）集計シート 
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《第 3 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-1                  コ  3-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-3                  コ  3-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-5                        
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資 3-1 マグロの種類と値段（ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 3-2 マグロの種類と値段 
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《第 4 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-1                                   コ  4-2 
                   
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-3                  コ  4-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-5                  コ  4-6 
 
                       
 
 
 
 
 
 
コ 4-7 
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《第 5 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-1                                   コ  5-2 
                   
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-3                  コ  5-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-5                  コ  5-6 
 
                       
 
 
 
 
 
 
コ 5-7 
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資 5-1 築地市場「産地別取引価格表」 ,2012 年 .（省略）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 5-2 大間産と戸井産クロマグロの比較（表） 
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《第 6 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-1                                   コ  6-2 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-3                  コ  6-4 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-5        
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資 6-1 大間産クロマグロに高値がつく理由  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 6-2 戸井産クロマグロに高値がつけられる理由  
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《第 7 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-1                                   コ  7-2 
 
                   
 
 
 
 
 
コ 7-3                  コ  7-4 
 
 
 
 
 
 
 
資 7-1 日本の生産量と輸入量の割合（平成 20 年） 
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資 7-2 日本が大量の水産物を輸入している理由  
 
《第 8 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-1                                   コ  8-2 
                   
 
 
 
 
 
 
コ 8-3                   
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《第 9 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 9-1                                   コ  9-2 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 9-1 輸入によってもたらされる正の影響  
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《第 10 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-1                                   コ 10-2 
                   
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-3                 コ  10-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-5                 コ  10-6 
 
                       
 
 
 
 
 
 
コ 10-7 
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資 10-1 輸入によってもたらされる負の影響 
 
《第 11 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 11-1                                   コ  11-2 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 11-3                  コ  11-4 
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コ 11-5                 コ  11-6 
  
 
                       
 
 
 
 
 
 
コ 11-7                                  コ  11-8 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 11-1 予想（仮説）シート 
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《第 12 時》  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 12-1 持続可能な水産業を実現するための取り組み（生産者）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 12-2 持続可能な水産業を実現するための取り組み（政府）  
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《第 13・14 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 13・14-1                            コ  13・14-2 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 13・14-3                            コ  13・14-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 13・14-5 
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第５節 授業実践の成果 
 
 本節では，獲得させたい知識をもとに設問を作成し，授業後の子供の認識内
容を把握する（実施日 2012 年 12 月 19 日）。具体的には，筆者が授業を通し
て「獲得させたい知識（【説明的知識】，【概念的知識】，【規範的知識】）」を設
問として配列し，評価基準をもとに学習後の子供の認識内容を質的に分析する
（表３－１）。  
 
第１項 評価基準と評価問題  
 
表３－１ 設問と評価基準及び集計結果  
No. ねらい  設問  
評価基準  
A：十分満足できる  
B：概ね満足できる  
C：不十分である  
集計結果  
1 
価格差が生
じている理
由に関し
て，「希少
性」，「付加
価値（生産
性）」，「需
要と供給」
を関連づけ
て説明する
ことができ
る。  
マグロの中でも，種
類ではクロマグロ
が，部位では大トロ
が最も高い価格で売
られているのは，ど
うしてでしょうか。  
A：「需要と供給」と「希少性」の両
方を関連づけて説明できている。  
B：「需要と供給」か「希少性」のい
ずれかを踏まえて説明できてい
る。  
C：説明できない。  
A： 13 名  
B：  3 名  
C：  2 名  
2 
大間（青森）や戸井
（北海道）で獲れた
クロマグロは，一般
的なマグロより高値
で取引されていま
す。その理由はなぜ
でしょうか。  
A：「需要と供給」と「付加価値」の
両方を関連づけて説明できてい
る。  
B：「需要と供給」と「付加価値」の
いずれかを踏まえて説明できてい
る。  
C：説明できない。  
A：  9 名  
B：  7 名  
C：  2 名  
3 
流通に関し
て，「費
用」をかけ
て遠方まで
運ぶ理由
（マグロ以
外の事例）
を「需要と
供給」と関
連づけて説
明すること
ができる。  
大間や戸井で獲れた
マグロのように，神
津島で獲れた伊勢エ
ビも地元でも消費さ
れますが，多くは築
地市場（東京）まで
運び，そこで売られ
ます。どうして，わ
ざわざ人件費や輸送
費等をかけてまで，
築地市場に運ぶので
しょうか。  
A：「費用」をかけて，大消費地まで
運ぶ理由を「需要と供給」と関連
づけて説明できている。  
C：説明できない。  
A： 17 名       
C：  1 名  
4 
日本が大量
の水産物を
輸入してい
る主な理由
を説明する
ことができ
る。  
右のグラフは，わが
国の水産物の輸入量
（年間）を表してい
ます。どうして，日
本は年間 270 万 t 以
上の水産物を外国か
ら輸入しているので
しょうか。考えられ
る理由を書きなさ
い。  
A：日本が大量の水産物を輸入して
いる主な理由について，全て説明
できている。  
B：日本が大量の水産物を輸入して
いる主な理由について， 1～ 2 つ程
度説明することができている。  
C：説明できない。  
A：  4 名  
B： 14 名  
C：  0 名  
5 
輸入による
正負の影響
を生産者・
消費者・政
たくさんの水産物を
外国から輸入するこ
とによって，どのよ
うな立場の人に，ど
のような「良い影
A：輸入によってもたらされる正の
影響について，消費者及び政府の
立場から全て説明することができ
ている。  
A：  9 名  
B：  9 名  
C：  0 名  
- 117 - 
府の立場か
ら説明する
ことができ
る（「貿易
の利益と貿
易の制
限」，「政府
の役割」）。  
響」がもたらされる
のでしょうか。  
B：輸入によってもたらされる正の
影響について，消費者及び政府の
立場から 1～ 2 程度ずつ説明する
ことができている。  
C：説明できない。  
6 
たくさんの水産物を
外国から輸入するこ
とによって，どのよ
うな立場の人に，ど
のような「良くない
影響」がもたらされ
るのでしょうか。  
A：輸入によってもたらされる負の
影響について，全て説明すること
ができている。  
B：輸入によってもたらされる負の
影響について， 1～ 2 程度説明する
ことができている。  
C：説明できない。  
A： 10 名  
B：  8 名  
C：  0 名  
7 
持続可能な
水産業を実
現するため
の取り組み
について説
明したり，
それを判断
材料として
今後のわが
国の水産業
のあり方
（貿易）に
関して，合
理的に判断
したりする
ことができ
る。  
たくさんの水産物を
輸入することによっ
て，様々な立場の人
に，「良い影響」と
「良くない影響」の
両面の影響がもたら
されます。それで
は，「良い影響」を
できるだけ大きく
し，「良くない影
響」をできるだけ小
さくするために，生
産者（漁師・研究者
を含む）や政府はど
のような取り組みを
行っているでしょう
か。  
A：持続可能な水産業を実現するた
めの生産者及び政府の取り組みに
ついて，  八割以上（各 4～ 5 程
度）の説明することができてい
る。  
B：持続可能な水産業を実現するた
めの生産者及び政府の取り組みに
ついて，  三割以上七割未満（各 2
～ 3 程度）の説明することができ
ている。  
C：持続可能な水産業を実現するた
めの生産者及び政府の取り組みに
ついて，  二割未満（各 0～ 1 程
度）の説明することができてい
る。   
A： 12 名  
B：  6 名  
C：  0 名  
8 
あなたはこれからの
わが国の水産業あり
方について，次のど
の意見に賛成します
か（意見，省略）。
下の三人の意見を読
み，自分の考えに近
いものを一つ選びな
さい。また，なぜそ
れを選んだのか理由
を説明しなさい。  
A：今後のわが国の水産業のあり方
について，持続可能な水産業の実
現という視点（輸入によってもた
らされる正負の影響や持続可能な
水産業の実現するための取り組
み）から合理的に判断することが
できている。  
C：今後のわが国の水産業のあり方
について，持続可能な水産業の実
現という視点（輸入によってもた
らされる正負の影響や持続可能な
水産業の実現するための取り組
み）から判断することができてい
ない。  
A： 18 名          
C：  0 名  
（筆者作成）  
 
第２項 評価結果 
表３－2 の結果が示すように，18 名の子供の評価結果からではあるが，全
ての設問について概ね九割が B 以上の評価に該当する回答をしていることか
ら，開発した単元計画や計画に基づき実践した授業が，ある程度有効であった
ことが示唆された。しかし，一割以上の子供が C の認識に留まった設問や，  
A の到達度が過半数に満たなかった設問については，検討する必要がある。  
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第３項  考 察 
 ここでは上記の結果を踏まえ，設問 1・2・4 に該当する授業計画や授業実
践の分析を通して，授業改善の視点を導出する。  
設問 1 及び 2 は，市場における価格形成に関する内容である（第 3～6
時）。結果を踏まえ，知識や概念を獲得させる過程において，関連する内容を
納得的に理解させたり，獲得した知識や概念を活用して他の事例を説明させた
りする機会や場が十分に設定されていなかったことが，一割以上の子供を C
の認識に留めた原因と考えられる。改善の方向性としては，価格が「希少性」
や「付加価値」，消費者ニーズを要因として「需要と供給」の関係によって決
められることをマグロ以外の事例で説明させる内容構成としたり，子供同士の
話し合いや討論を通して，素朴概念（例えば「価格は費用で決まる」）を乗り
越える理論を発見させたりする学習活動を組み込むことが考えられる (32)。ま
た，他にも価格が形成されるプロセスを納得的に認識させる方法としてシミュ
レーション等の体験的な活動を組んだり，獲得させたい概念を構造的に関連づ
けて展開したりすることも有効であろう。  
設問 4 は，わが国が大量の水産物を輸入している理由に関する内容である
（第 7～8 時）。結果を踏まえ，三つの要因を並列に扱ってしまったことが多
くの子供を B の認識に留めてしまった原因と考えられる。改善の方向性とし
ては，それぞれの要因が他の地理的スケールとどのように関わっているのかを
関連的に捉えさせて展開する必要性が指摘できる。具体的には，わが国の水産
物の消費量は他国に比べて多いことや，内訳では消費量が生産量を上回ってい
るという事実を確認した上で，「なぜ，日本は（自国の）消費量分を確保しな
いのか」と問い，考えさせることを通して，実際には「確保しない」のではな
く，「確保できない」という現実（結果）を提示し，その理由（原因）である
「200 海里経済水域による漁獲制限」や「日本近海の漁獲量（種類）の減少」
等の要因をスケール間の関係性を視点に捉えさせることが有効ではないかと考
えられる。  
今後は，導出したこれらの授業改善の視点に基づき，改善授業モデルを開発
し，その有効性を引き続き検証していくとともに，ポストテストで使用した評
価問題及び評価基準についても，内容や方法に関する妥当性を検討し，必要に
応じて修正を図り，精緻化していく必要がある。  
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第４章 グローバル化した社会の認識形成をめざす観光産業学習  
 
本章では，第２章で提起した授業構成論をもとに，グローバル化した社会の
認識形成をめざす観光産業学習の授業モデルを開発し，その有効性を検証す
る。  
 
第１節 問題の所在 
 
グローバル化した社会の特質や本質を認識させるためには，第三次産業では
どのような題材を取り上げ，どのように授業を構成すればよいのだろうか。  
本章では，上記の問いに対して観光産業に着目するとともに，授業開発及び
実験授業を通して，有効性を検証する。  
近年，社会科教育において観光を取り上げた実践が多数みられるようになっ
た。そもそも観光が教育の分野において注目されるようになった背景には，二
つの要因が指摘されてきた。第一に，現代観光が時代の趨勢を反映する社会現
象として捉えられ，その現実が広く認識されるようになってきたこと，そして
第二に，1960 年以降，世界規模での観光需要の増大に伴い，観光開発の進展
によって環境破壊や文化変容，社会・経済問題等 (1)，看過できない状態になっ
た現実をふまえ，これら現実の克服を目指す “持続可能な観光 (sustainable 
tourism) (2)”の理念を普及させる必要性が叫ばれるようになったことである。
これらの要因を踏まえ，今日では観光に関する必要な知識を獲得させ，観光に
おける「よき」ゲストと「よき」ホストの育成をめざす観光教育の重要性が指
摘されるようになった (3)。これまで観光教育は，一般的に観光事業や観光行政
の人材育成に必要となる実務的な知識や技能の修得を目指す職業教育（＝観光
実務教育）として捉えられてきた (4)。しかし，近年では，観光需要が増大し続
けている現代社会の状況を鑑み，多くの人々が「ゲスト」や「ホスト」となる
可能性の高さや持続可能な観光の実現をめざす人材育成の必要性から観光基礎
教育として初等教育段階から取り組むべきものとして捉えられている (5)。具体
的には，観光現象の “学術的 “知識（観光研究の成果）の獲得を通して，観光の
全体像を科学的に見渡せるようになることが目標として掲げられている (6)  。  
現在では，観光庁や TOSS (7)が主体となって展開している観光立国教育 (8)，
さらに『小学校学習指導要領解説  社会編』 (9)に「観光」という文言が新たに
記載されたことにより，本格的に社会科教育の中で観光が取り上げられるよう
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になった。しかし，実際に教科書 (10)を見てみると，程度の差こそあれ「沖縄
県や北海道には多くの観光客が訪れている。」といった事実を表面的に理解す
るに留まっている。また，教科書の内容記述に基づき観光を取り上げた授業実
践も，そのほとんどが「○○県はどのようなところだろうか」 (11)という問い
をもと，地域の特質を把握するための視点（産業，交通，人口や人々のくらし
等）として，観光が取り上げられており，教科書の取り上げ方とほとんど大差
ない扱いとなっている。これらの学習では，観光を通じて社会のしくみやシス
テム等を認識する内容となっていない。一方，観光立国教育の理念 (12)に基づ
いた実践では，「自分の地域には，どのような観光資源があるのかインターネ
ットで調べよう」 (13)や「日本ってどんな国なのか。また，外国人に日本を紹
介するならどんな場所があるか」 (14)といった問いをもとに，外国人観光客の
誘致に向けてわが国の国土に内在する観光資源について観光パンフレット等の
資料をもとに調べさせ，観光パンフレットにまとめることを通して，わが国の
素晴らしさを再認識させることをねらいとする授業が顕著に見られる。このよ
うな実践の多くは，郷土愛や愛国心の育成をめざして観光が取り上げられてい
る点に特質を見いだすことができる。一方，これらの特質を社会科教育の目標
に照らし合わせて分析すると，社会認識形成の視点に関しては，わが国や地域
のよさを発見するために様々な視点からのアプローチがなされているが，その
結果として獲得される知識の質が記述的な内容に留まっており，このような学
習にどれだけたくさんの時間を費やしたとしても，社会の仕組みやシステムを
認識することができない点に課題が見いだされる。また，先述したドイツ地理
教育における四つの空間概念を視点にこれらの実践を分析すれば，対象とする
観光地の特質を認識させる構成（「コンテナとしての空間」）とはなっている
が，空間的な位置関係や広がり（「空間構造研究の空間」），立場の違いによる
認識の仕方の違い（「認知地理学の空間」），さらに対象とする地域社会が，ど
のような過程を経て，どのように観光地と認識されるに至ったのか，そのプロ
セスを認識させる構成（「情報伝達と行動に関する要素としての空間」）になっ
ておらず，観光地が表面的かつ所与のものとして取り上げられるに留まってい
る点も課題として指摘できる。  
一方，市民的資質育成の視点に関しては，観光を視点に地域の良さを認識さ
せることが企図されているため，緩やかながらも特定の価値観を注入する思想
教育と化している点に課題が見いだされる。本来，愛国心や郷土愛は客観的か
つ科学的な社会認識形成を通して育成されるものであろう。特に，観光立国教
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育の論理に基づき展開されている実践の多くは，社会事象のよい面だけを一面
的に取り上げ，理解させようとすることによって，結果的に子供の認識を閉ざ
すものとなっている。それゆえ，社会に内在する問題やその原因について思考
したり，まして解決策を考えたりする資質や能力を育成することができない点
に課題が見いだされる。すなわち，子供が社会（地域）を肯定的に認識するこ
とはあっても，社会（地域）を批判的に検討する機会が保証されていないた
め，社会（地域）のシステムや仕組み，内在する問題等，社会科で本来，形成
すべき認識が不十分となり，その結果，社会の本質を認識しないまま学習を終
えてしまう危険性を孕んでいる。  
このようなわが国の観光を取り上げた授業実践に対して，イングランド地理
教育における「産業学習」では，観光が第三次産業の一事例（観光産業）とし
て取り上げられており，観光産業が拡大した理由や観光がもたらす正負の影響
に関する認識形成を踏まえ，持続可能な観光を実現するための方策について合
理的に判断する能力の育成をめざす展開となっていた。このような展開は，わ
が国の社会科教育の目標達成に寄与する内容構成として注目に値する。しか
し，第 2 章で論じたように空間次元（ドイツ地理教育における四つの空間概
念）を視点に学習内容を分析してみると，観光空間が所与のものとして取り上
げられており，観光空間が人間や社会によって作り出されたものとして，それ
がどのように形成されるのかといった地理学や社会学における空間論研究の成
果をもとに認識形成する構成となっていない点に課題が見いだされる。  
 今日のグローバル化した社会の特質や本質を認識させるためには，地理的ス
ケールの論理に基づき，社会空間の重層性や階層性，空間的プロセスという視
点から社会を読み解かせる学習を展開することが重要である。以上のような問
題意識を踏まえ，本章では，観光（産業）を事例に今日のグローバル化した社
会の認識形成をめざす産業学習の授業モデルを開発する。  
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第２節 観光産業学習で獲得させたい知識と学習対象の検討  
 
第１項 獲得させたい知識 
ここでは，上述した認識形成をめざし，獲得させたい知識を近年の観光研究
の成果をもとに検討する。  
現在，観光は近代の高度経済成長による大多数の人びとの可処分所得の増
大，レジャーの拡大，そして勤労観やレジャー観の変容等を背景に，年間
(2015 年 1 月時点 )で全世界の約 12 億人 (15 )が行う社会現象として捉えられて
いる。また観光産業は，このような世界規模での需要増大に伴い， 21 世紀の
基幹産業として期待されている。一方で，観光は世界中に多様かつ多大な影響
を与える社会現象として捉えられ，その影響力は，個人の社会生活レベルから
世界システムレベルに至るあらゆる空間次元において，さらに社会，文化，経
済，環境といった諸々の分野において重大な意味をもつものとして認識されて
いる (16 )。観光が，このような影響力をもつがゆえに，観光を研究対象とする
領域においては，社会を読み解くキーとして，さらに看過できない現象として
認識されている (17)。安村は，現代社会における観光の特質を踏まえ，観光を
ゲスト（観光者），ホスト（観光地住民），そしてブローカー（政府や観光産業
等），という三要素が相互に関連し合う“しくみ”から発現する多様な現象と
定義した (18)。このような複雑かつ多様な様相を呈する観光を研究対象とする
観光研究は，その複雑性及び多様性から多面的かつ多角的に学際的アプローチ
として実態の解明に取り組まれてきた。特に社会現象として観光を捉えている
研究領域においては，経済学や社会学などの社会諸科学の成果を援用しながら
一つ一つ積み上げられてきた (19)。つまり，観光研究の成果とは社会諸科学の
研究成果を分析視点として解明された内容と判断することができる。  
観光研究の成果が学際的アプローチ（特に，社会諸科学の研究成果を分析視
点）によって解明された内容であるならば，その研究成果を社会科教育の論理
に基づき，教育内容として組み込むことで社会科教育の目標達成に寄与する有
効な材料として措定することができる。  
本章では，このような認識のもと，具体的には，日本観光研究学会 (20)が発
行する雑誌「観光研究」の過去10年間に掲載された全60本の研究論文 (21)か
ら，観光研究の成果を抽出 (22 )し，子供に獲得させたい知識を検討する。  
このような方法に基づいて研究成果を整理する理由は，観光研究が比較的新
しい学問であり，現時点において観光研究の成果を体系的に整理した研究が無
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いからである（厳密に言えば，構想段階であり，体系的に整理されていな
い）。ゆえに，社会科教育の中で観光研究の成果を反映させた学習を行うため
には，上述した課題を克服する必要がある。その一つの方法として本章で用い
た手法によって内容を体系化することは，現時点において学習内容の科学化を
図る上で有効な方法の一つである。本章では，上述の方法で整理した内容を現
時点における最新の観光研究の成果として措定した（表４―１）。  
雑誌「観光研究」掲載論文から研究成果を抽出した結果，二つの傾向が明ら
かとなった。  
 第一に，上述したように近年の観光研究の成果が，三つの領域（「観光需要
及び観光形態に影響を与える要因」，「観光地形成に関する要因」，「観光によっ
てもたらされる影響」）と九つの基本概念（「経済情勢」，「社会情勢」，「観光政
策」，「観光資源」，「まなざし」，「観光産業」，「地域づくり」，「観光問題」，「持
続可能な観光」）に整理されることである。  
 そして二に，全体の約四割の論文において観光空間に関する内容が取り上げ
られていたことである。例えば，安村は，観光は近代以後，経済的豊かさを根
本的原因として発生した社会現象であるとし，その要因として①交通の革新的
発達，②宿泊設備の整備，③観光関連産業の複合化と発展，④観光情報の普
及，⑤移動の阻害要因の撤廃と緩和を挙げている (23 )。また神田は，近代観光
発展の契機について，イギリスを中心とした産業革命に注目し，観光にとって
不可欠な時間と空間が，産業革命期において生み出されたことを指摘している
(24)。このように観光研究では，研究対象として社会的に位置づけられた空間
である観光地や観光資源がしばしば注目されているが，近年，観光地の形成過
程や変容を空間に着目して明らかにしようとする研究が地理学や社会学等で検
討されている (25 )。具体的に，観光地理学に関する研究では，観光空間の特質
について，グローバルからローカルにいたるいくつもの地理的スケールが重な
り合うことで形成されるダイナミックなものと捉えられている (26)。例えば，
グローバリゼーションはあらゆる場所を結びつけるだけでなく，その言説によ
って規制緩和を促進していき，国家レベルは観光政策や観光インフラ整備を行
う役割を果たし，地域は観光産業の自然的，文化的資源を供給する。このよう
な複数の地理的スケールの社会－経済的相互作用をとおして，観光空間は常に
つくりだされ変化していくと捉えられている。  
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表４―１ 観光研究の成果  
領  域  基本概念  
下位概念  
（抽出された概念）  
分析視点  
観
光
需
要
及
び
観
光
形
態
に
影
響
を
与
え
る
要
因 
経済情勢  
景気（デフレ，インフレ，バブル，為替）  
経済  
価格変動  
経済成長  
所得向上  
社会情勢  
国際情勢（テロ，戦争等）  
社会  
余暇の増大  
情報化  
技術革新  
産業構造  
少子高齢化  
消費者ニーズ  
観光政策  
宣伝（キャンペーン，イベント）  
政治  
財政支援  
観
光
地
形
成
に
関
す
る
要
因 
法・制度整備  
社会資本整備  
観光資源  
人文資源  文化  
立地  
地理（環
境）  
景観  
空間  
自然資源  
まなざし  
宣伝（メディア）  
社会  イメージ  
価値付け  
観
光
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
影
響 
プ
ラ
ス
面 
持
続
可
能
な
観
光 
観光産業  
外貨獲得  
政治  
経済  
経済効果（所得効果）  
経済波及効果  
雇用拡大  
地域づく
り  
文化建設（創出）  文化  
地域振興  社会  
マ
イ
ナ
ス
面 
観光問題  
権力格差  政治  
経済格差  経済  
文化変容  文化  
ライフスタイルへの影響（騒音・渋滞・対
立等）  
社会  
環境破壊  地理（環
境）  生態系の破壊  
（筆者作成）  
 
こうした観光空間に関して，人文・社会科学に観光研究を活性化させること
になったアーリの「観光のまなざし」論 (27)は，最も重要な文献の一つと捉え
られ，注目されている (28)。それは，雑誌「観光研究」において，観光空間を
取り上げていた多くの論文がアーリの文献を参考文献として挙げていることか
らも明らかである。  
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アーリの「観光のまなざし」論とは，フーコー (Foucault, M.)の「医学のま
なざし論」を援用したものである。具体的には，観光行為がそれ自体では存立
しえず，まなざしを決定する制度（社会や文化，そしてそれをつくり出す人間
との関係）によって創り出されるというものである。すなわち，観光客が観て
いる対象は，観光プロモーターなどの観光業者や専門家によって作られたもの
であり，それらはテレビや映画，雑誌などを通じて観光客にとっての非日常的
なものを演出し宣伝され，そうして生み出された，諸々の記号を通じて，観光
客のまなざしが形成され，観光客はその形成されたまなざしや非日常的な体験
への期待を実感として果たすために観光地へ訪れることとなる (29)。遠藤は，
このような「観光のまなざし」の特性を次のように整理している (30 )。  
 
①「観光のまなざし」は，映画，テレビ，雑誌等のメディアによって創り出され，強
化され，支えられている。  
②「観光のまなざし」は，映画，テレビ，写真等をとおして視覚的に対象化される。
まなざしは，実物を表象し，表象を実物で確認するという，生産性，再把握をくり
かえす。  
③「観光のまなざし」は，映画，テレビ，雑誌といったメディアに内在する記号群に
大きく依存する。  
 
上述のように，「観光のまなざし」論において観光地（観光空間）は，所与
のものとしてあるのではなく，まなざしによって創り出され，形成されるもの
であると捉えられている。このような議論は， 1980 年代以降の人文社会諸科
学における「空間論的転回」や「文化論的転回」と呼ばれた二つの潮流を基盤
にしており，観光空間は創り出されるもの（生産される）と捉えている点で，
ルフェーヴルの『空間の生産』 (31)の主張と類似している。  
ルフェーヴルの論に依拠すれば，観光地（観光空間）は他性のイメージを通
じて観光客によって生きられる「表象の空間」，都市計画家による土地開発計
画などの「空間の表象」，土地会社などの観光資本による物質的空間形成とし
ての「空間的実践」，という三つの空間次元の相互関係によって生産されるこ
とになる。近年の観光研究にみられるこのような傾向を鑑みれば，「観光のま
なざし論」は観光地の形成及び変容を論じる際，外すことのできない概念と言
えよう。また今日，研究理論や研究方法において構成（構築）主義 (32)が広く
一般的に認識されている現実を踏まえれば，その重要性は改めて強調するまで
もない。すなわち，九つの基本概念の一つである「まなざし」は，今日のグロ
ーバル化した社会の特質や本質を認識する上で，極めて重要な概念なのであ
る。  
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以上，近年の観光研究から明らかとなった二つの傾向について述べた。本研
究では，表４－１の内容を踏まえ，獲得させたい概念的知識を次のように設定
する。  
【概念的知識A】…観光地は，所与のものではなく，宣伝（キャンペーン，
イベント，メディア等）により，「観光政策」や「観光資
源」に「まなざし」が向けられることによって形成され
る。  
【概念的知識B】…観光需要の増減や観光形態は，「経済情勢」，「社会情
勢」，「観光政策」によって変化する。  
【概念的知識C】…観光は正と負の影響をもたらす。観光による負の影響が
懸念されるようになり，持続可能な観光が提唱されるよう
になった。  
 
第２項 学習対象の検討 
ここでは，わが国の中で比較的認知度が高く，上述した観光研究の成果に基
づく概念的知識を獲得させることができる観光地として日光（栃木県）と築地
市場（東京都）を選定する。  
日光は，1999 年に「日光の社寺」として世界文化遺産にも登録され，国内
外から年間の 1100 万人以上 (2010 年度 )の観光客が訪れる場所である (33 )。も
ともと日光は，江戸時代まで信仰と深く関わる場所であり，参拝客の一部が足
を延ばすか，山岳修行の行者が入山を許されるだけの山間地に過ぎなかった。
しかし，明治維新後，欧米諸国の外交官や御雇外国人達が日本に赴任して来る
ようになり，日光は避暑地として認識されるようになった (34 )。その後，英国
公使館書記官のアーネスト・サトウが外国人向けの日本旅行案内を発行 (1881
年 )して日光のことを紹介したり，鉄道の開通 (1890 年 )をはじめとする交通網
の整備や，その他ホテル建設等の社会資本が整ったりするにつれ，観光客の数
は一気に増加し，様々な影響がもたらされた。近年では，世界遺産登録や
Michelin The Green Guide JAPAN（以下，Michelin） (35)で三つ星に格付け
されたこと等を背景に，現在ではわが国を代表する観光地となった。このよう
に日光は ,観光研究の成果を束ねる三つの領域を過去－現在の時間軸で考察可
能な事例地であると判断できる。  
一方，築地市場は近年，外国人観光客に注目されている観光地の一つであ
る。2010 年 4 月に大勢の外国人観光客が見学に訪れたことにより，業務に支
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障が出るとして，一ヶ月間の見学中止の措置がとられる等，メディアでも盛ん
に取り上げられた話題の観光地でもある。人気の理由は，外国人観光客向けの
観光ガイドブックで取り上げられたり，旅行口コミサイト Trip Advisor (36)の
ランキングにおいて「外国人観光客が注目する日本の観光名所ランキング」で
第 1 位に選ばれたりしたこと等が挙げられる。このように築地市場は，もと
もと観光地として認識されていなかった場所が様々なメディアによって注目さ
れ，その結果，観光地として認識させるようになった場所である。こうした事
実を踏まえれば，築地市場はアーリが指摘する「観光のまなざし」論で説明可
能な観光地であると同時に，現在浮上している豊洲地区への移転問題に眼を向
ければ，対象子供にとって身近な場所が観光地化することによってもたらされ
る正負の影響や，持続可能な観光を実現するための方策について分析的に検討
するための事例地としても適当である。  
このように築地市場は，観光研究の成果を束ねる三つの領域を現在－未来の
時間軸で考察可能な事例地であると判断できる。  
本単元では，上述した二つの観光地を組み合わせて展開することで，認識形
成に関して過度の一般化を防ぎ，納得的かつ総合的に観光研究の成果を獲得さ
せることをめざす。  
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第３節 単元構成の論理と単元の概要  
 
本節では，第２章第５節で論じた授業構成論をもとに，単元構成の論理と単
元の概要について論じる。  
 
〈第一次〉 築地市場や日光にたくさんの観光客が訪れる理由  
第一次は，「空間的プロセスを認識する段階」である。  
ここでは，「なぜ，築地市場は外国人観光客が注目する日本の観光名所ラン
キング (2008 年 )で第 1 位に選ばれたのだろうか」や「なぜ，日光東照宮は日
光五大観光地の中で一番に人気があるのだろうか」という問いを探究させるこ
とを通して，観光空間が形成される空間的プロセス及び異なったスケール間と
の関係性について認識させることをめざす構成とする。また，上記の問いを探
究する過程で，観光地としての築地市場や日光の空間的な位置関係や広がり，
地理的要因等，「コンテナとしての空間」や「空間構造研究の空間」について
認識させることもめざす。  
また，日光市の観光需要の増減や観光形態の変化に着目させ，「なぜ，日光
市を訪れる観光客数は増えたり，減ったりしているのだろうか」や現在，「鱒
釣りの聖地」と呼ばれている中禅寺湖は，かつて「神の湖」と呼ばれ，魚が住
んでいなかった (37)という事実に着目させ，「なぜ，かつては，『神の湖』と呼
ばれ “魚が棲んでいなかった湖 ”において，鱒釣りが行われるようになったの
か」という問いを探究することを通して，観光需要の増減や観光形態の変化の
背後に潜む社会的要因を「経済情勢」，「社会情勢」，「観光政策」等の視点から
多角的に捉えさせることをめざす構成とする。これは，「情報伝達と行動に関
する要素としての空間」，すなわち観光空間の構築性について認識させること
を意図している。  
 
〈第二次〉 観光地が抱える課題とその克服に向けた取り組み  
第二次は，「社会空間の重層性・階層性やスケール間の関係性を認識する段
階」である。  
ここでは，まず日光（中禅寺湖を含む）を事例に，「日光や中善寺湖が観光
地として注目され，たくさんの観光客（釣り人も含む）が訪れるようになった
ことで，どのような影響がもたらされたのだろうか（正の影響）」や「観光地
にもたらされる良くない影響にはどのようなものだろうか（負の影響）」とい
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う問いを探究することを通して，観光によってもたらされる正負の影響を認識
させることをめざす構成とする。次に「日光や中禅寺湖が観光地化することに
ついて，それぞれの立場の人たち（地域住民・観光者・観光産業従事者・自然
保護者）はどう思っているのか。」と問い，同一の社会空間がそれを捉える主
体（立場）の違いによって異なる解釈や評価となることを認識させる展開とす
る。これは，ドイツ地理教育における空間概念の一つである「認知地理学の空
間」としての考え方に依るものである。さらに「観光地化によって生じている
負の影響を最小化し，正の影響を最大化するために（持続可能な観光の実
現），どのような立場の人が，どのような取り組みを行っているのか」という
問いを探究させることを通して，理想的な観光地を実現するために，観光客や
地元住民が行っている様々な取り組みを認識させる展開とする。具体的には，
観光地化によってもたらされる正負の影響を政治，経済，文化，社会的視点か
ら多面的・多角的に分析させるとともに，異なったスケール間，特に小さいロ
ーカル・スケール（日光や築地市場）が，生き残りをかけて，個々のローカル
な条件の中でナショナルやグローバル・スケールといった大きいスケールに対
してどのような取り組みを行っているのかをローカル・スケールのみならず，
より大きいナショナル・スケールとの関係性からも捉えさせる構成とする。  
 
〈第三次〉 持続可能な観光地を実現するための方策  
第三次は，「持続可能な社会空間を創造する段階」である。  
 ここでは，築地市場が子供にとって身近な地域である豊洲地区（江東区）に
移転する案が出されている事実を取り上げ，「築地市場が移転することでもた
らされる影響とはどのようなものだろうか。また移転に伴い，豊洲地区が観光
地となった場合，持続可能な観光地としていくためには，どうすればよいのだ
ろうか」という問いに対して，観光地化によって予測される影響を演繹的に検
討したり，今後，築地市場の移転に伴う豊洲地区の観光地化について持続可能
な観光地を実現していくために有効だと考えられる方策について獲得した知識
や概念を活用して合理的に判断させたりすることをめざす構成とする。  
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第４節 第五学年単元「観光産業－人気観光地のヒミツと影響―」の
授業モデル 
 
第１項 単元名 観光産業―人気観光地のヒミツと影響―  
 
第２項 単元目標  
 
〈知識目標〉  
○現代社会における観光及び観光産業を取り巻く現状や問題を探究することを
通して，以下の知識を獲得することができる。  
 
A 観光地は，所与のものではなく，宣伝（キャンペーン，イベント，メディ
ア等）により，「観光政策」や「観光資源」に「まなざし」が向けられるこ
とによって形成される。  
a 築地市場は，日本最大の魚市場であり，世界最大級のマグロの卸売市場
である。その情報が外国人観光客向けのガイドブックやインターネットに
おいて「ツナ・フィッシュ・マーケット」や「ワールド・ツナ・マーケッ
ト」として紹介され，さらに注目されるようになり，「外国人が注目する
日本の観光名所ランキング (2008 年 )」で第 1 位になった。  
b 日光東照宮は，1999 年に世界文化遺産として登録され，国内外に日本有
数の観光地として認知されている。近年では，Michelin で三つ星に格付
けされたり，パワースポットブーム等を背景にテレビや雑誌等で取り上げ
られたりするようになった結果，特に若年層（女性層）を中心に人気を博
す観光地となっている。  
B 観光需要の増減や観光形態は，「経済情勢」，「社会情勢」，「観光政策」に
よって変化する。  
a 日光市を訪れる観光客数が増えたのは， 1975 年までは高度経済成長期に
あり，全国的に観光需要が増大した時期であったこと，また 1954 年に第
一いろは坂有料道路が，1965 年に第二いろは坂有料道路と金精有料道路
が相次いで開通し，これにより日光から群馬県の沼田方面へ抜けるルート
が完成し交通の便がよくなったこと，さらに日光東照宮の世界遺産登録や
Michelin で三つ星の観光地として格付けされたり，ブーム（パワースポ
ット）のスポットとして取り上げられたりしたからである。一方，観光客
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数が減ったのは，景気が低迷したり，世界規模での感染症が流行したりし
たからである。その他，戦争やテロによって命の危険にさらされる事件・
事故が起こった場合にも観光客数は減少する。  
b 中禅寺湖は，明治初期から産業の一環として鱒が放流され養殖事業が開
始された。その様子は，外国人向け旅行案内書や新聞等で取り上げられ，
注目されるようになる。その後，奥日光を避暑地とした欧米の外交官達
（英国人）によって釣りの文化が持ち込まれ，釣り場が開発された。その
結果，中禅寺湖は日本有数の鱒釣りの名所となり，現在では「フライ・フ
ィッシュング発祥の地」や「鱒釣りの聖地」と呼ばれるようになった。  
C  観光は正と負の影響をもたらす。観光による負の影響が懸念されるよう
になり，持続可能な観光が提唱されるようになった。  
a 日光や中善寺湖は，観光地として注目されたくさんの観光客（釣り人も
含む）が訪れるようになったことで，施設や交通が整備され，経済効果
（経済波及効果）や雇用創出（拡大），地域活性化等，正の影響がもたら
された。一方で，交通渋滞や地域住民のライフスタイルの変化，対立，文
化変容，生態系の破壊や環境破壊等の様々な負の影響ももたらされた。  
b 日光及び中善寺湖周辺では，理想的な（持続可能な）観光地を実現する
ために日光市道 1002 号の交通規制（一般車両乗り入れ禁止），看板等に
よる呼びかけ，コカナダモ除去活動，中禅寺湖畔清掃活動，住民と行政と
の協議，防犯活動，低公害ハイブリッドバスの運行やネイチャーガイドに
よるエコツアーの開催等を行っている。  
D 持続可能な観光を実現するためには，観光によってもたらされる負の影響
を最小化し，正の影響を最大化することが重要である。そのためには，交通
規制，清掃活動，住民と行政との協議，防犯活動，低公害ハイブリッドバス
の運行等，環境保全に配慮した取り組みを行う必要がある。  
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第３項 単元の展開（全１１時間）  
 
〈第一次〉 築地市場や日光にたくさんの観光客が訪れる理由  
※下線部：主発問  T：教師  C：子供  
 時  教師の指示・発問（●）  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される子供の反応  
資料  
空
間
的
プ
ロ
セ
ス
を
認
識
す
る
段
階 
1 
●現在，日本には年間ど
のくらいの外国人観光
客が来ていると思いま
すか。  
 
 
 
●日本にはどのような観
光地があるのか。ま
た，外国人観光客は，
日本のどの観光地を注
目しているのだろう
か。  
 
 
●なぜ，築地市場は「外
国人が注目する日本の
観光名所ランキング
(2008 年 )  」で第 1 位
に選ばれたのだろう
か。  
 
●築地市場とはどのよう
な場所なのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→100 万人  
→1000 万人等  
■ 2011 年は，約 850 万人の
外国人が日本を訪れた
（世界第 28 位）。  
 
 
→富士山  
→東京ディズニーランド等  
■第 1 位…築地市場，第 2
位…東京ディズニーラン
ド，第 3 位…ポケモンセ
ンター東京 (Trip Advisor 
2008 年調査 )  
 
→そこでしか見られない魚が
見られるからかな。  
→珍しい魚を扱っているから
かな。  
 
 
 
■築地市場は， 1935 年（昭
和 10 年）に開設し，東京
都中央区築地に位置して
いる。築地市場の市場敷
地面積は，約 23 万 m 2 で
ある（東京ドーム約 5 個
分）。   
■ 1 日当たりの取引数量及び
取引金額（平成 18 年度実
績）は，水産物は
2090t， 17 億 9 千円，青
果物では 1183t， 3 億 2 千
万円となっている。    
■築地市場には，今年 4 月
5 日には 500 人以上の観
光客が見学に訪れた。ま
た，外国人観光客の急増
により，業務に支障が出
ているとしマグロの卸売
場の見学は，今年 4 月～ 5
月にかけて一ヶ月間の一
時閉鎖措置がとられた。
見学者の九割以上は欧米
の外国人観光客である。  
 
コ 1-1 
 
コ 1-2 
 
 
 
コ 1-3 
～  
コ 1-6 
コ 1-7 
 
 
 
 
コ 1-8 
 
 
 
 
 
 
資 1-1 
コ 1-9 
～  
コ 1-12 
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●外国人観光客は築地市
場のことをどのように
知り，外国ではどのよ
うに紹介されているの
だろうか。また，外国
人観光客は築地市場の
何に注目しているのだ
ろうか。  
 
 
 
 
 
 
●築地市場が外国人観光
客に注目されるように
なった理由を整理しよ
う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
→インターネット  
→テレビ等  
■観光者は，旅行に関する
情報をインターネット，ガ
イドブック，パンフレッ
ト，家族・友達の話をもと
に得ている。築地市場はガ
イドブックにおいて「ワー
ルド・ツナ・マーケット」
として紹介されており，外
国人観光客は世界最大級マ
グロの競りに注目してい
る。  
 
 
コ 1-13 
 
コ 1-14 
～  
コ 1-18 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-19 
～  
コ 1-20 
 
 
 
 
 
 
 
2 
●築地市場以外に外国人
観光客向けのガイドブ
ックにおいて日本はど
のように紹介されてい
るのだろうか。  
 
●最近，発売された
Michelin には，どのよ
うな場所が三つ星に格
付けされているのだろ
うか。  
 
 
●Michelin で三つ星に格
付けされた日光（六年
生の移動教室で訪れる
場所）とはどのような
場所なのだろうか。  
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
T：説明する  
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
■Michelin は外国人観光客
向けに日本の観光地を 3
つ星で格付したガイドブ
ックである。  
 
 
→東京タワー  
→日光等  
■関東地方では，東京・高
尾山と日光が三つ星に格
付けされた。  
 
 
■日光には，世界遺産登録
されている「日光の社
寺」をはじめ歴史・文
化・自然に関する豊富な
観光資源があり，年間
650 万人の観光客が訪れ
る場所である。  
コ 2-1 
～  
コ 2-6 
 
 
 
コ 2-7 
～  
コ 2-14 
 
 
 
 
コ 2-15 
～  
コ 2-18 
資 2-1 
資 2-2 
3 
●日光五大観光地にはど
のような場所が選ばれ
ているのだろうか。地
図で確認しよう。  
 
●日光五大観光地の中で
一番人気の場所はどこ
だろうか。  
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
→日光東照宮  
→華厳滝等  
コ 3-1 
～  
コ 3-2 
 
 
コ 3-3 
 
 
【知識 A－ a】  
築地市場は，日本最大の魚市場であり，世界最大級のマグロの卸売市場
である。その情報が外国人観光客向けのガイドブックやインターネットに
おいて「ツナ・フィッシュ・マーケット」や「ワールド・ツナ・マーケッ
ト」として紹介され，さらに注目されるようになり，「外国人が注目する
日本の観光名所ランキング (2008 年 )」で第 1 位になった。  
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●なぜ，日光東照宮は日
光五大観光地の中で一
番人気があるのだろう
か。  
 
 
●日光東照宮は，ガイド
ブックやパンフレット
でどのように紹介され
ているのだろうか。  
 
 
 
 
 
●世界遺産とはどのよう
なものなのだろうか。
パンフレットで調べて
みよう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●なぜ近年，多くの若者
（女性層）が日光東照
宮を訪れるようになっ
たのだろうか。  
 
 
●日光五大観光地の中
で，日光東照宮が一番
人気である理由を整理
しよう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想し，調べ  
 る  
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
■日光五大観光地には，日
光東照宮の他に，日光二
荒山神社，日光山輪王
寺，華厳滝，中禅寺湖が
選ばれている。  
■日光五大観光地の中で，
一番人気の場所は日光東
照宮である。  
 
 
→徳川家康のお墓があるから
かな。  
→テレビ等でよく紹介されて
いるからかな。  
 
 
■日光東照宮は，江戸幕府
初代将軍徳川家康を神と
して祀っている場所であ
る。 1999 年に世界文化遺
産に登録され，現在では
年間約 350 万人以上が訪
れている。  
 
 
■世界遺産とは， 1972 年に
採択された「世界遺産条
約」に基づいて，国連教
育科学文化機関
（UNESCO）の「世界遺
産リスト」に登録された
遺産のことで，国家や民
族を超
こ
えて人類が共有
し，次世代に受けついで
いくべき価値をもつ遺産
を対象としている。  
 
 
■パワースポットとは，健
康や元気を与えてくれる
と言われている場所であ
る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 3-1 
コ 3-4 
～  
コ 3-6 
 
 
資 2-1 
～  
資 2-2 
コ 3-7 
～  
コ 3-9 
 
 
 
資 3-2 
コ 3-10 
～  
コ 3-12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 3-3 
コ 3-13 
～  
コ 3-16 
 
 
コ 3-17 
【知識 A－ b】  
日光東照宮は， 1999 年に世界文化遺産として登録され，国内外に日本
有数の観光地として認知されている。近年では，Michelin で三つ星に格
付けされたり，パワースポットブーム等を背景にテレビや雑誌等で取り上
げられたりするようになった結果，特に若年層（女性層）を中心に人気を
博す観光地となっている。  
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4 
●グラフ（日光市の入れ
込み客数）から分かる
ことや気がついたこと
を箇条書きしなさい。  
 
 
 
 
 
●なぜ，日光市を訪れる
観光客数は増えたり，
減ったりしているのだ
ろうか。  
 
 
●観光客数が増えたり，
減ったりする要因につ
いて資料をもとに予想
しよう（ワークシート
に書き込む）。  
 
●予想したことを発表し
よう。  
 
●観光客数が増えたり，
減ったりする要因を整
理しよう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：資料を読み取
る  
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
T：指示する  
C：予想し，書き
込む  
 
 
 
T：指示する  
C：発表する  
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
 
→日光を訪れる観光客数は，
昭和 48 年が最も多く，
800 万人を超えている。  
→観光客数は増えたり減った
りしている。  
→平成 11 年が最も少なく，
600 万人を下回っている。  
 
 
→増える要因は，キャンペー
ン（宣伝），ブーム（パワ
ースポット），世界遺産へ
の登録，経済活性化（好
景気），雑誌，テレビ，交
通整備，ガイドブック。  
→減る要因は，インフルエン
ザ，テロ（ 9.11 米国多発
テロ），失業者の増加（不
景気），戦争。  
 
 
→省略  
コ 4-1 
資 4-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-2 
資 4-2 
 
 
 
コ 4-3 
～  
コ 4-17 
 
 
 
コ 4-18 
～  
コ 4-20 
5 
●地図で中禅寺湖を見つ
けて印を付けなさい。  
 
●移動教室二日目に訪れ
る中禅寺湖とはどのよ
うな場所（観光地）な
のだろうか。資料をも
とに調べなさい。  
 
 
 
 
 
●一年間で一番たくさん
の日帰り観光客及び宿
T：指示する  
C：書き込む  
 
T：指示する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
→省略  
 
 
■中禅寺湖は周囲が約
25km，自然湖では日本一
標高の高い場所にある。
周囲には，華厳の滝やイ
タリア大使館跡地等の観
光資源があり，秋には紅
葉を見学する人で賑わ
う。  
 
 
→ 8 月（夏休みを利用して）  
コ 5-1 
～  
コ 5-4 
 
コ 5-5 
資 5-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-6 
～  
【知識 B－ a】  
日光市を訪れる観光客数が増えたのは， 1975 年までは高度経済成長期
にあり，全国的に観光需要が増大した時期であったこと，また 1954 年
に第一いろは坂有料道路が， 1965 年に第二いろは坂有料道路と金精有料
道路が相次いで開通し，これにより日光から群馬県の沼田方面へ抜ける
ルートが完成し交通の便がよくなったこと，さらに日光東照宮の世界遺
産登録や Michelin で三つ星の観光地として格付けされたり，ブーム（パ
ワースポット）のスポットとして取り上げられたりしたからである。一
方，観光客数が減ったのは，景気が低迷したり，世界規模での感染症が
流行したりしたからである。その他，戦争やテロによって命の危険にさ
らされる事件・事故が起こった場合にも観光客数は減少する。  
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泊観光客が多いのは何
月だろう。  
 
●なぜ， 10 月に中善寺湖
を訪れる日帰り観光客
が一番多いのだろう。  
 
 
 
 
●なぜ， 8 月に中善寺湖
を訪れる宿泊観光客が一
番多いのだろう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
●なぜ，中禅寺湖周辺に
は，イタリア大使館
（跡地）をはじめ，た
くさんの大使館別荘が
あるのだろうか。  
 
 
 
 
 
●中禅寺湖では，どんな
魚が釣れるのだろう
か。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●いつ頃から中禅寺湖に
は，魚が棲むようにな
ったのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
●なぜ，かつては，「神
の湖」と呼ばれ “魚が
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
T：説明する  
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想し，調べ  
→ 10 月・ 11 月（紅葉をみる
ため）  
 
 
→紅葉をみるため。  
→ボートレースに参加する
ため。  
■中禅寺湖は，関東一有名
な紅葉の名所である。  
 
 
→夏休みで時間がたくさん
あるから。  
→避暑地として夏の暑さを
涼むため。  
■中禅寺湖周辺の気温は，
東京と比べると平均 10 度
ほど低い。中善寺湖周辺
は 8 月には避暑地として
利用されている。  
 
 
→省略  
■明治時代に鉄道が開通さ
れ東京から日光までの移
動時間が短縮されたこと
で，一般外国人の漫遊旅
行地や外交官達の避暑地
として欧米各国の大使館
別荘が建設された。  
 
 
→鯉，鱒等  
■中禅寺湖は「鱒釣りの聖
地」と呼ばれている。湖
では，ホンマス，レイク
トラウトなど中禅寺湖に
しか生息しない鱒からレ
インボートラウト，ブラ
ウントラウト，ヒメマ
ス，イワナ，ブルックト
ラウトなど欧米魚類の魚
が釣れる  
 
 
■明治初期まで「神の湖」
呼ばれ魚が棲んでいなか
ったが， 1873 年以降，村
の戸長（名主）や二荒山
神社の宮司等により岩魚
や鯉が放流され，魚が棲
むようになった。  
 
 
コ 5-10 
 
 
コ 5-11 
 
 
 
 
 
 
コ 5-12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-13 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-14 
～  
コ 5-17 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-18 
～  
コ 5-20 
 
 
 
 
 
 
コ 5-21 
～  
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棲んでいなかった湖 ”
において，鱒釣りが行
われるようになったの
だろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
●中禅寺湖で鱒釣りが行
われるようになった理
由や「鱒釣りの聖地」
と呼ばれるようになっ
た理由を整理しなさ
い。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 る  
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
→誰かが鱒を放流したのでは
ないだろうか。  
■東京日々新聞（ 1888 年）
が，『古来の伝統を破り中
禅寺湖に放流』との見出
しで中禅寺湖の近況を報
告し，それを見た欧米人
達がそこで釣りを始めた
ことによって鱒釣りが行
われるようになった。  
コ 5-23 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-24 
～  
コ 5-25 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識 B－ b】  
中禅寺湖は，明治初期から産業の一環として鱒が放流され養殖事業が開
始された。その様子は，外国人向け旅行案内書や新聞等で取り上げられ，
注目されるようになる。その後，奥日光を避暑地とした欧米の外交官達
（英国人）によって釣りの文化が持ち込まれ，釣り場が開発された。その
結果，中禅寺湖は日本有数の鱒釣りの名所となり，現在では「フライ・フ
ィッシュング発祥の地」や「鱒釣りの聖地」と呼ばれるようになった。  
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〈第二次〉 観光地が抱える課題とその克服に向けた取り組み  
※下線部：主発問  T：教師  C：子供  
 時  教師の指示・発問（●）  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される子供の反応  
資料  
社
会
空
間
の
重
層
性
・
階
層
性
や
ス
ケ
ー
ル
間
の
関
係
性
を
認
識
す
る
段
階 
6 
●たくさんの観光客が訪
れるようになったこと
で中善寺湖周辺はどの
ように変容していった
のだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
●日光や中善寺湖が観光
地として注目され，た
くさんの観光客（釣り
人も含む）が訪れるよ
うになったことで，ど
のような影響がもたら
されたのだろうか（正
の影響）。  
 
●観光の恩恵を受ける仕
事にはどのようなもの
があるのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●観光によってもたらさ
れる良い影響を整理し
よう。  
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
C：資料から読み
取る  
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
C：資料から読み
取る  
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
→旅館やホテルが増えたんじ
ゃないかな。  
→お土産屋も増えたんじゃな
いかな。  
■たくさんの観光客を受け
入れるための宿泊施設や
交通整備が進められた結
果，さらにたくさんの観
光客訪れるようになり，
地域が活性化した。    
 
 
→お金が地域で消費され，地
域の経済が潤う。  
→働く場所が増える。  
→地域が活気づく。  
 
 
 
 
 
→バスの運転手  
→ホテルや宿の従業員  
→観光案内所  
→お土産屋  
→料理屋  
→その他観光施設等の管理  
■中禅寺湖にたくさんの観
光客が訪れたことによっ
て，市場が拡大し雇用が
創出された。観光による
雇用拡大は，現在では地
域活性化の一手段として
期待され，地域格差や地
方における人口減少の問
題解決としても大きな役
割を担っている。  
■観光産業は，農業や漁
業，製造業，サービス業
などの様々な産業と関連
している。中禅寺湖にた
くさんの観光客が訪れる
ことによって，その影響
は他の産業にも影響を及
ぼす。  
 
■経済効果（経済波及効
果）や雇用創出（拡大），
地域活性化等  
コ 6-1 
～  
コ 6-9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-11 
～  
コ 6-17 
資 6-1 
 
 
 
 
 
 
コ 6-18 
～  
コ 6-21 
資 6-2 
 
 
 
 
 
コ 6-22 
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7 
●観光地にもたらされる
良くない影響にはどの
ようなものだろうか
（負の影響）。  
 
●日光や中善寺湖を事例
に資料をもとに調べよ
う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●観光によってもたらさ
れる悪い影響を与える
影響（問題）を空間規
模ごとに整理しなさ
い。  
 
 
 
 
●なぜ，交通渋滞は観光
が与える影響の中でも
一番広い範囲に与える
影響と言えるのだろ
う。  
 
 
 
 
 
●観光によってもたらさ
れる良くない影響を整
理しよう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
 
 
 
 
T：説明する  
 
T：発問する  
C：考える  
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
→交通渋滞  
→環境破壊  
→ゴミ問題  
 
 
■富栄養化よる川辺の異
臭，外来種（コカナダ
モ）の繁殖・腐敗による
水質悪化，帰化植物や外
来種の持ち込み，猿の餌
付け等による生態系の破
壊や環境問題が問題視さ
れている。その他，観光
客のルールやマナーの問
題，交通渋滞，地域住民
と行政の対立，文化変容
（釣りの文化の持ち込
み）等も挙げられる。  
 
 
→  日光及び中善寺湖にだけ
及ぼす影響… (2)(3)(4)(6)  
→栃木県及び関東地方に及
ぼす影響… (1)  
→日本全体及び世界に及ぼ
す影響… (5)  
■交通渋滞は世界規模に与
える影響である。  
 
→省略  
■自動車の排気ガスは地球
温暖化の原因の一つとさ
れている。その地球温暖
化によって，シカの食害
が問題視されるようにな
った。シカの食害によっ
て景観も損なわれてい
る。  
 
 
 
 
コ 7-1 
～  
コ 7-4 
 
 
 
資 7-1 
コ 7-5 
～  
コ 7-7 
資 7-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-8 
～  
コ 7-19 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-20 
 
 
 
 
●観光によってもたらさ
れる影響（正と負）に
はどのようなものがあ
りましたか。  
T：発問する  
C：発表する  
 
 
 
■正の影響…経済効果，効
用創出，地域活性化。負
の影響…犯罪の増加，水
コ 8-1 
～  
コ 8-2 
 
【知識 C－ a】  
 日光や中善寺湖は，観光地として注目されたくさんの観光客（釣り人
も含む）が訪れるようになったことで，施設や交通が整備され，経済効
果（経済波及効果）や雇用創出（拡大），地域活性化等，正の影響がもた
らされた。一方で，交通渋滞や地域住民のライフスタイルの変化，対
立，文化変容，生態系の破壊や環境破壊等の様々な負の影響ももたらさ
れた。  
- 143 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8 
 
9 
 
 
 
●日光や中禅寺湖が観光
地化することについ
て，様々な立場の人た
ち（地域住民・観光
者・観光産業従事者・
自然保護者）はどう思
っているのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●理想的な（持続可能
な）観光地とはどのよ
うな観光地なのだろう
か。  
 
 
●理想的な（持続可能
な）観光地を実現する
ために日光や中善寺湖
周辺では，どのような
立場の人が，どのよう
な取り組みを行ってい
るのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想し，調べ    
 る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
質汚染，地球温暖化，生
態系破壊等  
 
 
→地域住民（賛成派）…観光
客がたくさん来てくれる
と地域が活気づくから。  
→地域住民（反対派）…観光
客が増えすぎて騒音や渋
滞など生活が不自由にな
るのが嫌だから。  
→観光者（賛成派）…日光
は，日本を代表する世界
的にも有名な観光地だか
ら。  
→観光産業従事者（賛成派）
…たくさんの観光客が訪
れることによって店の売
り上げもあがり地域活性
化つながるのだから。  
→自然保護者（反対派）…た
くさんの観光客が訪れる
ことで生態系が破壊され
たり，地球温暖化を加速
させたりすることにつな
がるから。  
■（各立場による意見は省
略）観光地化に関する意
見は，立場（ホスト・ゲ
スト・ブローカー）の違
いによって異なる。ま
た，それが原因で対立が
生じている。  
 
 
→観光がもたらす正の影響を
受けつつ，負の影響を減
らす努力をしている観光
地。  
 
 
■日光及び中善寺湖では持
続可能な観光に向けて，
日光市道 1002 号の交通規
制（一般車両乗り入れ禁
止），コカナダモ除去活
動，中禅寺湖畔清掃活
動，住民と行政との協
議，防犯活動，低公害ハ
イブリッドバスの運行や
ネイチャーガイドによる
エコツアーの開催などを
行っている。  
 
 
 
 
 
コ 8-3 
～  
コ 8-14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 9-1 
～  
コ 9-2 
 
 
 
コ 9-3 
資 9-1 
～  
資 9-2 
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●理想的な（持続可能
な）観光地を実現する
ための取り組みを整理
しよう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
■観光地化による賛成派・
反対派，両者の意見を踏
まえて，観光によっても
たらされる負の影響を最
小化し，正の影響を最大
化することである。  
 
コ 9-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識 C－ b】  
日光及び中善寺湖周辺では，理想的な（持続可能な）観光地を実現する
ために日光市道 1002 号の交通規制（一般車両乗り入れ禁止），看板等に
よる呼びかけ，コカナダモ除去活動，中禅寺湖畔清掃活動，住民と行政と
の協議，防犯活動，低公害ハイブリッドバスの運行やネイチャーガイドに
よるエコツアーの開催等を行っている。  
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〈第三次〉 持続可能な観光地を実現するための方策  
※下線部：主発問  T：教師  C：子供  
 時  教師の指示・発問（●）  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される子供の反応  
資料  
持
続
可
能
な
社
会
空
間
を
創
造
す
る
段
階 
10  
 
11 
●配布した新聞記事から
読み取れることを箇条
書きしなさい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●マグロの競り見学が禁
止されたことについて
関係者たちはどう思っ
ているのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●築地市場を江東区豊洲
へ移転する案が出され
ています。築地市場が
移転することでもたら
される影響とはどのよ
うなものだろうか。ま
た移転に伴い，豊洲地
区が観光地となった場
合，持続可能な観光地
としていくためには，
どうすればよいのだろ
うか。  
 
●築地市場の移転に伴
い，豊洲地区にもたら
されると予想される影
響とはどのようなもの
T：指示する  
C：読み取る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：考える  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：価値判断を  
行う  
 
 
■築地市場は，マグロの競
りを目当てに訪れる外国
人観光客の急増に伴う業
務妨害を理由に，二回目
となる見学中止 (一カ月間 )
を始めた。  
■築地市場は，建物の老朽
化や売り場面積の拡大計
画等の理由により， 2014
年に江東区豊洲に移転す
る予定である。  
 
 
→外国人観光客（反対派）   
…わざわざマグロの競り   
を観に来たのに突然の見  
学禁止は困る。  
→評論家（反対派）…見学   
中止は観光立国政策に矛  
盾するのではないか。  
→地域住民（反対派）…た   
くさんの外国人観光客が  
来てくれて売り上げが上  
がった。  
→築地市場で働く人（賛成  
派）…外国人観光客のル  
ールやマナーは悪い。仕  
事の邪魔になるので見学  
中止は当然である。  
→地域住民（賛成派）…騒  
音等が気になる。  
 
 
※影響に関しては省略  
【持続可能な観光地を実現
するための方策】  
→交番を増やす。  
→入場制限をかける。  
→見学者が仕事の邪魔にな   
らないようにガラス張り  
にする。  
→見学料を徴収する。  
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-1 
資 10-1 
～  
資 10-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-2 
～  
コ 1 0 - 10  
資 10-3 
 
コ 11-1 
～  
コ 11-5 
資 11-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 11-6 
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なのだろうか。またこ
の地区を持続可能な観
光地としていくための
方策を考えよう。  
●江東区民として築地市
場の移転に伴い観光地
化に賛成ですか，反対
ですか。根拠を示し，
説明しなさい（グラフ
で自分の立ち位置を確
認する）。  
 
 
 
 
 
 
●対立を防ぐためには，
どうすればよいだろう
か。相手側の意見を聞
いて，現状がどのよう
になれば，相手の意見
にどの程度，歩み寄る
ことができますか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：留保条件付き
の価値判断を
行う  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：答える  
 
例）私は現在 80％反対の立
場である。なぜなら，た
くさんの観光客が訪れる
こと町にゴミが捨てられ
たり，町全体で犯罪が増
加したりする危険性が高
まることが予想されるか
らである。しかし，区役
所が中心となって観光客
の入場制限を行ったり，
観光シーズンに見回りや
今よりも防犯カメラの台
数を増やしてくれたりし
たら， 60％反対の立場ま
で歩み寄ることができ
る。  
 
■対立を防ぐためには，互
いの歩み寄りが重要であ
る。  
 
 
 
 
 
【知識 D】  
 持続可能な観光地を実現するためには，観光によってもたらされる負
の影響（観光開発に伴うゲスト－ホスト間の対立，消費水準やライフス
タイルへの影響，その他社会問題，文化変容，環境問題等）を最小化
し，正の影響（経済効果（経済波及効果）や雇用創出（拡大），地域活性
化等）を最大化することが重要である。そのためには，交通規制，清掃
活動，住民と行政との協議，防犯活動，低公害ハイブリッドバスの運行
等，環境保全に配慮した取り組みを行う必要がある。  
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第４項 授業実践の実際 
ここでは，実験授業で実際に使用した授業コンテンツ及び配付資料，ワーク
シートを示す。  
 本実践では，前節で示した授業モデルに従いデジタルコンテンツ（以下：授
業コンテンツ）を作成し，電子黒板を活用して展開した。ソフトウェアは，ス
マートノートブック (38 )を使用した。また，調べ活動等で使用する資料は，予
め教師側で加工した資料を与え，展開した。  
 各時間に使用した授業コンテンツ及び配付資料は，次の通りである。  
 
《第 1 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-1                  コ 1-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-3                  コ 1-4 
 
 
 
 
- 148 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-5                  コ 1-6 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-7                  コ 1-8 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-9                  コ  1-10 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-11                 コ  1-12 
- 149 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-13                 コ 1-14 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-15                 コ 1-16 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-17                 コ 1-18 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 1-19                  コ 1-20 
- 150 - 
配付資料  
資 1-1 東京都中央卸売市場環境整備協会「築地市場概要」 ,2010 年 .（省略）  
 
《第 2 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-1                  コ 2-2 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-3                  コ 2-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-5                  コ 2-6 
 
 
 
 
- 151 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-7                  コ 2-8 
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-9                  コ 2-10 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-11                  コ 2-12 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-13                 コ 2-14 
- 152 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-15                 コ 2-16 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 2-17                 コ 2-18 
 
配付資料  
資 2-1 日光観光協会「日光観光案内」  （省略）  
資 2-2 池内信子編『るるぶ情報誌  日光那須鬼怒川塩原  ‘10』JTB パブリッ
シング , 2009 年 , pp.1-40. （省略）  
 
《第 3 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-1                  コ 3-2 
- 153 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-3                  コ 3-4 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-5                  コ 3-6 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-7                  コ 3-8 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-9                  コ 3-10 
 
 
 
- 154 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-11                  コ 3-12 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-13                  コ 3-14 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-15                 コ 3-16 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
- 155 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 3-17                   
 
 
配付資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 3-1 予想（仮説）シート  
 
 
 
 
 
 
- 156 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 3-2 世界遺産について  
- 157 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 3-3 パワースポットについて  
- 158 - 
《第 4 時》  
(1) 授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-1                  コ 4-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-3                  コ 4-4 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-5                  コ 4-6 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-7                  コ 4-8 
- 159 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-9                  コ 4-10 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-11                  コ 4-12 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-13                  コ 4-14 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-15                  コ 4-16 
- 160 - 
 
 
 
 
 
 
コ 4-17                 コ 4-18 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 4-19                 コ 4-20 
 
配付資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 4-1 日光市の入れ込み客数（観光客数）  
- 161 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 4-2 予想（仮説）シート  
 
 
《第 5 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-1                  コ 5-2 
 
 
 
 
 
 
- 162 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-3                  コ 5-4 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-5                  コ 5-6 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-7                  コ 5-8 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-9                  コ 5-10 
 
- 163 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-11                 コ  5-12 
 
 
 
 
 
 
コ 5-13                 コ 5-14 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-15                 コ  5-16 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-17                 コ  5-18 
- 164 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-19                  コ 5-20 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-21                  コ 5-22 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-23                  コ 5-24 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 5-25                   
- 165 - 
配付資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 5-1 中善寺湖について  
- 166 - 
《第 6 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-1                  コ 6-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-3                  コ 6-4 
 
 
 
 
 
 
コ 6-5                  コ 6-6 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-7                  コ 6-8 
- 167 - 
 
 
 
 
 
 
コ 6-9                  コ  6-10 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-11                  コ 6-12 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-13                 コ 6-14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-15                 コ 6-16 
 
- 168 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-17                   コ  6-18 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-19                  コ 6-20 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 6-21                  コ 6-22 
 
 
 
 
 
 
 
 
- 169 - 
配付資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 6-1 「中禅寺湖へ行こう！」  
- 170 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 6-2 観光産業について  
 
 
《第 7 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-1                  コ 7-2 
 
 
 
 
 
 
- 171 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-3                  コ 7-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-5                  コ 7-6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-7                  コ 7-8 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-9                  コ 7-10 
- 172 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-11                  コ 7-12 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-13                  コ 7-14 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-15                  コ 7-16 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-17                  コ 7-18 
- 173 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 7-19                  コ 7-20 
 
 
配付資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 7-1 予想（仮説）シート  
 
 
 
 
 
- 174 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 7-2 観光が与えるマイナスの影響  
 
 
《第 8 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-1                  コ 8-2 
 
 
 
 
 
- 175 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-3                  コ 8-4 
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-5                  コ 8-6 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-7                  コ 8-8 
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-9                  コ 8-10 
 
- 176 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-11                  コ 8-12 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 8-13                  コ 8-14 
 
 
 
《第 9 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 9-1                  コ  9-2 
 
 
 
 
- 177 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 9-3                  コ  9-4 
 
配付資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 9-1 予想（仮説）シート  
 
 
 
 
 
 
 
- 178 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 9-2 持続可能な観光の実現に向けた取り組み  
 
 
 
 
《第 10 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-1                 コ 10-2 
 
 
 
 
 
 
- 179 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-3                 コ 10-4 
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-5                 コ 10-6 
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-7                 コ 10-8 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ 10-9                 コ 10-10 
 
- 180 - 
配付資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 10-1 築地市場でマグロ競りの見学が禁止された理由  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 10-2 築地市場が移転される理由  
- 181 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 10-3 築地市場の見学禁止に伴う意見の対立  
 
 
 
《第 11 時》  
授業コンテンツ  
 
 
 
 
 
 
 
コ 11-1                 コ  11-2 
 
 
 
 
 
- 182 - 
 
 
 
 
 
 
 
コ 11-3                コ 11-4 
 
 
 
 
 
 
 
コ 11-5                コ 11-6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資 11-1 築地移転に伴い江東区が観光地となることでもたらされる影響  
- 183 - 
第５節 授業実践の成果 
 
 本節では，獲得させたい知識をもとに設問を作成し，授業後の子供の認識内
容を把握する（実施日 2010 年 10 月 28 日）。具体的には，筆者が授業を通し
て「獲得させたい知識（観光研究の成果）」を設問として配列し，評価基準を
もとに学習後の子供の認識内容を質的に分析する（表４－２）。  
 
第１項 評価基準と評価問題  
 
表４－２ 設問と評価基準及び集計結果  
No. ねらい  設問  
評価基準  
A：十分満足できる  
B：概ね満足できる  
C：不十分である  
集計結果  
1 
観光地が形成さ
れる過程と形成
された観光地を
維持していくた
めの取り組みに
ついて「観光政
策」，「観光資
源」，「まなざ
し」，「持続可能
な観光」等の概
念をもとに，説
明することがで
きる。  
下の写真を使ってあ
る場所が観光地にな
っていく様子を順番
に並べ替えましょ
う。また，なぜその
ように並び替えたの
か理由も書きましょ
う（ *写真は省略）。  
(A)観光地になる前の
様子， (B)入場制限の
看板， (C)観光地特集
（雑誌）， (D)多くの
観光客が訪れている
様子  
A：写真を基に，ある場所が
観光地化していく様子を時
系列に並べ替えることやそ
の理由を説明することがで
きる。  
B：写真を基に，ある場所が
観光地化していく様子を時
系列に並べ替えることがで
きる。  
C：写真を基に，ある場所が
観光地化していく様子を時
系列に並べ替えることやそ
の理由を説明することがで
きない。  
A： 15 名  
B：  8 名  
C：  1 名  
2 
観光需要の増加
及び減少の原因
について「経済
情勢」，「社会情
勢」，「観光政
策」，「まなざ
し」等の概念を
もとに，説明す
ることができ
る。  
日本を訪れる観光客
数は様々な要因が組
み合わさって，増え
たり減ったりしま
す。増えたり減った
りする要因として，
どのようなことが考
えられますか。  
A：観光需要の増加及び減少
の原因に関して，それぞれ
三つ以上指摘することがで
きる。  
B：観光需要の増加及び減少
の原因に関して，それぞれ
二つ以上指摘することがで
きる。  
C：観光需要の増加及び減少
の原因に関して，  いずれか
片方のみ一つまたは全く指
摘できない。  
A： 17 名  
B：  6 名  
C：  1 名  
3 
観光によっても
たらされる正負
両方の影響につ
いて「観光産
業」，「地域づく
り」，「観光問
題」，「持続可能
な観光」という
概念をもとに指
A という観光地にた
くさんの観光客が訪
れると様々な影響が
もたらされます。観
光によってもたらさ
れる影響とはどのよ
うなものでしょう
か。良い影響と良く
ない影響に分けて書
A：観光によってもたらされ
る正と負の両面の影響に関
して，それぞれ三つ以上指
摘し，持続可能な観光を実
現するための適切な方策を
述べることができる。  
B：観光によってもたらされ
る正と負の両面の影響に関
して，それぞれ二つ以上指
A： 14 名  
B：  8 名  
C：  2 名  
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摘し，持続可能
な観光を実現す
るための適切な
方策を説明する
ことができる。  
きなさい。また，持
続可能な観光地にす
るための取り組みに
ついて考えられるこ
とを書きなさい。  
摘し，持続可能な観光を実
現するための適切な方策を
述べることができる。  
C：観光によってもたらされ
る正と負の両面の影響や持
続可能な観光を実現するた
めの適切な方策に関して，  
いずれか片方のみまたは全
く指摘できない。  
（筆者作成）  
 
第２項 評価結果 
表４－２の結果が示すように，24 名の子供の評価結果からではあるが，全
ての設問について概ね九割の子供が B 以上の評価に該当する回答をしている
ことから，開発した単元計画やその計画に基づき実践した授業が，ある程度有
効であったことが示唆された。具体的には，ある場所はゲスト，ホスト，ブロ
ーカー等が向けるまなざしによって観光地として形成されること，また観光需
要が社会情勢，経済情勢，観光政策の影響を受けて変動していること，さらに
観光によってもたらされる影響や，持続可能な観光が提唱されるようになった
背景及び実現に向けた取り組み等について認識の深まりが確認され，本実践が
これらの認識形成に適切に効果を発揮したことが確認された。  
 
第３項  考 察 
 ここでは上記の結果を踏まえ，各設問の意図と授業実践との関係性について
考察する。  
設問 1 は，観光地は所与のものとして成立するのではなく，その場所がも
つ魅力が注目されたり，価値付けされたり，またはそれがメディア等によって
紹介されたりすることによって，まなざしが向けられることで観光地として形
成されることを認識しているかを問うている。授業では，「なぜ，日光東照宮
は日光五大観光地の中で一番に人気があるのだろう。」という問いを探究させ
ることで獲得させたい知識である。この設問に関しては， 95%以上の子供が上
記の内容を認識していることが確認された。これは，観光地が形成される過程
を「まなざし」という概念を中核に，事例を換えて繰り返し学習する機会を設
定したことが要因として考えられる。具体的には，築地市場及び日光について
観光地として注目されるようになった背景を授業展開中や各時間の終末におけ
るワークシート等で「注目」（＝「まなざし」）と言葉を使って図化させたり説
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明させたりする活動をほぼ毎時間取り入れたからではないかと推測する。さら
に，実際に旅行情報誌『るるぶ』を使って，観光地や観光資源を調べる活動を
組み込み，実感の伴った認識をめざしたこと等も要因として考えられる。  
 設問２は，観光需要が社会情勢や経済情勢，観光政策等の影響を受けて変動
していることを認識しているかを問うている。授業では，「なぜ，日光市を訪
れる観光客数は増えたり，減ったりしているのだろう。（観光客数が増加及び
減少する原因［要因］は何だろう。）」という問いを探究させることで獲得させ
たい知識である。この設問に関しても 95%以上の子供が上記の内容を認識し
ていることが確認された。このような結果の要因としては，第 1 時～第 3 時
までのミクロの視点に基づいて社会を分析する学習に加え，第 4 時でマクロ
の視点で日光市の観光需要の推移を社会と関係の中で捉えさせる学習を組み込
んだことが考えられる。具体的には，観光需要の変動原因を「まなざし」の他
に社会情勢や経済情勢，社会資本の充実など観光政策との関係性の中で捉えさ
せたことが有効であったのではないかと推測される。  
 設問３は，観光によってもたらされる正負の影響や，持続可能な観光地を実
現するために有効と考えられる方策について，獲得した知識や概念を活用して
意志決定することができるかを問うている。授業では，「築地市場は，建物の
老朽化や売り場面積の拡大計画などの理由から市場（築地市場）を今ある築地
から，江東区豊洲地区へ移転しようとする案が出されています。築地市場が江
東区へ移転してくることでもたらされる影響とはどのようなものだろうか（正
と負）。また，築地市場が移転してきた際，江東区（豊洲地区）を持続可能な
観光地としていくためには，どうすればよいのだろうか。」という問いを探究
させることで獲得させたい知識である。この設問に関しては，全ての子供が獲
得した知識や概念を活用して，演繹的に判断することができていた。具体的に
は，（江東区が）観光地となることでもたらされる負の影響を予測し，その予
測に対応した（持続可能な観光を実現するための）取り組みについて解答する
ことができていた。しかし，その内容を分析してみると，予測される負の影響
に関しては，「犯罪」，「ゴミ問題」，「観光客のルールやマナーの悪さ」の順で
多く，「地球温暖化」や「住民間の対立（文化変容）」は，いずれも 10%前後
の結果であった。このような傾向から，子供は観光によってもたらされる影響
を狭いスケールで捉えていることが特質として読み取れる。つまり，観光が
様々な空間的スケールに多様な影響を与える特質をもつという認識をふまえた
思考がなされていないのである。このような傾向に関しては，その要因は第 9
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時において地域住民の立場に立って観光地化の是非を考えさせる場面を設定し
たことに起因しているのではないかと推測する。具体的には，地域住民の立場
から上記の問題について考察させる展開としたことよって，結果的に子供の思
考を特定の視点から捉えさせるような結果を招いてしまった。このような結果
は，授業展開に問題があったと考えられる。この場面では，上述でも述べたよ
うに移転先である江東区側において地域住民以外の立場からも多角的に検討さ
せることが必要であった。このような課題を改善するためには，観光に関する
問題を対象化し，それらの問題に対して立場の異なる様々な人々の解釈や評価
を想定して思考する機会を十分に保証することが重要であろう。このような機
会を保証することによって，一つの社会事象を多面的・多角的に考察する能力
の育成が期待できるのではないかと考えている。  
今後は，子供の認識内容をもとに検討した結果（授業改善の視点）に基づ
き，改善授業モデルを開発し，その有効性を引き続き検証していくとともに，
ポストテストで使用した評価問題及び評価基準についても，内容や方法に関す
る妥当性を検討し，必要に応じて修正を図り，精緻化していく必要がある。  
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第５章 グローバル化した社会の認識形成をめざす身近な地域の  
農業学習 
 
本章では，第２章で提起した授業構成論をもとに，グローバル化した社会の
認識形成をめざす身近な地域の産業学習の授業モデルを開発する。  
 
第１節 問題の所在 
 
 一般的に，中学年の社会科は地域学習と呼ばれており，子供の生活環境で行
われている地域産業や地域の消費生活について学習する構成となっている。具
体的に，現行の学習指導要領 (1 )では，第三学年及び第四学年の内容「イ  地域
の生産や販売に携わっている人々の働き」について「地域の産業や消費生活の
様子，人々の健康な生活や良好な生活環境及び安全を守るための諸活動につい
て認識できるようにし，地域社会の一員としての自覚をもつようにする」とい
う目標を踏まえ，「地域の人々の生産活動や販売活動の様子には特色があるこ
とや，県（都，道，府）内には特色ある産業があること」等について認識を深
めることが求められている。その際，原材料や商品の仕入，生産物の出荷，働
く人の通勤圏などに見られる国内の他地域などとのかかわりについて具体的な
調べる活動を通して理解することが示されている (2)。  
このような中学年社会科の学習内容に関して，中央教育審議会ワーキンググ
ループにおける次期（平成 30 年度版）学習指導要領の議論では，現代的な諸
課題を踏まえ教育内容を見直すことが提言されている (3)。具体的に小学校社会
科では，地方公共団体などが行うグローバル化への対応を取り上げることや，
世界との関係に目を向けて我が国の歴史的事象の理解を図ることなど，世界の
国々との関わりへの関心を高めるよう教育内容を見直すことなどが示されてお
り (4)，中学年の内容「イ  地域の生産や販売に携わっている人々の働き」につ
いては外国との関わりを充実させることが，同じく内容「カ  県の地形や産
業，県内の特色ある地域」については国際交流の内容を充実することが改定案
として提言されている (5)。このような提言を踏まえるならば，今後はローカル
な事例をもとにグローバルとのつながりを認識させる地域学習が求められる。  
以下，本章では上記のような次期学習指導要領の動向を鑑み，ローカルな事
例をもとにグローバルとのつながりに関する認識形成をめざす授業モデルを身
近な地域の農業を事例に開発していく。具体的には，従前の産業学習を広義 (6)
- 191 - 
に捉え，第２章第５節で整理した授業構成論を基本に，今日のグローバル化し
た社会の認識形成をめざす中学年地域学習（身近な地域の産業学習）を提起す
る。  
現在，中学年地域学習（身近な地域の産業学習）は，どのように行われてい
るだろうか。ここではまず，教科書の内容記述の分析を通して，その特質と課
題を検討する。  
教科書  (7 )では，宮城県仙台市を事例に，地域にある農家または工場の仕事
を見学や調べ学習等を通して上記の内容を認識させる構成となっている。具体
的に小単元「農業の仕事」では，「農家では，まがりねぎをおいしくつくるた
めに，どのような仕事をしているのでしょうか。」という学習問題のもと，①
ねぎの栽培方法，②ねぎづくりの苦労や工夫，③ねぎの出荷・流通についてロ
ーカルな地域間のつながりを学習する構成となっている。  
このような教科書に基づく学習の特質は，農業または工場に従事する人々の
行為（「工夫や努力」）と仕事の事実（内容）について，具体的な調べ活動（観
察）を通して共感的に理解し，地域の人々の生産活動や販売活動の様子の特色
を認識させようとする点に見出すことができる。換言すれば，地域社会に生き
る個人の側の視点に寄り添い，そこから社会について認識させようとする，い
わば「個人の側からのわかり方」に基づく社会（地域）研究となっている (8 )。
このような学習の課題は，生産活動や販売活動に従事する地域の人々の具体的
な行為は認識できても，行為の背後に潜む社会的要因やその意味を認識するこ
とができず，その結果，表面的な認識に留まる点にある。これらの課題を克服
するためには，「個人の側」から捉えた行為（「工夫や努力」）の背後に潜む要
因やその意味を「社会（システム）の側」から捉え直させることが重要であ
る。具体的には，「なぜ，人々は様々な工夫や努力を行っているか。」その理由
を問えばよい。このような学習を意図的に組み込むことで，農業または工場に
従事する人々の行為（「工夫や努力」）を科学的に認識することができる (9)。こ
のように具体的な人物から社会のしくみを認識させる方略は，本単元に限らず
小学校社会科学習一般に該当する特質と言えよう。その際，岡﨑 (10 )や角田ら
(11)の研究で提案されているように，個人と社会の両面から行為の意味を捉え
させることが重要である。また，特に直接経験が十分に可能な中学年の社会科
学習では，社会科授業の仮説－検証過程において最も重要な方法と捉えられて
いる観察による証明 (12 )に基づいて展開することで，より確かで納得的な理解
を図ることが期待される。  
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一方，このような教科書の内容は，今日のグローバル化した社会の特質や本
質について適切な認識形成を保証する構成となっているのだろうか。換言すれ
ば，社会空間を所与のものとしてではなく，「異なるスケールの相互作用によ
って，絶えず空間が変容する社会」として社会空間の重層性や構築性について
異なるスケールの関係性を視点に捉えさせる構成となっているのだろうか。
「空間の生産」論 (13)から分析すれば，以下の二点が課題として指摘できる。  
第一に，地域の社会空間が所与のものとして静態的に取り上げられている点
である。具体的には「仙台では 100 年以上前からまがりねぎが作られてい
る。」という事実のみが示されるに留まり，「なぜ，仙台でまがりねぎが作られ
るようになったのか。」や「なぜ，仙台では今もまがりねぎを作り続けている
のか。」等，空間的プロセスや事実の背後にある様々な要因を絡めて動態的に
地域の社会空間を認識させる構成となっていない。ルフェーヴルの言葉を借り
れば，地域の社会空間を「表象の空間」からのみ記述するに留まっており，
「空間的実践」，「空間の表象」の空間次元から捉えさせる構成となっていな
い。上述したように，我々が生きる現代社会は，絶えず異なるスケールの影響
を受けながら脱領域化したり，再領域化したりして動態的に変容している。具
体的には，上位スケールへの統合が進むほど，統合された社会空間のなかでの
生き残りをかけて個々のローカルな条件にあわせた機能特化を迫られている。
このような現象は，ある特定の地域にのみ生じているものではなく，わが国の
どの地域社会でも見られる現象であろう。そうであるならば，地域を手段にし
て今日のグローバル化した社会の特質や本質を認識させるためには，空間的プ
ロセスや空間相互の関係性に着目し，社会空間の動態的な変容を捉えさせるこ
とが重要である。これらの課題を克服するためには，地域住民として生きられ
る社会空間（「表象の空間」）を「空間的実践」，「空間の表象」の空間次元から
捉えさせたり，地域社会（ローカル）の事象をナショナルやグローバル・スケ
ールといった広い地理的スケールから捉え直させたりする学習を意図的に組込
む必要性が指摘できる。特に，空間的プロセスに関して確かな認識形成を図る
ためには，例えば，社会空間が形成される過程を地理（自然）的視点からのみ
ならず，歴史・経済・社会等，複数の視点から多面的に考察したり，地域の特
色を形づくる要因を多角的に捉えさせたりする学習を意図的に組み込むことが
重要である。  
第二に，今日のグローバル化した社会は様々な地理的スケールの相互作用に
よって成立しているが，教科書では地理的スケールの相互作用や社会空間の重
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層性・階層性を捉えさせる展開となっていない点である。具体的には，ある地
域の農業は，グローバル，ナショナル，ローカル等，様々な地理的スケールが
相互に影響し合いながら成立している。しかし，教科書では，異なるスケール
間の影響に関する記述はほとんど見当たらず，あたかも地域の農業が他の社会
空間とは無関係に成立しているかのような印象を与える記述となっている。今
日のグローバル化した社会の特質が，他地域との社会関係や相互関係が世界規
模で強まることによって，社会空間が絶えず創出・編成・再編成されていると
いう現実を踏まえれば，地域社会に見られる社会的事象を異なる地理的スケー
ルから捉え直したり，事象の背後に潜む要因を多面的に考察したりする学習も
また意図的に組み込む必要性が指摘できる。  
 以上のような中学年地域学習（身近な地域の産業学習）の特質と課題を踏ま
え，本研究では，ローカルな事象を様々な地理的スケールを視点に考察するこ
とを通して，今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす小学校第三学年
身近な地域の農業学習の授業モデルを開発する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
- 194 - 
第２節 身近な地域の農業で獲得させたい知識と学習対象の検討  
 
学習対象として取り上げる茨城県筑西市は，茨城県西部の中心都市である。
市域はほぼ平坦で，利根川の支流，鬼怒川・大谷川・勤行川・小貝川・桜川の
五本の一級河川が南北に流れ，肥沃な田園地帯を形成している (14)。市内で
は，これらの環境を生かし，こだまスイカ，キュウリ，トマト，イチゴ等様々
な作物を栽培している。その出荷額は全国有数を誇っており，消費者からも高
い評価を得ている (15)。中でも関城地区は，鬼怒川左岸の結城台地上に位置
し，梨栽培が積極的に行われており，この地区の特産物となっている (16)。そ
もそも関城地区における梨栽培の起源は，関本地区で旅人宿を経営していた西
村七郎平が関本の人々の暮らしを向上させるために，当時，梨栽培の第一人者
である館野定四郎を技術者として招聘したことに端を発する (17)。当時の関城
地区は，水稲栽培や養蚕が生業の中心であったが，地形上の制約もあって水田
を所有する農家は少なく，山林を多く所有する農家以外は収入に恵まれなかっ
た。館野定四郎が梨栽培に成功し，後進の指導・育成に努めたことにより，当
地の農家にとって貴重な収入源が確保され，梨は関城地区の特産物になってい
った (18 )。このような内容に関して，当地の子供が使用する副読本 (19)では，関
城地区では，「160 年ぐらい前から梨作りが行われている（農家のおじさんの
話）」といった事実の紹介に留まっており，「なぜ， 160 年ぐらい前から筑西市
で梨作りが行われているようになったのか」について歴史的に遡って認識させ
る構成となっていない。また，筑西市では，盛んに栽培されているこだまスイ
カに関しては，「なぜ，（筑西市では）こだまスイカづくりが盛んなのだろう
か」という社会事象間の因果関係に関する知識の獲得をめざす問いが設定され
ているものの，「自然環境が適しているから」という自然的要因を視点に常識
的に理解する構成となっている。さらに，こだまスイカや梨栽培に携わる農家
の人々の仕事については，農事歴や（働いている様子）写真をもとに工夫や努
力，さらには想いや願いを視点に情意的に社会を認識する構成となっている。  
 このような構成は，上述した教科書の課題と同様，社会を情意的・表面的に
認識するに留まるとともに，学習の結果として身近な地域を所与のものとして
静態的に認識する点に課題が見いだされる。これらの課題を克服するために
は，「個人の側」から捉えた行為（「工夫や努力」）の背後に潜む要因やその意
味を「社会（システム）の側」から捉え直させたり，地域社会（ローカル）の
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事象をナショナルやグローバル・スケールといった広い地理的スケールから捉
え直させたりする学習を意図的に組込むことが重要である。  
中学年地域学習（身近な地域の産業学習）をこのような視点から改善するこ
とによって，次期学習指導要領が求める今日のグローバル化した社会に対応し
た中学年社会科授業，すなわちローカルな事例をもとにグローバルとのつなが
りを認識させる中学年地域学習（身近な地域の産業学習）となろう。  
 以上のような問題意識を踏まえ，本単元では，獲得させたい知識を次のよう
に設定する。  
【説明的知識A】…関城地区で梨栽培が盛んな理由は，梨栽培に適した自然
環境，先人の貢献による産地形成，自治体による積極的な
振興等により，市場における高評価や安定した収益が保証
されているからである。  
【説明的知識B】…関城地区の梨農家が様々な工夫や努力（労働力の分散，
出荷時期の調整，複数の方法による栽培，出荷先の選定）
をしている理由は，収益を継続的・安定的に得るためであ
る。  
【説明的知識C】…稲城市，世羅市，下妻市の農家が農作物のブランド化や
六次産業化をめざしている理由は，農農作物の出荷量や農
業就業者人口の減少，就業者の高齢化，そしてグローバル
化に伴う農作物の輸入・輸出の自由化等，様々な直面する
問題の中で，商品価値を高め，確実に利益を上げることを
通して，生き残るためである。  
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第３節 単元構成の論理と単元の概要  
 
本節では，第２章第５節で論じた授業構成論をもとに，単元構成の論理と単
元の概要について論じる。  
 
〈第一次〉 筑西市関城地区で梨栽培が盛んな理由  
第一次は，「空間的プロセスを認識する段階」である。  
ここでは，まず筑西市で栽培されている農作物の中でも，子供の身近な生活
空間である関城地区の梨は，県内第一の生産地であり，国内有数の作付面積で
あるという事実から「どうして，筑西市の中でも関城地区では，梨栽培が盛ん
なのだろうか。」という単元を貫く学習問題を設定する。次に，学習問題に対
して，予想・仮説を設定し，資料による調べ学習やゲストティーチャー（観光
協会の方）へのインタビューを通して仮説を検証する。中学年地域学習（身近
な地域の産業学習）では一般的に，上述のような学習問題に対して，「T 市で
○○が盛んなのは，自然環境が適しているからである」というように，地理
（自然）的視点からのみ認識を図ろうとするケースが多い。しかしそれは，地
域社会の特質を一面的にかつ静態的に捉えさせることを意味している。本単元
ではこれらの改善を図るため，産地が形成されていく空間的プロセスを地理
（自然）的視点に加え，時間軸（歴史的視点）から捉えさせたり，価格や消費
者ニーズ等の経済や社会的視点からも多面的に捉えさせたりすることを通し
て，空間的プロセス，異なったスケール間との関係性の認識をめざす構成とす
る。これは，「情報伝達と行動に関する要素としての空間」，すなわち地域社会
における社会空間の構築性について認識させることを意図している。  
 
〈第二次〉 梨農家が抱える課題とその克服に向けた他地域の取り組み  
第二次は，「社会空間の重層性・階層性やスケール間の関係性を認識する段
階」である。  
ここでは，まず実際に梨農家を営む A さんの農園を見学することを通し
て，梨の栽培方法や梨農家の仕事，生産－販売に係わる一連の行為（苦労・工
夫）の意味を観察・インタビューを通して認識する。具体的には，「どうし
て，『幸水』という品種をたくさん栽培しているのか」，「どうして，価格が安
定している『幸水』だけでなく，他の複数の品種も栽培しているのか」，「どう
して，露地栽培の他にビニルハウスでも梨を栽培しているのか」，「どうして，
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収穫したほとんどの梨を農協や市場に出荷するのか」等，見学を通して子供が
抱くと予測される素朴な疑問について農園経営者 A さんにインタビューする
ことを通して，関城地区の梨栽培の特色や A さんが行っている行為の意味，
またその行為の背後に潜む社会的要因を個人と社会の両面から多角的に捉えさ
せることをめざす構成とする。このような構成は，個人または地域社会という
小さなスケールがより大きな社会や地理的スケールによって影響を受けながら
成立している現実を認識させることも意図している。次に 1990 年以降，関城
地区における梨の品種別栽培面積と出荷量がともに減少している事実を把握し
た上で，現在筑西市の梨農家が直面している問題とその理由をローカル・スケ
ールのみならず，より大きいナショナル・スケールからも捉えさせる構成とす
る。このような構成は，異なったスケール間，特に小さいローカル・スケール
が，生き残りをかけて，個々のローカルな条件の中でナショナルやグローバ
ル・スケールといった大きいスケールに対してどのような取り組みを行ってい
るのかを認識させることを企図している。このような学習は，異なる社会空間
の重層性・階層性や，スケール間の関係性を認識させることをめざしている。  
 
〈第三次〉 持続可能な梨栽培を実現するための方策  
第三次は，「持続可能な社会空間を創造する段階」である。  
ここでは，「今後，関城地区の梨作りが生き残っていくためには，どのよう
な取り組みを行っていくべきなのか」という問いに対して，今後，関城地区の
梨栽培が継続的・安定的に生き残っていくために有効だと考えられる解決策に
ついて獲得した知識や概念を活用して合理的に判断させることをめざす構成と
する。このような地域が抱える課題に対して未来予測・価値判断をさせる学習
は，小学校中学年段階から異なったスケール間の関係のうち，ローカル・スケ
ールがナショナルやグローバルといったより大きなスケールに対してどのよう
な影響を及ぼしうるのか，という視点を獲得するとともに，社会科教育の究極
的な目標である市民的資質の育成に寄与することを企図している。  
 
 
 
 
 
 
- 198 - 
第４節 第三学年単元「梨農家ではたらく人々―梨栽培が盛んな理由
と梨農家が抱える問題―」の授業モデル 
 
第１項 単元名 梨農家ではたらく人々―梨栽培が盛んな理由と梨農家が抱
える問題― 
 
第２項 単元目標  
〈知識目標〉  
○筑西市の梨農家を取り巻く現状や問題を探究することを通して，以下の知識
を獲得することができる。  
 
A 関城地区で梨栽培が盛んな理由は，梨栽培に適した自然環境，先人の貢献
による産地形成，自治体による積極的な振興等により，市場における高評価
や安定した収益が保証されているからである。  
a 関城地区で梨栽培が盛んな理由は，梨栽培に適した自然環境だからであ
る。また，この地域は台地が多くやせた土地が多いため，穀物やイモ類，
野菜類などの栽培に適さないことも関係している。  
b 関城地区で梨栽培が盛んな理由は，約 160 年前に西村七郎平によって梨
栽培の普及・開発が開始されるようになり，農家にとって貴重な収入源が
確保できるようになるに従い，梨を栽培する農家が増えたからである。ま
た，1960 年以降，自治体の働きかけにより梨栽培が積極的に振興された
こと（例えば，農業構造改善事業による共同防除の実施…労働時間の短
縮，省力化）や，梨栽培の収益性の高さへの注目が集まるようになったこ
と等も要因として挙げられる。  
c 関城地区で梨栽培が盛んな理由は，筑西市産（茨城県産）の梨が市場で
高く評価され，高い収益を得ることができるからである。その中でも贈答
用の「新高」は，最高級ブランド梨として 1 玉（9L）2500 円以上で販売
されている。  
B 関城地区の梨農家が様々な工夫や努力（労働力の分散，出荷時期の調整，
複数の方法による栽培，出荷先の選定）をしている理由は，収益を継続的・
安定的に得るためである。  
a この地域で「幸水」をたくさん栽培している理由は，市場での知名度が
高く価格が安定しているからである。  
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b 複数の梨を栽培する理由は，梨は品種によって収穫時期が異なるので，
種類の異なる品種を複数栽培することにより収穫量と収入を安定させるこ
とができるからである。また，同時に収穫時期をずらすことにより労働力
を分散することができるからである。  
c 露地栽培の他に，ビニルハウスでも梨を栽培している理由は，①露地栽
培の梨との労働力を分散することが可能となること。②ビニルハウスで
「幸水」という品種を栽培することで，安定した収入が期待できるからで
ある。なお，「幸水」を栽培品種として選定している理由は，上記の理由
の他に加湿により収穫時期を調整することができるからである。  
d 収穫したほとんどの梨を農協や市場に出荷する理由は，関城地区は東
京・横浜・埼玉等の都市部の大消費地に近接している一方，産地自体が主
要幹線道路や観光地から遠く，直売に向いていないからである。  
C 稲城市，世羅市，下妻市の農家が農作物のブランド化や六次産業化をめざ
している理由は，農農作物の出荷量や農業就業者人口の減少，就業者の高齢
化，そしてグローバル化に伴う農作物の輸入・輸出の自由化等，様々な直面
する問題の中で，商品価値を高め，確実に利益を上げることを通して，生き
残るためである。  
a 稲城市や世羅市がブランド化をめざしているのは，商品価値を高め，確
実に利益を上げるためである。  
b 世羅市や下妻市が六次産業化をめざしているのは，①農産物をそのまま
ではなく調理・加工・パッケージ化して販売するので市場の卸価格に左右
されることなく，安定した利益が得られること。②他の産地の同じ農産物
と差別化（付加価値）を図ることで，高値で取引されること。③加工から
販売に至る中間コストを削減することができ，利益を増大させることがで
きること。④法律上の特別措置や自治体から様々な援助が得られること等
の利益が得られる可能性が高いからである。  
D 関城地区の梨農家が今後も生き残っていくためには，世羅市のように農家
と自治体と農業が一体となって筑西市産の梨の良さを国内・国外に向けて広
く，積極的にアピールしていくべきである。なぜなら，下妻市の事例にあっ
たように，海外（特に，アジア）では富裕層を中心に日本の高級梨の評判が
高く，今後，継続的に安定した収益が期待できるからである。また，高い収
益が継続的・安定的に得られるようになれば，農業を志す若者も増加し，就
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業者人口の減少や高齢化など，現在日本が直面する問題を解決するきっかけ
になることも推測できるからである。  
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第３項 単元の展開（全１２時間）  
 
〈第一次〉 筑西市関城地区で梨栽培が盛んな理由  
※下線部：主発問  T：教師  C：子供  
 時  教師の指示・発問 (  ● )  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される子供の反応  
資料  
空
間
的
プ
ロ
セ
ス
を
認
識
す
る
段
階 
 
1 
●「筑西市のおもな農
作物（地図）」を見
て，気づいたこと，
思ったことを発表し
なさい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●どうして，筑西市の
中でも関城地区で
は，梨作りが盛んな
のだろうか。学習問
題に対する予想を書
きなさい。  
 
 
 
●予想を発表しましょ
う。  
T：発問する  
C：調べ，発表す
る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：説明する  
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：発表する  
 
→町探検で水田が広がっていた
場所には，米が栽培されてい
る。また，米作りは市全体で
行われているようだ。  
→昭和地区辺りでは，スイカが
たくさん栽培されている。  
→市内では他にも，トマトや
梨，キュウリなども栽培され
ている。  
→私たちが住んでいる関城地区
では，梨がたくさん栽培され
ている。  
 
■関城地区は，県内一の梨生産
地であり，国内有数の作付面
積を誇っている。  
 
 
→仮説 1…関城地区は梨作りに
適した環境だからかな。  
→仮説 2…関城地区では昔から
梨作りが盛んだったからか
な。  
→仮説 3…関城地区の梨は他の
産地の梨と比べて高値で売る
からかな。  
 
→省略  
①  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②  
2 
●仮説 1 について資料
をもとに調べていこ
う。  
 
 
●梨作りは，どのよう
な環境に適している
のだろうか。  
 
 
 
●関城地区は，梨作り
に適した環境なのだ
ろうか。  
 
 
●仮説 1 について，わ
かったことをまとめ
なさい。  
T：指示する  
C：調べる  
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
→省略  
 
 
 
 
■梨栽培は，昼夜の寒暖差が大
きく，年平均気温 12～
16℃，年間降水量 1， 200～
2， 000mm の条件に該当す
る環境に適している。  
 
■関城地区は，昼夜の寒暖差が
大きく，年平均気温 13.9℃，
年間降水量 1， 230mm で梨
栽培に適した環境である。  
 
■関城地区で梨栽培が盛んな理
由は，梨栽培に適した自然環
 
 
 
 
 
 
③  
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境だからである。また，この
地域は台地が多くやせた土地
が多いため，穀物やイモ類，
野菜類などの栽培に適さない
ことも関係している。  
3 
●仮説 2 について，筑
西市観光協会の方に
インタビューを通し
て確認してみよう。  
 
●関城地区では，いつ
から梨を栽培するよ
うになったのだろう
か。  
 
 
 
 
 
 
 
●西村七郎平さんが梨
作りを始めた後，ど
のようにして梨作り
を始める農家が増
え，日本を代表する
生産地になっていっ
たのだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●仮説 2 について，わ
かったことをまとめ
なさい。  
T：指示する  
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：筑西市観光協
会の方に聞く  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
 
 
 
 
 
■関城地区では， 1859 年（安
政 6 年）から梨栽培が始まっ
た。具体的には，旅人宿を経
営していた西村七郎平が人々
の暮らしを向上させるために
特産物となる換金農作物の開
発・普及を考え，梨栽培を行
ったことがきっかけであっ
た。  
 
■もともと関城地区は，水稲栽
培や養蚕が生業の中心で立地
上（台地），水田を所有する
農家が少なく，多くの農家は
収入に恵まれなかった。しか
し，梨栽培が行われるように
なり，貴重な収入源が確保で
きるようになるに従い，梨を
栽培する農家が増え，梨はこ
の地域の特産物となっていっ
た。明治時代以降は，自治体
により梨栽培が振興されてき
た。 1960年代以降に梨生産が
拡充され，その後も水田の果
樹転作などにより，国内有数
の作付面積を誇る大生産地に
なり，現在もその地位を維持
している。  
 
■関城地区で梨栽培が盛んな理
由は，約 160年前に西村七郎
平によって梨栽培の普及・開
発が開始されるようになり，
農家にとって貴重な収入源が
確保できるようになるに従
い，梨を栽培する農家が増え
たからである。また， 1960年
以降，自治体の働きかけによ
り梨栽培が積極的に振興され
たこと（例えば，農業構造改
善事業による共同防除の実施
…労働時間の短縮，省力化）
や，梨栽培の収益性の高さへ
の注目が集まるようになった
 
 
 
 
 
 
④  
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こと等も要因として挙げられ
る。  
4 
●仮説 3 について，資
料やインターネット
で調べていこう。  
 
●関城地区ではどのよ
うな品種の梨を作っ
ているのだろうか。  
 
 
 
 
●茨城（筑西）産の梨
の値段と他の産地の
梨の値段を比べてみ
よう。  
 
 
●最も高値で取引され
ている品種は何だろ
うか。  
 
 
●仮説 3 について，わ
かったことをまとめ
なさい。  
T：指示する  
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：調べる  
 
 
 
 
T：発問する  
C：調べる  
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
 
 
 
 
■関城地区では，「幸水」，「豊
水」，「あかづき」， *「新
高」， *「にっこり」， *「恵
水」等の品種を栽培してい
る。  *は県オリジナル品種  
 
 
■地元スーパーで，茨城産の
「幸水」は 398 円，他産地の
「幸水」は 198 円で販売され
ていた。  
 
 
■「新高」（贈答用）… 1 玉
（ 9L） 2500 円。  
 
 
 
■関城地区で梨栽培が盛んな理
由は，筑西市産（茨城県産）
の梨が市場で高く評価され，
高い収益を得ることができる
からである。その中でも贈答
用の「新高」は，最高級ブラ
ンド梨として 1 玉（ 9L）
2500 円以上で販売されてい
る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤  
 
 
 
 
 
 
⑥  
 
 
 
 
 
⑦  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識 A】  
関城地区で梨栽培が盛んな理由は，梨栽培に適した自然環境，先人の貢
献による産地形成，自治体による積極的な振興等により，市場における高
評価や安定した収益が保証されているからである。  
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〈第二次〉 梨農家が抱える課題とその克服に向けた他地域の取り組み  
※下線部：主発問  T：教師  C：子供  
 時  教師の指示・発問 (  ● )  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される子供の反応  
資料  
社
会
空
間
の
重
層
性
・
階
層
性
や
ス
ケ
ー
ル
間
の
関
係
性
を
認
識
す
る
段
階 
5 
●前回までの学習を振
り返りましょう。  
●関城地区の梨はどの
ように作られている
のだろうか。梨農家
を営む A さんの農園
に見学に行こう。見
学の際に， A さんに
聞いてみたい質問を
ワークシートに書き
なさい。  
 
●農家の方に聞いてみ
たい質問を発表しな
さい。  
T：指示する  
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
 
■省略  
 
 
→①  どのような品種の梨を栽
培しているのだろう。  
→②  一年で一番忙しい時期は
いつ頃だろう。  
→③  美味しい梨を作るために
工夫していることはどんな
ことだろう。  
→④  梨を収穫した後，どこに
出荷しているのだろう。等  
 
 
 
 
 
 
6 
 
7 
●梨の作り方やその
他，梨農家の A さん
に聞いてみたいこと
を質問しよう。  
T：指示する  
C：A さんに質問
し，説明を聞
く  
 
*以下，同様  
 
→どのようにして梨を作ってい
るのですか。  
■梨栽培は， 10 月下旬から 11
月中旬までに行われる元肥
（寒肥）から始まる。以降，
剪定→誘引→摘蕾・摘花→受
粉→摘果→収穫→選果の順で
栽培される。【栽培方法】  
 
→どのような品種の梨を栽培し
ているのですか。  
■A さんの農園では「幸水」，
「豊水」，「新高」，「新興」の
四種類の梨を栽培している。
この地域の農園では栽培面積
の 50%以上で「幸水」を栽培
している。【①】  
 
→どうして，この地域では「幸
水」をたくさん栽培している
のですか。  
■この地域で「幸水」をたくさ
ん栽培している理由は，市場
での知名度が高く価格が安定
しているからである。  
 
→どうして，価格が安定してい
る「幸水」だけでなく，他の
複数の品種も栽培しているの
ですか。  
■複数の梨を栽培する理由は，
梨は品種によって収穫時期が
異なるので，種類の異なる品
種を複数栽培することにより
 
 
 
⑧  
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩  
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪  
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収穫量と収入を安定させるこ
とができるからである。ま
た，同時に収穫時期をずらす
ことにより労働力を分散する
ことができるからである。  
 
→どうして，露地栽培の他にビ
ニルハウスでも梨を栽培して
いるのですか。  
■露地栽培の他に，ビニルハウ
スでも梨を栽培している理由
は，①露地栽培の梨との労働
力を分散することが可能とな
ること。②ビニルハウスで
「幸水」という品種を栽培す
ることで，安定した収入が期
待できるからである。なお，
「幸水」を栽培品種として選
定している理由は，上記の理
由の他に加湿により収穫時期
を調整することができるから
である。  
 
→一年で一番忙しい時期はいつ
頃ですか。  
■ 7 月中旬～ 10 月中旬の収穫・
出荷時期が最も忙しい時期で
ある。【④】  
 
→その忙しさをどのようにし
て，乗り切っているのです
か。  
■家族・親戚の他に臨時労働者
を雇って忙しさを乗り切って
いる。  
 
→梨栽培で工夫していることは
どんなことですか。  
■安定した収穫量と品質を維持
するために 4 月～ 10 月にか
けて 15 回程度の消毒作業を
行う。また，梨を生のまま食
べられるように，独自配合の
堆肥や有機物肥料等を使った
土づくりや，減農薬栽培な
ど，味や安全の追求にこだわ
って作っている。等【③】  
 
→梨を収穫した後，どこに出荷
しているのですか。  
■収穫した梨のほとんどを農協
や市場に出荷し，一部を宅配
や直売所で販売する。【④】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬  
 
 
 
 
 
 
⑭  
 
 
 
 
 
⑮  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑯  
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→どうして，収穫したほとんど
の梨を農協や市場に出荷する
のですか。  
■収穫したほとんどの梨を農協
や市場に出荷する理由は，関
城地区は東京・横浜・埼玉等
の都市部の大消費地に近接し
ている一方，産地自体が主要
幹線道路や観光地から遠く，
直売に向いていないからであ
る。  
8 
●梨農家の A さんの農
園を見学して分かっ
たことや気づいたこ
と（主に，仕事の内
容，工夫や努力とそ
の理由など）をまと
めなさい。  
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知識 B】  
関城地区の梨農家が様々な工夫や努力（労働力の分散，出荷時期の調
整，複数の方法による栽培，出荷先の選定）をしている理由は，収益を継
続的・安定的に得るためである。  
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〈第三次〉 持続可能な梨栽培を実現するための方策  
※下線部：主発問  T：教師  C：子供  
 時  教師の指示・発問 (  ● )  教授・学習過程  
■獲得させたい知識  
→予想される子供の反応  
資料  
持
続
可
能
な
社
会
空
間
を
創
造
す
る
段
階 
9 
●前回，A さんの梨農
園を見学してわかっ
たこと・気付いたこ
とを発表しましょ
う。  
●このグラフからどの
ようなことが読み取
れますか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●どうして，関城地区
では 1990 年以降，
梨の栽培面積と出荷
量が減っているのだ
ろうか。  
 
●配付する資料をもと
に予想したことが正
しかったか確かめな
さい。  
T：指示する  
C：発表する  
 
 
 
T：発問する  
C：読み取る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
T：指示する  
C：調べる  
 
 
■省略  
 
 
 
 
→ 1990 年以降，全体的に梨の
栽培面積が減っている。  
→栽培面積に関して， 1975 年
には最も多かった「長十郎」
が 1995 年に無くなり，それ
代わりに「幸水」と「豊水」
がたくさん作られるようにな
った。  
→出荷量は急激に増加したり，
減少したりしている年がある
が，全体的に減少している。  
 
 
→農家の仕事が大変だからでは
ないかな。  
→農業をしようという若者が減
ったからではないかな。  
 
 
■農業就業人口と農業戸数は，
年々減少している。また平均
年齢は高齢化が進んでいる。
その背景には後継者不足（農
業を職業として選択する人の
減少），重労働で得られる農
業収入と農業以外で得られる
収入との差が埋まらないから
である。  
 
 
 
 
 
 
⑰  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑱  
⑲  
⑳  
10  
●このまま農業就業者
人口が減少し，高齢
化が進めば，関城地
区の梨はどうなるだ
ろうか。  
 
●このような状況を改
善するために，稲城
市（東京都）や世羅
町（広島県），下妻市
（茨城県）では様々
な工夫をしていま
す。それぞれ，どの
ような取り組みをし
ているのか調べてみ
ましょう。  
T：発問する  
C：発表する  
 
 
 
 
T：指示する  
C：資料や映像を
もとに取り組
みを読み取る  
 
 
 
 
 
 
 
→さらに梨の栽培面積と出荷量
が減少し続ける。  
 
 
 
 
■稲城市（東京都）では，ブラ
ンド戦略として高品質生産を
行うための徹底した栽培技術
の普及と生産者組織における
厳しい検査基準の設定，農協
によるチラシや新聞折り込み
広告の作成・配付といった広
報活動を通じて，稲城産の梨
 
 
 
 
 
 
 
㉑  
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に付加価値をつけた販売を行
っている。  
■世羅町（広島県）では，生産
者・自治体・農協の連携によ
る「世羅高原六次産業ネット
ワーク」を設立することを通
して，地域産品・加工品の開
発や新事業の創出など農業振
興に取り組んでいる。  
■下妻市（茨城県）では，地元
の下妻甘熟梨をリキュールや
梨ジャム，大福餅へと加工・
販売したり（六次産業化），
アジアの富裕層を対象に高級
梨として輸入したりすること
を通して販路の拡大に取り組
んでいる。  
 
㉒  
 
 
 
 
 
 
㉓  
 
11 
●どうして，稲城市や
世羅市ではブランド
化をめざしているの
だろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
●どうして，世羅市や
下妻市では，六次産
業化をめざしている
のだろうか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
T：発問する  
C：予想する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：説明する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→農作物の価値を高めること
で，消費者に高値で購入して
もらうためかな。  
→農作物の価値を高めること
で，市場で安定的に購入して
もらうためかな。  
■稲城市や世羅市がブランド化
をめざしているのは，商品価
値を高め，確実に利益を上げ
るためである。  
 
 
→自治体や農協等，様々な機関
と協力することで，より良い
農作物を作るためかな。  
→自治体や農協等，様々な機関
と協力することで，安定して
販売するためかな。  
→収穫した農作物をジュースや
ジャムに加工することで，価
値を高め，そのままの状態で
売るよりもたくさんの儲けを
えるためかな。  
■世羅市や下妻市が六次産業化
をめざしているのは，①農産
物をそのままではなく調理・
加工・パッケージ化して販売
するので市場の卸価格に左右
されることなく，安定した利
益が得られること。②他の産
地の同じ農産物と差別化（付
加価値）を図ることで，高値
で取引されること。③加工か
ら販売に至る中間コストを削
減することができ，利益を増
大させることができること。
④法律上の特別措置や自治体
 
 
 
 
 
 
 
㉔  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㉕  
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●稲城市‣世羅町‣下妻
市がブランド化や六
次産業化を目指して
いる理由をまとめな
さい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：まとめる  
 
から様々な援助が得られるこ
と等の利益が得られる可能性
が高いからである。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12  
●今後，関城地区の梨
作りが生き残ってい
くためには，どのよ
うな取り組みを行っ
ていくべきなのだろ
うか。これまで見て
きた三つの地域の取
り組みを参考に，自
分の考えをまとめな
さい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T：指示する  
C：ノートに自分
の考えを整理
する  
 
 
 
【知識 D】  
関城地区の梨農家が今後も生き残っていくためには，世羅市のように農
家と自治体と農業が一体となって筑西市産の梨の良さを国内・国外に向け
て広く，積極的にアピールしていくべきである。なぜなら，下妻市の事例
にあったように，海外（特に，アジア）では富裕層を中心に日本の高級梨
の評判が高く，今後，継続的に安定した収益が期待できるからである。ま
た，高い収益が継続的・安定的に得られるようになれば，農業を志す若者
も増加し，就業者人口の減少や高齢化など，現在日本が直面する問題を解
決するきっかけになることも推測できるからである。  
【知識 C】  
稲城市，世羅市，下妻市の農家が農作物のブランド化や六次産業化をめ
ざしている理由は，農農作物の出荷量や農業就業者人口の減少，就業者の
高齢化，そしてグローバル化に伴う農作物の輸入・輸出の自由化等，様々
な直面する問題の中で，商品価値を高め，確実に利益を上げることを通し
て，生き残るためである。  
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第４項 資料と出典 
 
①社会科副読本改訂委員会編『わたしたちの筑西』筑西市教育委員会 , 2014
年 , p.34.  
②農林水産省HP 茨城県筑西市基本データ「農畜産物の生産状況」  
③林琢也ほか「首都圏におけるナシ栽培の存立条件―筑西市関城地域舟生集落
を事例に―」筑波大学人文地理学・地誌学研究会『地域研究年報』第30号 , 
2008年 , pp.33-68. 
④同上書 , p.41. 
⑤「筑西市で栽培している梨品種」（筑西市HP）  
⑥「産地と梨の価格」（スーパーのチラシ）  
⑦「新幸の価格」（楽天HP）  
⑧前掲① , pp.40-41. 
⑨現地農家へのインタビュー情報  
⑩前掲③ .  
⑪「東京都中央卸売市場における茨城産梨（「幸水」）の月別入荷量と価格
（2014年）」（茨城県農産物販売推進東京本部HP），  
⑫～⑯現地農家のインタビューによる，  
⑰「筑西市における梨の品種別栽培面積と出荷量の推移」（農林水産省「果樹
生産出荷統計」より筆者作成），  
⑱「農業就業人口と平均年齢の推移」（農林水産省HP「農業センサス」），  
⑲「農家戸数の推移」（農林水産省HP「農業センサス」），  
⑳生源寺眞一『日本農業の真実』筑摩書房 ,  2011年 .  
㉑宮地忠幸「改正生産緑地制度下における都市農業の動態―東京都を事例とし
て―」愛知教育大学地理学会『地理学報告』第 103号 , 2006年 , pp.1-16. 
㉒「広島県世羅町の取り組み」（世羅町HP及び平成23年度地域活性ガイドブ
ック），  
㉓「茨城県下妻市の取り組み」（NHK「“甘熟梨”で販路の拡大めざす」2013
年10月4日放映），  
㉔上田祥子編『農業ビジネスマガジン』Vol.3, 2013年 , イカロス出版 .  
㉕同上 .  
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【註】  
(1) 文部科学省『小学校学習指導要領解説  社会編』東洋館出版 ,  2006 年 ,  
p.18-28. 
(2) 同上書 , pp.26-27. 
(3) 社会・地理歴史・公民ワーキンググループ取りまとめ（案）によれば，次
期（平成 30 年度版）学習指導要領では，「3 資質・能力の育成に向けた教
育内容の改善・充実」の「 (3) 現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直
し」に関して，「グローバル化への対応」が改善項目として挙げられてい
る。詳しくは，文部科学省「社会・地理歴史・公民ワーキンググループ取り
まとめ（案）」教育課程部会  社会・地理歴史・公民ワーキンググループ資料
7 を参照。  
<URL>http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/071/siryo/at
tach/1372443.htm (閲覧日：2016 年 11 月 20 日 ) 
(4) 同上 .  
(5) 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会『次期学習指導要領
等に向けたこれまでの審議のまとめ―初等中等教育における当面の教育
課程及び指導の充実・改善方策について』文部科学省 , 2016 年 , p.155.  
(6) 岡﨑誠司「産業学習」森分孝治・片上宗二編『社会科重要用語 300 の基礎
知識』明治図書 , 2000 年 , p.243. 
 産業学習を広義に捉えた先行研究として次のものが挙げられる。  
 ・遠藤茂「千葉の醤油づくりはなぜ日本一なのか―四年生の産業学習―」歴
史教育者協議会『歴史地理教育』 vol.798, 2012 年 ,pp.58-63. 
(7) 北俊夫ほか編『新編  新しい社会  3･4 年』東京書籍 ,  2014 年 , pp.70-83. 
(8) 角田将士「小学校社会科学習の改善 (2)―4 年単元『美山町を通して過疎化
を考える』の開発―」立命館大学『立命館産業社会論集』第 44 巻第 4 号 , 
2009 年 , p.151. 
(9) 米田豊「産業学習：人々の工夫や努力の科学化」全国社会科教育学会編
『社会科教育実践ハンドブック』明治図書 ,  2011 年 , pp.57-60. 
(10) 岡﨑誠司『変動する社会の認識形成をめざす小学校社会科授業開発研究
―仮説吟味学習による社会科教育内容の改革―』風間書房 , 2009 年 , pp.32-
34. 
(11) 角田将士・片上宗二「小学校社会科学習の改善 (1)：『社会の側からのわ
かり方』に基づいた 5 年単元『日本の酪農』の開発」広島大学『広島大学
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大学院教育学研究科紀要  第二部  文化教育開発関連領域』第 53 号 ,  2005 年 , 
pp.109-116. 
(12) 社会認識教育学会編『改訂新版  初等社会科教育学』学術図書出版社 ,  
2005 年 , pp.62-63. 
(13) アンリ・ルフェーヴル（斉藤日出治訳）『空間の生産』青木書店 , 2000
年 , pp.75-83. 
(14) 筑西市 HP 
<URL> http://www.city.chikusei.lg.jp/index.php?code=1683  
 (閲覧日：2016 年 6 月 20 日 ) 
(15) 同上 .  
(16) 林琢也ほか「首都圏におけるナシ栽培の存立条件―筑西市関城地域舟生
集落を事例に―」筑波大学人文地理学・地誌学研究会『地域研究年報』第
30 号 , 2008 年 , pp.41-42. 
(17) 同上 ,  pp.41-42. 
(18) 前掲 (16), pp.41-42. 
(19) 社会科副読本改訂委員会編『わたしたちの筑西』筑西市教育委員会 ,  
2014 年 , pp.34-41. 
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終 章 本研究の成果と課題 
 
 
本研究では，小学校社会科産業学習の全体構成に関わるカリキュラム編成論
と今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習の授業構成論の二
つの研究課題について論じてきた。このような研究の背景には，わが国の産業
学習研究の多くが学習指導要領の枠組み（農業・工業・情報通信産業の三領域
を柱とする単元構成）を所与として個別単元開発に留まっていることや，産業
学習全体を通して子供にどのような資質や能力を育成すべきかというカリキュ
ラムレベルでの検討がほとんど行われていないこと，さらに開発・提案される
授業の多くが，今日のグローバル化した社会の特質や本質に関する認識形成を
保証するものとなっていないのではないか，という問題意識があった。  
上記のような問題意識を踏まえ，本研究では，カリキュラム編成論に関し
て，社会科教育系の学会において定評があるイングランド地理教育における
「産業学習」を事例に，社会認識形成と世界像形成の二つ視点から各単元の内
容構成及び単元全体を貫くのカリキュラム編成論の特質と意義について検討し
た。また授業構成論に関しては，これまでの産業学習研究の特質と課題を分析
的に検討した上で，今日のグローバル化した社会の認識形成をめざす産業学習
の授業構成論を提起した。  
本研究の成果として，以下の三点を挙げることができる。  
第一に，イングランド地理教育を分析対象として，わが国のそれとは異なる
論理で編成されている「産業学習」カリキュラムを，社会認識形成と世界像形
成の二つの視点から解明したことである。社会認識形成に関しては，『ナショ
ナル・カリキュラム地理 (KS3)』に示された地理学の成果を中心とする七つの
鍵概念（「場所」，「空間」，「スケール」，「相互関係」，「自然的プロセスと人文
的プロセス」，「環境の相互作用と持続可能な開発」，「文化の理解と多様性」）
の獲得及び活用を通して，科学的な社会認識が系統的に形成される構成となっ
ていた。例えば，第一次・第二次産業の学習では地理学特有の鍵概念の獲得に
よる地理的見方・考え方の育成をめざす「産業学習」として，第三次産業の学
習では地理学特有の鍵概念の獲得を踏まえ ESD 的見方・考え方の育成をめざ
す「産業学習」として組織されていた。このような見方・考え方の育成に係わ
る順次性は，地理学の成果を基盤として地理的意志決定能力の育成に寄与する
とともに，現在，持続可能な社会の形成者として求められている資質や能力に
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も符合するものである。一方，世界像形成に関しては，第一次・第二次産業の
学習では国内の特色的な地域が，第三次産業の学習では国内外の特色的な地域
が事例地として選定され，これらの事例地の学習を通して段階的に子供の地理
的空間が拡大されるよう構成されていた。また，子供の地理的空間を段階的に
拡大させるために，第一次・第二次産業の学習ではナショナル・スケールを基
盤とする英国地誌学習が，第三次産業の学習ではグローバル・スケールを基盤
とする世界地誌学習が展開されていた。これらの学習では，いずれも多核的同
心円拡大法の論理に基づきローカルまたはリージョナル・スケールの事例地が
複数箇所選定されており，これらの事例地を学習することを通して，（自国
の）国土や世界の諸地域の地理的特色に関する認識と国土像や世界像が体系的
に形成されるよう企図されていた。他方，取り上げる題材やテーマに関して
は，わが国では農業・水産業・工業・情報産業というように，第一次・第二次
産業に関する題材を中心に学習する構成となっているのに対して，イングラン
ドのそれは農業・工業・観光（産業）・ファッション＆スポーツというように
第三次産業に関するテーマを中心に学習する構成となっていた。このような第
三次産業に比重を置いた全体構成は，今日の産業構造及び就業者構造の実態や
現代社会の姿を踏まえたものと判断できる。本研究では，このようにイングラ
ンド地理教育における「産業学習」の内容構成及び全体構成に係わるカリキュ
ラム編成論の分析・検討を通して，イングランドのそれが地理教育の学習単元
として位置づけられているにも関わらず，「社会認識形成を通して市民的資質
を育成」を保証する構成となっており，わが国の社会科教育の目標達成に寄与
する内容となっていることを明らかにした。このような論理に基づくカリキュ
ラム編成及び内容構成は，わが国の産業学習の課題や問題点を克服する方向性
を示唆するものである。  
 第二に，これまでの産業学習研究の特質と課題を内容論的アプローチと方法
論的アプローチの二つの視点から検討した上で，今日のグローバル化した社会
の認識形成をめざす産業学習の授業構成論を提起したことである。具体的に
は，近年の地理学や社会学をはじめとする空間論研究の成果をもとに，今日の
グローバル化した社会を「異なるスケールの相互作用によって，絶えず空間が
変容する社会」と規定した上で，社会空間の重層性や構築性について異なるス
ケールの関係性から多面的・多角的に捉えさせる授業構成論を提起した。本授
業構成論は，「空間的プロセスを認識する段階」，「社会空間の重層性・階層性
やスケール間の関係性を認識する段階」，「持続可能な社会空間を創造する段
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階」という三つのパートで構成することで，今日のグローバル化した社会の特
質や本質である社会空間の重層性や構築性を異なるスケールの関係性を視点に
動態的に捉えさせるとともに，獲得した知識をもとに持続可能な社会空間につ
いて考察することをめざすものであった。  
第三に，第二の成果で述べた授業構成論に基づき，具体的な授業モデルを開
発するとともに，実験授業を通して，その有効性を検証したことである。具体
的には，第五学年水産業学習，同じく第五学年観光産業学習，さらに本授業構
成論を応用させて第三学年身近な地域の農業学習の授業モデルを開発した。開
発した授業モデルのうち，内二つ（第五学年水産業学習と観光産業学習）に関
しては，実験授業を通して概ね授業目標を達成する成果を得ることができ，開
発した授業モデルの有効性が確認された。  
 なお，今後の研究の発展を図るために，以下の三点を課題として挙げておき
たい。  
第一に，本研究で提起した授業構成論をもとに，引き続き，今日のグローバ
ル化した社会の認識形成をめざす産業学習の授業モデルを開発していくことで
ある。その際，取り上げる題材やテーマ，また単元構成に関しては，社会の動
向や学習者の実態を見極めながら検討していく必要がある。   
第二に，本研究で提起した授業構成論が，研究目的と相まって小学校社会科
産業学習の授業構成論として適用範囲を限定的に示すに留まっていることであ
る。今後は，理論的根拠とした地理学や社会学をはじめとする空間論研究の動
向を踏まえながら，より汎用性の高い社会科授業理論としてさらなる精緻化を
図るとともに，他単元及び他校種への応用を視野に入れて検討していく必要が
ある。  
第三に，第５章で開発した身近な地域の農業を事例とした産業学習の授業モ
デルに関して，本授業モデルが単元プランを提案するに留まっており，実験授
業を通して有効性が検証されていないことである。本授業モデルは，他の二つ
の授業モデルとは異なり，産業学習を広義に捉えて，第三学年を対象として開
発したものである。すなわち，本研究で提起した授業構成論を応用させて構想
している。実験授業の実施により，当該学年の学習者の空間次元（空間の重層
性や構築性）に関する認識の傾向や特質，及び本授業構成論の可能性と限界の
両面について解明され，改善の方向性が示唆されよう。今後は，実践者と協働
で本授業モデルの有効性について検証していくことを通して，本研究で提起し
た授業構成論の適用可能性についても検討していく必要がある。  
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